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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「──。────、─────────」

　心が砕くだける音を、彼女は確かに聞いた。

　次の瞬しゆん間かん、彼女は思い知らされた──これは到とう底てい、耐たえられるようなものではなかったのだと。

　当然、彼が悪いのではない。彼女自身が勝手に抱いだき、勝手に育てた思いだ。だから、彼女の思いを砕いたのが、彼のたった一言だったとしても、彼が悪い訳ではなかった。

　ちゃんと、そこまで理解していた。

　しかし、そこまで理解していて、それでも……ひとかけらの憎ぞう悪おが芽生えたのを、彼女は自覚する。醜しゆう悪あくで、劣れつ悪あくで、誰だれもが目を背そむけたくなるそれ──愛あい憎ぞうが、顔を覗のぞかせた。

　それと同時に、彼女は気づかされた。以前、花はな屋や敷しき花か蓮れんが彼にしたことは間ま違ちがっていたけど、ただ……その原因というのはこんなにも、痛みに溢あふれていたのだと。

　いま、彼に砕かれた心──その内側から、大量の血液が噴ふき出していた。胸が裂さけ、赤い血が容よう赦しやなくしたたり落ちる。止めようと思って止まるものではない。致ち命めい傷しようだというのがわかった。たかが失しつ恋れん、などと言っていた奴やつらに、怒ど鳴なり散らしたい気分だった。

　きっと、誰かを好きになるというのは、こういうことなのだ。

　彼を思っているだけで、心が高こう揚ようした。彼とお喋しやべりをしているだけで、世界が彩いろどられるのがわかった。そんな幸福があり、でも──ひとたび、それを失った時。こういう痛みを渡わたされるものなのだと、覚かく悟ごしていなければならなかった。その覚悟が、自分には足りなかったのだ。

　そうして、彼女は理解する。彼女が心から嫌けん悪おしていた、花屋敷花蓮がしたことを、彼女だけが完かん璧ぺきに理解した。……それに同調するように、自身の感情がどす黒く、醜悪な黒に染められていくのを感じる。溢れ出た血が凝ぎよう固こして、黒い塊かたまりとなった。

　その日の夜。彼女の脳のう裏りに、陳ちん腐ぷなイメージが浮うかんだ。──それは、彼の背中。道路の前に立つ、少し大きくて、大好きな彼の背中。彼女は、その後ろに立っていた。

　手を伸のばせば、彼を押せる距きよ離り。

　そうして、彼女は背中を見つめる。花屋敷花蓮がしたことを、反はん芻すうする。

　そのまま、彼女は──雪ゆき縫ぬい霙みぞれは。

　自身の小さな手を、ゆっくりと、その背に伸ばして────。








第一章　甘々な日々とクリスマスケーキ






「おはよう、くーさん」

「おお。おはよう、雪ぬ、い……!?」

　季節もすっかり冬めいてきた、十二月中ちゆう旬じゆん。

　なんとか期末テストを終え、もうすぐ冬休みという、そんな時期。世間がクリスマスというイベントに浮うき足あし立だっているのを、近所の軒のき先さきに出ているイルミネーションやテレビのコマーシャルなどから否いやが応おうでも感じさせられる今日この頃ごろに、朝の支し度たくを終えた俺が家を出ると、玄げん関かんの前で雪ゆき縫ぬいが待っていた。……冷静に考えると、玄関を開けたらいきなり雪縫がいるっていう状じよう況きようはちょっと恐きよう怖ふなので、チャイムでも何でも押して欲しいんだが、それよりも。俺は彼女を見た瞬間、それとは別のことで驚おどろいてしまった。

　それは、何な故ぜなら……あの雪縫に、ちゃんとおっぱいがあったからだ！

　もう一度書こう。──本来ならペチャパイで、膨ふくらみも何もない筈はずの雪縫霙みぞれの胸むな元もとが、ちょこっとだけ膨らんでいた。おいおい、これは一体、何の天変地異の前まえ触ぶれだ？

　俺がそうパニクっていると、雪縫はふふん、とドヤ顔を浮かべながらこう言った。

「ついに私にも、第二次性せい徴ちようがやってきた」

「第二次性徴って、こんなにも満を持してやって来るもんなのか!?　……だってあれって確か、小学校高学年ぐらいの時に来るやつじゃなかったっけ？」

「遅おくれてやってきた」

「遅れがすごくない？」

「ふふっ。どう？　くーさん。色気すごい？」

　雪縫はそう言って、ちょっとだけ膨らんだ胸元を、腕うでを組んで強調してくる。色いろ町まちなどの大物に比べたら、そこに色気は全然ない。ないんだけど……これまでまったく存在感を出してこなかった雪縫の胸が、ちゃんと認にん識しきできる程度にはあるというだけで、俺は変にドキドキしてしまうのだった。おっぱいならなんでもいいのかお前は。

　そうして、俺は幾いく度どか首を左右にふって気を落ち着けたのち、彼女に尋たずねた。

「で？　それ、何やったんだ？　豊胸手術？」

「……だから、第二次性徴って言ってる。何で疑うの？」

「いやだってお前、昨日俺と会った時には、胸ペッタンコだったじゃん」

　俺がそう言った次の瞬間、雪縫は俺の左腕を制服の上からつねる。あ、これ、地味ながらもちゃんと痛いやつですね？　う、く……マジで痛い。非常にやめて欲しい！
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「くーさん、ペッタンコって何。昨日の私がペッタンコって、どういうこと？」

「ご、ごめん雪縫、ペッタンコは言い過ぎた。お前の胸は控ひかえめって感じだもんな？」

「そう。私のおっぱいは大きさじゃない。形。クオリティ。それと乳輪の綺き麗れいさ」

「お、女の子が乳輪とか、あんま言わない方がいいと思うけどな？」

　俺はそうツッコみつつ、歩き出した雪縫の隣となりに並ぶ。俺ん家ちの前を離はなれ、二人で道どう路ろ脇わきの歩道を歩きながら、どうでもいい話を再開した。

「つまり、私のおっぱいは洗練されてる。色町みたいに垂れ下がってない」

「まるで色町の胸を見てきたかのような発言だが……」

「見なくてもわかる。あんな馬ば鹿かみたいに大きいおっぱいが、垂れ下がってないわけない。きっと彼女、脱ぬがしたら田舎いなかのおばあちゃんみたいになってると思う。今はブラジャーの技術が凄すごいから、服の上からだと綺麗な巨きよ乳にゆうに見えるけど、あんなのはまやかし」

「お前は本当、色町に対しての毒どく舌ぜつを全然自重しないな……」

　俺はそうツッコみつつ、いつの間にか逸それてしまった話題を、元あった場所に戻もどした。

「と、ともかく。昨日と比べて、今日のその胸はどうしたんだ？」

「別に。巨乳好きのくーさんに対するアピールのために、ちょっとだけ胸パッドを入れたりとか、してない」

「あ、答え言った。いま答え言ったよなお前」

「言ってない。本当に昨夜、第二次性徴がやってきた。──具体的には、アマ〇ンのダンボールに入れられてやってきた」

「第二次性徴まで取り扱あつかってるのかよ。アマ〇ンさんすげえな」

　というか、今の発言でわかった。恐おそらく、昨夜アマ〇ンのダンボールに入れられてやってきたものが、その胸パッドなんだろう。……なんだろう、雪縫って基本的に、嘘うそをつき続けるのが嫌きらいなんだろうな。俺はそんなことを考えながら、会話を続けた。

「でも、パッドを入れてる割に、そんなに盛ってないというか……どうせならもっと大きいパッドを入れて、巨乳アピールしちゃえばよかったんじゃないか？」

「ちっちっちっ。くーさん、わかってない」

　雪縫は人差し指を左右に振ふりつつ、舌打ちをしながらそう言った。実際にやられるとめちゃくちゃ腹が立つ仕草だった。良い子は真ま似ねしないでね！

「露ろ骨こつに盛ったら、くーさんは当然、学校の友人達にもバレる。だから、パッドを入れる時には、できるだけナチュラルに。カップ数を一つ増やすくらいの感じで、やった方がいいって──そう、ネットの記事に書いてあった」

「なるほど。だからちょい盛りなんだな」

「でも、だっていうのに、くーさんに早さつ速そくバレた……く、くーさん、どんだけ私のこと好きなの？　私の胸、普ふ段だんから意識し過ぎだと思う……えっち……」

「いや、普段から意識していたというか、そういう訳じゃなくてさ。いつもないものがあることに、違い和わ感かんを覚えたというか──」

「…………」

「ごめん訂てい正せいする。いつもめちゃくちゃ雪縫を意識してた。だから胸のことにもすぐ気づけた──そう訂正するから俺のスネを本気で蹴けらないですげー痛い泣きそう！」

　俺がそう早口で言い終えると、俺のスネにＫ‐１選手ばりの蹴りをお見み舞まいしていた雪縫は、「こいつ、たまに口を滑すべらす……」と明らかに怒気を孕はらんだ声で言いながら、蹴るのをやめてくれた。こいつ呼ばわりは酷ひどいけど、確かに今のは俺がいけなかったね……。

　なので俺はフォローの意味も込こめて、胸が小さいことにコンプレックスを持っている彼女に──いま無む駄だなことをしている彼女に、俺の本心を伝えるため、続けた。

「でも雪縫って、そうしてパッドを入れたりする必要は、全然ないと思うんだけどな」

「え、どうして？」

「だってお前は、貧ひん乳にゆうだからこそ愛らしいんだから」

「────」

　驚いたように俺の顔を見て、ぼっ、と頬ほおを赤らめる雪縫。彼女のそんな反応に、俺も今いま更さらながら恥はずかしくなる。……つい大だい胆たんな発言をしてしまった。色町のことを好きだと自覚した以上、あまり雪縫に対して勘かん違ちがいさせるようなことは言わない方がいいと、わかってるんだけどな……そう反省していると、彼女は顔を逸らしながら、尋ねてきた。

「ほ、本当？　嘘じゃない？　いまのが、優やさしさから出ただけの嘘だったら、本気で嫌いになるけど……」

「う、嘘じゃない嘘じゃない！　前にも一度言っただろ？　男は、貧乳をコンプレックスに感じている女の子が好きだ、って。──あれ、俺もそうだから」

「……ふふっ。やっぱり最低」

　そう言って照れたように笑ったのち、雪縫は立ち止まる。それから彼女は「ちょっと、トイレ行ってくる」と告げると、手近なコンビニの中に入っていった。──それから数分後。コンビニから出てきた雪縫は、いつもの、胸の膨らみが皆かい無むな彼女に戻っていた。

　照れくさそうに胸元を隠かくしつつ、少しだけ口を尖とがらせながら、雪縫はこう告げた。

「べ、別に、くーさんが貧乳の私を好きって言うから、貧乳に戻った訳じゃないからね！」

「す、すごい、新しいタイプのツンデレ台詞せりふだ……！」

『貧乳に戻る』っていうワードが意味不明だとか、野や暮ぼなツッコミはするべきではない。いまはただ、ニューツンデレヒロインがここに爆ばく誕たんしたことを素す直なおに称しよう賛さんすべきだった。……いやほんと、雪縫と一いつ緒しよにいると、マジで貧乳好きになりそうで怖こわいわ。

「そんな訳で。おはよう、くーさん」

「どんな訳だ……おはよう、雪縫」

　仕切り直すように、再び朝の挨あい拶さつを交かわす俺達。記き憶おく喪そう失しつになってから初めて学校に行った時も、二人でこうして登校したな──なんてことを考えていたら、隣にいる雪縫がふいに、俺の右手の甲こうにとんとん、と自身の左手の甲をぶつけてきた。……意味深な行こう為いにドキリとしていると、彼女は不思議そうな顔を俺に向けて、尋ねてくる。

「手、繋つなぎたい？」

「いや、なんで俺が手を繋ぎたい感じになってるんだ……手の甲を当ててきたのはそっちだろ？」

「いや、私は当ててない。むしろ、くーさんから当ててきた。だから、大胆だなこいつって思った。そんなに私と手を繋ぎたいの？　可愛かわいいやつめ、って思った」

「なんでそんな上から目線なんだよ。……というか、堂々と嘘をつくことで、嘘をついてない風にするのやめてくれません？」

「ちっ……」

　舌打ちをして、手を繋ぐのを諦あきらめる雪縫。ことあるごとに手を繋ごうとしてくる彼女だけど、未いまだバリエーションがあるのが驚きだった。

　そうして、通学路を行く俺と雪縫。何でもない会話を繋いでいるうちに、学校が見えてきた。……え、もう学校？　早くない？　楽しい時間は早く過ぎるってあれ、本当のこと過ぎない？　俺はそう思いつつ、雪縫と校門をくぐる。すると、彼女は何な故ぜか耳まで赤らんだ顔を俯うつむけて「言え。もう慣れろ。言え」と呟つぶやいていた。なので、俺が「雪縫？」と尋ねると、彼女は──ばっ、といきなり顔を上げたのち、慌あわてた様子で口を開いた。

「あ、あの、くーさん……こ、今度のく、クリ、クリス──」

「クリス？」

　そうして彼女は、口を数度ぱくぱくさせたのち、言い放った。

「ク〇ストファー・ノーランって『ダークナイト』とかよりも、本当は『インセプション』みたいな小難しいアクション映画を撮とるのが得意な監かん督とくだと思うんだけど、どう？」

「何故いきなりうるさい映画オタクみたいな話を!?」

　女子高生の口から出ると思わなかった人物名に、俺は驚きつつツッコむ。すると、雪縫はどん、どん、と悔くやしげに自分の太ももを拳こぶしで殴なぐりつけ始めた──じ、自傷行為やめなさい!?　もう二回目だから、なんでそんなことになってるのか大体はわかるけど！

　そうして、自身の太ももを殴ることで少し落ち着いた雪縫は、すぅー、はぁー、と深呼吸をする。それから、俺の目を見て──やっぱり恥ずかしくなって目を逸らしたのち、彼女は頬を赤らめたまま、口を開いた。

「く、クリ、クリス……クリスマスイブに、くく、くーさんと一緒に、過ごしたい……」

「…………」

「だ、駄だ目め……？」

　俺が微び妙みような顔をしているのに気づき、不安げな瞳ひとみで俺を見つめる雪縫。もちろん、嬉うれしい気持ちも大きかったが……正直な話、困ったというのが俺の心情だった。

　まず、先に言ってしまうと──俺は色町紙し織おりのことが好きだ。

　だからこそ、友人としては好きだけど、異性として好きな訳ではない雪縫と、そういう日を一緒に過ごすことで、彼女に変な期待を持たせたくないと思った。期待をさせるだけさせて、でも色町が好きでした、なんてなったら、彼女が傷つくのは明白だしな……。

　それに、もっとわかりやすく、駄目な理由もある──なので俺は、当然気は乗らないけど、そのことを雪縫に伝えた。

「悪い雪縫。その日は俺、予定があって……」

「…………」

　すっ、と。雪縫の目が細められた。口も不満げに引き結ばれる。……わかりやすく怒おこっていた。それはたぶん、俺に対してだけではない。俺に予定があるということは、先に俺の予定を埋うめた誰だれかがいる訳で──その誰かに対しても、雪縫は怒っているようだった。

　ふてくされたような表情を浮うかべ、雪縫は告げる。それは、強い語調だった。

「呼べ」

「……ええと、呼べ、とは……？」

「色町を呼べ」

「…………」

「お昼休み。ご飯を食べ終わったら、中庭で待ってる。──あのブスを呼べ」

「ぶ、ブスという言葉は、ちょっと酷いのでは……？」

「うるさい。くーさんは言われたことだけやれ。余計なことはするな」

「……わ、わかった。昼休みに中庭に行けばいいんだな？」

「返事はサーだ！」

「サー、イエッサー！」

　ちなみに、サーは目上の男性に対する敬けい称しようだから、雪縫に対して使うのは間違ってるんだけど、そんな細かいことは言えない感じだった……さっきまではあんなに楽しかったのに、どうしてこうなってしまったのか。俺はそう悲しみに暮れつつ、下げ駄た箱ばこに辿たどり着く。

　何も起きないで、とは言いません。どうか今日のお昼休みが、そんなに大ごとになりませんように──それだけを神様に願いつつ、俺は靴くつを上うわ履ばきに履き替かえるのだった。




　　　　◆◆◆




「それで？　正妻の私に、話って何かしら」

「せ、正妻？　ふざけるな。あなたはくーさんと昔から仲が良いから、それで相手にしてもらってるだけ。今となっては、私の方が正妻」

「知っている雪縫さん？　くーたんって、巨きよ乳にゆうの女が好きなのよ？　あなたみたいな貧乳ではなく、私のような巨乳の女がね」

「くっ、こいつ……胸に脂し肪ぼうの塊かたまりがあるだけで、イニシアチブを取りやがって……！」

「ところであなた、大豆イソフラボンは摂とっているかしら。イソフラボンは、バストアップにとても効果的な栄養素なのだけれど……ふふっ。雪縫さんのその貧相な胸を見る限り、どうやらあまり摂ってはいないようね」

「…………」

「正妻うんぬんの話をする以前に、その程度のおっぱいで私のくーたんと仲良くしようだなんて、ちゃんちゃらおかしいわ」

「その牛みたいな乳引きちぎってやる！」

「おい雪縫！　いつか見た光景の焼き直しやめろ！　目がマジ過ぎて怖いから！」

　そんなこんなで、お昼休み。中庭の一角にて。

　色町と連れ立って中庭に到とう着ちやくするやいなや、女子二人は口論を開始──激高した雪縫を押しとどめるように、俺はいま、彼女の左手首を握にぎっていた。「がるるるるる！」狼おおかみのように色町を威い嚇かくする雪縫。対する色町は、涼すずしげな表情で髪かみをかき上げるのみだった。

「と、とりあえず落ち着けって、雪縫……すぐ暴力に走るのはお前の悪い癖くせだぞ？」

「ううう、くーさん……だ、だってあいつ、イソフラボン摂ってないんじゃない？　って馬ば鹿かにしてきた……ちゃ、ちゃんと、摂ってるのに……」

「そ、そっか。イソフラボン、ちゃんと摂ってて偉えらいな」

「摂ってて、これなのに……！」

　そう言いながら、涙なみだ目めを俺に向けてくる雪縫。なんか俺の方が泣きそうになった。貧乳コンプレックスな雪縫は本当に、哀あわれ可愛いなあ……俺はそう思いつつ、会話を続けた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだ、雪縫……何度も言うが、おっぱいじゃないから。女の子の価値は、おっぱいだけで決まらないからな？」

「う、うん。信じてる……」

「ところでくーたん。私、今日はノーブラなのだけれど」

「────」

「おい、一いつ瞬しゆんで振ふり向くなおっぱい星人！　女の子の価値はおっぱいだけで決まらないんじゃなかったのか！」

「す、すまん、雪縫……男っていうのはこういう奴やつなんだ、すまん……」

「このスケベ！　脳内ピンク野や郎ろう！　出家しろ！」

「ふふっ。くーたんが勢い込んで振り向いてくれて、嬉しかったわ。──ただ申し訳ないのだけれど、私いま、本当にノーブラという訳ではないのよ。くーたんに振り向いて欲しくて、つい嘘うそをついてしまったわ。ごめんなさい」

「……ま、まあ？　それに関しては、俺もわかってて振り向いたというか？」

「もちろんくーたんが望むのなら、私は明日にでもノーブラのまま学校に来るけれど、どうかしら？」

「…………」

「迷うなこのスケベ！　スケベ大王！」

「ごめんな雪縫。俺はどうしようもないスケベ大王だぜ……」

「いいえ、スケベ大王な自分を恥はじる必要はないわくーたん。そもそも、男の子というのはそういうものよ。むしろ、男の子のそういう部分に理解を示さない女の方に、問題があるんじゃないかしら」

「ぐっ……こいつ、私の好感度を下げるような真ま似ねを……！」

「ちなみにくーたん。私も、一いつ般ぱん的な女子高生と比べたらなかなかスケベな方だと自負しているわ。私達、とてもお似合いね」

「あなたのそれは淫いん乱らんだから、くーさんとはお似合いじゃない！」

　雪縫は今にも噛かみつきそうな勢いで、色町にそう告げる。お前、俺の好きな子を淫乱って言うなよ……否定しきれない部分もあるだけに、余計刺ささるわ。

　ひとまず、出で会あい頭がしらの口論により場が荒あれに荒れてしまったので、ここは一度落ち着くために、俺達はみんなで自じ販はん機きに向かった。──色町は心の落ち着くココアを。雪縫は心の落ち着くココアを。俺は心の落ち着くココアを買った。そうしてそれを一口飲み、みんなで一息つく。荒すさんだ心にココアが染しみる。ココア、ありがとう。

　そうして、少しだけ場が和なごやかになったところで、俺は雪縫に視線をやる。すると彼女は改めて深呼吸をしたのち、先さき程ほどまでの喧けん嘩か腰ごしから態度を軟なん化かさせて、口を開いた。

「いい加減、本題に移る。──色町さん。私、くーさんとクリスマスイブを一緒に過ごしたい。だから、あなたは遠えん慮りよして」

「それは承しよう諾だくできかねるわね。もう既すでに私がくーたんとクリスマスイブを共に過ごす約束をしている以上、あとからあなたにそう言われたところで、そんなのは無理な相談だわ」

　冷めた表情になる色町。彼女はそのまま、雪縫に冷れい酷こくな視線を投げかけた。……わかりやすくギスギスしてる。そうなんだよな、ウチの女性陣じんって、仲があんまりよろしくないんだよな……それについては俺が原因だから、彼女達が悪い訳じゃないんだけど。

　俺がそんなことを思っていると、雪縫は努めて冷静な声で、言葉を続けた。

「じゃあ、わかった。先に色町さんがアポを取ったんだから、クリスマスイブは色町さんがくーさんと過ごすのでいい」

「意外とあっさり引き下がるのね？」

「でもその代わり、くーさんはクリスマス当日、私と過ごす。そう決まった」

「……あなたは胸だけじゃなく理解力にも乏とぼしいのかしら。くーたんと私は今年、クリスマスイブとクリスマス当日の二日間とも会う約束をしているのだから、あなたがくーたんとキリストの生誕を一いつ緒しよに祝うことはできないのだけれど？」

「おいおい、しれっと嘘をつくなよ色町……先日、俺とお前がした約束は『クリスマスイブに会おう』って内容だっただろ？　だからクリスマス当日は俺、特に予定ないぞ」

「しっ！　余計なこと言わないのくーたん！」

「やっぱり。くーさん、男友達いないし、女の知り合いも私達以外いないから、色町さんとの予定がないならクリスマス当日はどうせ暇ひまだと思ってた」

「その通りだけど、その通りなだけに酷ひどい言い草だなおい」

「そんな訳で、くーさんと私はクリスマスに会うことに決まった。ふふっ、楽しみ」

　そう言って嬉しそうに笑う雪縫。割と酷いことを言われたのに、そんな顔をされたら許さない訳にはいかないだろうが……俺がそう思っていると、色町は何事かを考え込むように、顎あごに手をやる。そうして彼女はしばし沈ちん思し黙もつ考こうしたのち、静かに告げた。

「それも、承諾できかねるわね」

「……なんで。くーさんと色町さんが会う約束をしたのはクリスマスイブなんだから、その翌日──クリスマス当日に、私とくーさんが一緒に過ごすのを止める権利は、あなたにはない筈はず」

「ええ、確かにそうね。けれど、いま話を聞いていて……クリスマス当日もくーたんと過ごせたら素す敵てきだなと、そう思ったものだから。──だから申し訳ないけれど、クリスマスのくーたんも雪縫さんには渡わたせないわ」

「……聞いた？　くーさん。こいつ、こういう女。クリスマスに私とくーさんが過ごすのを見過ごせないからって、二日間くーさんを独どく占せんしようとしてる。女の底辺」

「本人を前にしても悪口が止まらねえなお前は……」

「くっ……くーたんに対する気き遣づかいをできる女になるため、クリスマスイブとクリスマスのうち、片方は残しておくべきと気を遣ったのが仇あだになったわね……何をしているのよあの時の私。くーたんに重いと思われようが、クリスマスにくーたんと余計な女を会わせないために、クリスマス当日の予定も押さえておくべきだったのに……！」

「あの、色町さん？　独り言のボリュームがデカ過ぎないですか？」

　つい本音を漏もらす色町に対し、俺はそうツッコむ。すると、色町は悔くやしげな表情から一変、すました顔で俺と雪縫に向き直ると、全く悪びれもせずにこんなことを言い出した。

「という訳で雪縫さん。確かに、私にはあなたとくーたんが一緒に過ごすのを止める権利はないけれど、それを理解した上であなたにお願いするわ──クリスマス当日も私がくーたんと二人きりで過ごしたいから、あなたは諦あきらめてください」

「この女、頭おかしい？」

「言葉を選べ雪縫。ツッコミはな、ツッコミだからこそ、言葉を選ぶ必要があるんだぞ」

「で、でも、本当にそう思った……なんで自分に権利がないって理解していて、こんなこと言える？　これがヤンデレ？」

「さあ？　ぼくにもわかんない」

　答え辛づらい質問に、アホなフリをする俺。そうして誤ご魔ま化かした俺に対して、雪縫は冷めた表情で「くーさん、色町に甘いと思う」と呟つぶやいた。そ、そうかな？　俺としては別に、そうしているつもりもないんだけど……。

　思いつつ、色町の言い分はまあ無茶苦茶なので、俺は横から口を挟はさんだ。

「色町、お前がそう言う気持ちはわかるけど、それはおかしいぞ。──繰くり返しになるが、俺とお前はイブに会う約束はしたけど、クリスマスに会う約束はしてない。だったら、雪縫と俺がクリスマスの日に一緒にいるのを、お前の感情でなしにはできない筈だ」

「……くーたんは本当に、私が暴走した時の目線が、非常にフラットよね……」

「きっと記き憶おくは失っても、お前と一緒にいた時の感覚が残ってるんだろ。──それで？　俺は色町の言い分は間ま違ちがってると思うけど、どうするんだ？」

「……絶対に私の方が、胸もくーたんに対する気持ちも小さい彼女より、クリスマス当日もくーたんと一緒に過ごしたいのだけれど……」

「話の流れでさらっと他人のコンプレックスをつついてやるなよ……」

「でも、わかったわ。それじゃあクリスマスイブには、私とくーたんが。……クリスマス当日には──マジでムカつくわ──雪縫さんとくーたんが──超ちようぴえん──一緒に過ごすということで──クソが──いいわよ」

「ところどころ、お前のキャラにない独り言が混じってた気がしたが……」

「そうだったかしら。おほほほ」

「色町はどうしてそのバレバレの笑い方で誤魔化せると思ってるのか」

　俺がそうツッコむと同時、視界の端はしで雪縫がガッツポーズをしながら「よし」と呟くのが見えた。……雪縫のそんな仕草に、小さく心を撃うち抜ぬかれる。俺と一緒にクリスマスを過ごせることが決まり、喜びを隠かくし切れない彼女のその姿は、心底愛らしかった。

　……ただ、そう手放しに喜んでもいられないと、俺は考える。──そもそも、色町とはクリスマスを一緒に過ごそうと考えていた。別に友達としてでもいい。俺の好きな彼女とそういう日を二人で過ごしたいと、俺自身そう思っていたのだ。

　だけど、雪縫とのクリスマスは……もちろん、楽しみではあるんだけど、楽しみにしていいのか、という思いもなくはない。──だって俺は、色町が好きなのだ。それなのに、雪縫とクリスマスを楽しく過ごしていいのか？　雪縫が、自分を好きだと勘かん違ちがいしたらどうする？　もし勘違いさせたら、そうじゃないと発覚した時、俺は彼女を酷く傷つけるんじゃないのか──そこまで考えて、だから俺は、改めて雪縫を見やる。すると、俺に見られた彼女は照れたようにはにかんだのち、僅わずかに顔を逸そらして、小声でこう言った。

「そういう、ことだから……く、クリスマスは、よろしく……」

「……あ、ああ。よろしくな」

　結局、断ることもできないまま、俺はそう返事をする。

　こうして俺は、クリスマスイブの日には、色町と。クリスマス当日には雪縫と、一緒に過ごすこととなったのだった──。

「クリスマスプレゼント、楽しみにしていてね、くーたん。ちなみにネタバレすると、私からくーたんにあげるプレゼントは私の処しよ女じよ膜まくよ」

「そんなバッチイもんくーさんにあげるな。このド淫乱」

「ば、ばっちい……ごほんごほん。雪縫さんには申し訳ないのだけれど、くーたんはイブの日に、また一つ大人の階段を上るわ。きっと翌日のクリスマスで、貧ひん相そうな体の女に会ったところで、欲情なんて一つもしないでしょうね」

「くーさんの童どう貞ていに指一本でも触ふれてみろ。私がただじゃおかない」

「もう黙だまってくんねえかな二人とも」

　エッチな会話の応おう酬しゆうをする二人に、俺はそうツッコむ。そうしながら、少しだけ真ま面じ目めなことを考えた──クリスマスプレゼント。まさか、さっきの色町の発言は冗じよう談だんだと思うけど、そうか……クリスマスに異性と会う以上、俺もそういうのを用意するべきなのか。

　思いつつ、俺は色町の方を見やる。すると、俺に見られていることに気づいた彼女がにっこりと笑って「なにかしら、くーたん？」と、俺を見返してきた。……俺が色町に対して抱いだいている気持ちは、彼女にバレるべきではないと思う。俺の思いを知ったらまた、色町はヤンデレてしまうかもしれないから、それは隠すべきだと思うけど……でも、友人として彼女にクリスマスプレゼントを用意するくらいのことは、してもいいよな？

　俺はそんなことを考えつつ、誤魔化すように「いや、別に？」という返事を色町にしたのち、笑え顔がおの彼女から視線を逸らした。そしたら──。

「…………」

　何な故ぜか不ふ機き嫌げんそうな顔で俺を睨にらみつける雪縫と、目が合ってしまうのだった。……あ、あの、雪縫さん？　なんでそんな目で俺を見てるんですか？　お腹なかでも痛いのかな？




　　　　◆◆◆




　それから日付は変わり、クリスマスイブの、午後一時過ぎ。

　身も凍こおるような寒空の下、とある駅の前で一人、彼女を待っていたら──待ち合わせ時間になると同時、外出用の私服に身を包んだ色町がこちらにやってきた。俺の前に姿を現した彼女は、嬉うれしそうにっこり笑顔を浮うかべると、開口一番こう言った。

「こんにちは、くーたん。元々は恋こいに恋し過ぎる重い女だったけれど、いまは良い具合にヤンデレ感が無くなって、より魅み力りよく的になったあなたの紙織よ。──こんにちは」

「こ、こんにちは……」

「それでは、私に対するクリスマスプレゼントとして、この『ゼ〇シィ』の付録としてついてきたピンクの婚こん姻いん届とどけに、あなたの判をもらえるかしら」

「未いまだに重い女じゃねえか！」

　そんな通常通りの会話をしたのち、彼女はふふっ、と子供っぽく笑うと、ピンクの婚姻届をバッグにしまう。それから「それじゃあ、行きましょうか」と俺を促うながした。

　そうして、俺達はクリスマスイブの日に二人、肩かたを並べながら街中を歩き始めた。

「でも実際、どうかしら？　一応くーたんに、私でも変われると言ってもらって以降は、昔ほど重い女のつもりはないのだけれど……くーたんから見た私は、以前とは変わったように感じられる？」

「……発言に関しては、正直、あんまり変わってない気がするけど……でも、確かに前よりかは、重たくなくなってる気がしないでもない気がするな」

「日本語の特性をふんだんに利用した、曖あい昧まいな言い方ね……」

「そこは明言できなくてごめんだけど……ただ俺、お前のそういう部分に関しては、もうそんなに心配してないんだよな」

「え……そ、そうなの？」

　驚おどろいたような顔をして、色町は俺を見やる。それに対して俺は「うん」と一つ頷うなずいた。どうやら彼女には意外に思われてるみたいだけど、それは俺の偽いつわらざる本心だった。

「色々と色町のことを思い出して、ぼんやりとでも過去を取り戻もどしたいまの俺だから、言えるんだけどさ……色町って実は、いまがめちゃくちゃバランス取れてると思うんだよな。最初のクーデレ期があって、それからガチヤンデレ期があって──そのあとにまあ、色々とあって？　それでいまお前は、ヤンデレな自分を自覚して、変わってる最中だろ？　だからこれから色町は、良い方向に進んでくだけだと思ってるんだけど……」

「くーたん……」

　俺が最近思っていたことを彼女に告げると、色町は目をハートにさせながら俺を見てきた。……うん。ちょっとだけ、俺のことを好き過ぎるきらいはあると思うけどな？　俺がそれについて釘くぎを刺さすか刺すまいか悩なやんでいると、色町は微び笑しようを湛たたえつつ、続けた。

「くーたんは本当に、私のことをよく見てくれているのね……心から嬉しいわ」

「い、いや、そんな……」

「これからもくーたんの期待に応こたえられるよう、頑がん張ばるわね。──具体的には、盗とう撮さつや盗とう聴ちよう、くーたんが使用したストローの回収などは今後も自重するよう、頑張るわ」

「そんぐらいのことは、頑張らなくても自重して欲しいけどな……！」

　俺はそうツッコみつつ、色町の先の発言を受け、ちょっと反省する──「くーたんは本当に、私のことをよく見てくれているのね」……ああ、確かに俺は最近、色町をよく見すぎかもしれない。彼女のことを好きだと自覚してしまったせいで、普ふ段だんから色町の言動を意識せずにはいられないのだ。

　本当、恋って厄やつ介かいだよな……現に俺はいま、色町とこうしてデートできるのを楽しみにし過ぎたあまり、超寝ね不ぶ足そくだし。ゆうべは何匹びき羊を数えたことか。やっぱり色町を好きだと認にん識しきしてからの俺は、彼女に対してどこかフラットじゃいられないらしかった。

　ちなみに、そんな眠ねむれぬ夜に俺が考えていたのは、今日の予定についてで──デートプランに関しては色町に一任しているから、俺としては『もしもの時』、彼女に提案できる場所を少し調べてあるだけなんだけど……これから渡わたすプレゼントに関しては、かなり気合を入れて選んだつもりだった。

　右ポケットの中に手を入れる。小さな箱に触れ、そのふちをそっと指先でなぞった。

　きっと、それが大したものでなくても、彼女は喜んでくれると思う。彼女の気に入らないものでも、俺からプレゼントを渡された事実に、色町は喜んでくれるに違いないから。

　でも、だからこそ俺は、このプレゼントを買うのに馬ば鹿かみたいに時間をかけた。具体的には、ネットで情報を集めまくった。──今日この日にプレゼントを渡せば、何でも喜んでしまう彼女だから。ちゃんと、彼女が喜びきれるものを選びたかったのだ。

　そうして二人で歩いていると、ふいに周囲の空気が変わったことに気づく。なので慌あわてて辺りを見やれば、そこにはいかがわしいホテルが立ち並んでいた。どうやらここはラブホ街らしいけど……あ、あれ？　なんで俺達はいま、こんなとこを歩いてるんだ？

　疑問に感じた俺は、俺の隣となりを上じよう機き嫌げんな様子で歩く色町に、早さつ速そく尋たずねた。

「な、なあ、色町？　俺達ってこれから、どこに行く予定なんだ？」

「え？　それはもちろん、くーたんの大好きな、ケーキバイキングのお店よ？　今日はクリスマスイブということで、クリスマス限定のケーキなんかも並んでいるらしいから、楽しみにしていてね」

「ああ、そうだよな？　事前に聞いてた話では、確かそういう予定だったけど……じゃあなんで俺達はいま、ラブホ街を歩いてるんだ？」

「え、ラブホ街……？」

　俺の言葉を受け、色町はきょろきょろとあたりを見回す。それから、はっ、とわざとらしく今気づいたような顔をしたのち、彼女は言った。

「あら、気づかなかったわ。どうやら私達はいつの間にか、ラブホ街に来てしまっていたみたいね。──でも安心してくーたん。私は別に、本当の目的地はラブホテルでした、とかそういうことを言い出すつもりはないから。向かっているのはもちろん、ケーキバイキングの店よ。ここを通ったら目的地に近いから、つい通ってしまっているけれど」

「そ、そうか……それなら……」

　まあ普通の女の子の感覚だったら、たとえ近道になるとしても、ラブホ街を突つっ切ろうとは考えないと思うけどな！　俺はそう思いつつ、色町と二人、ラブホ街を抜けるためにてくてく歩いていく。今日はクリスマスイブということで、前から後ろからいちゃつくカップルが通り過ぎていった。……なんつーかこれ、雰ふん囲い気きがエロくない？

　俺がそんなことを思っていると、俺の耳元に唇くちびるを近づけて、彼女はこう囁ささやいた。

「くーたんが休きゆう憩けいしたくなったら、いつでも大だい歓かん迎げいよ」

「お、お前はほんと、スケベが過ぎるだろ……！」

「ふふっ。褒ほめてくれて嬉しいわ」

「いや褒めてないから。たぶん褒められてないってわかってるくせにそう言ってるんだろうけど、褒めてないから」

「くーたんが嫌いやがると思ったから、私は決して今日の目的地を、ラブホテルにはしなかったわ。けれどね、くーたん──いま、あなたが少しでも望めば、私はほいほいついていくわよ」

「策士か！　ラブホを目的地にはしないけど、その代わりにラブホ街を通り道にして誘さそうって、スケベな策士かお前は！」

「エロ孔こう明めいと呼んでくれるかしら」

「呼ばれたとして嬉しいあだ名かそれ？」

「ただ、一つだけこの策略に瑕か疵しがあるとすれば……クリスマスイブに処女を散らす、というのが、女としてはいかにもベタで恥はずかしいという点ね……」

「色町は絶対、恥ずかしがるポイントを間ま違ちがえてると思う」

　それに関しては本当に恥ずかしいと思っているようで、色町は照れたように頬ほおを朱しゆに染めると、手をうちわのように使って自身の顔を扇あおいだ。普段の大だい胆たんな発言では別に恥ずかしがるそぶりも見せないのに、そこで恥ずかしがるあたり、色町も大たい概がいズレてるな……。

　思いつつ、俺は色町にちゃんと告げる。──彼女を大切に思っているからこそ、彼女のアプローチに安易には乗ったりしないことを、俺は明白にした。

「なあ色町。今日は俺、お前とエロいことはしないから」

「…………」

　ギャグとかじゃなく、普通に悲しそうな顔をする色町。……そんな可愛かわいい顔すんなよ。抱だきしめたくなるだろ。俺がそう思っていると、色町は悲しげな表情のまま、続けた。

「べろちゅーはエロいことに入りますか？」

「バナナはおやつに入りますか、みたいな聞き方するなよ……入るよ」

「じゃ、じゃあ、乳ち首くびを触さわられるのはどうかしら？　生でいくのはさすがに淫みだらだけれど、くーたんが服の上から私の乳首を触るのだったら、エロくないわよね？」

「お前、保健体育の授業を寝て過ごしたんか……エロいよ。ダメだよ」

「じゃあ、フレンチキスは!?　フレンチキスはしてくれるわよね!?」

「それはエロくないけど──」

「やったー！　くーたんとフレンチキスできるのね！　もう明日死んでも良いわ！」

「いや、話を聞け色町！　……それはエロくないけど、そもそもキスなんて、恋人同士がすることだから。エロいことはしないけど、でもだからってエロくないことなら全部するとか、そういう話じゃないからな？」

「…………」

　俺の冷静な反応に、不満げな表情をする色町。「いまのは結構、上手く誘ゆう導どうできたと思ったのだけれど……」と、そんなことを呟つぶやいていた。……え、誘導？　ってことは、今の会話──俺から『フレンチキスはしていい』って言げん質ちを取るためにやった流れだったのか!?　俺としては何気ない会話の一つだと思っていたので、割とびっくりだった。……色町さん、マジでエロ孔明じゃないですか。

　俺がそんなことを思っていると、色町は上うわ目め遣づかいで俺を見つめてきた。──どきり、と心臓がわかりやすく高鳴る。綺き麗れいな赤色をした彼女の瞳ひとみから、目が離はなせなかった。

　そうして、色町の瞳にからめとられていると、彼女は小さな声こわ音ねでこう言った。

「手を繋つなぐくらいのことなら、可能かしら」

「…………」

　すっげー真しん剣けんに悩む俺。今の俺と色町の関係性を考こう慮りよするなら、するべきじゃないような気もする。だけど、異性の友人同士、手ぐらいは握にぎるか？　……いや、握らないな。でも花か蓮れんとは昔、高い頻ひん度どで握ってたみたいだし。それに、雪縫とも経験済みだし──。

　そうして、俺はしばし悩んだ末……結局は、自分本位な決断をしてしまうのだった。

「て、手、ぐらいなら……」

「やった！　とても嬉うれしいわ。ありがとう、くーたん」

　俺の許可が出ると同時、俺の左手をぎゅっと、色町の右手が握ってきた。温かくて柔やわらかい、彼女の手。心しん拍ぱく数すうがぐんと上じよう昇しようするのがわかる。──馴な染じみのない多幸感が俺を包んだ。それは、手を握られているだけなのに。手と手が触ふれ合っているだけなのに、全身を巡めぐる心地のいい感覚で。だから俺は隣にいる彼女の方を、まともに見れなくなった。

　俺は確かに色町紙織が好きだと、胸の奥で心臓が騒さわぎ立てる。……そんなことはとっくにわかっているから、少しだけ静かにしてて欲しかった。

　そうして、俺はゆっくりと、握られた左手に力を込こめる。小さくてか細いその指を、そっと、できるだけ優やさしく握り返した。

「ふふっ、幸せ……こうしてまた、くーたんと一いつ緒しよにいられる。それだけで本当に幸せよ。ありがとう、くーたん」

「……色町はちょっと、言葉が大げさすぎないか？」

「あら、そうかしら？　でもたぶん、大げさではないわ。くーたんからしたら少しばかり大げさに思えるのかもしれないけれど、私としてはぴったりこの大きさよ。──むしろ、言葉では足りないくらいだもの。もっと簡単に、私の想おもいの全すべてをくーたんに見せられるツールがあったらいいのだけれどね」

　色町はそう言ったのち、「あ、でも、くーたんにこの想いを全部見られてしまったら、さすがに引かれるかもしれないわね……言葉ぐらい不便な方が、私には丁度いいのかもしれないわ」と続けた。……やっぱり色町って、俺のこと好き過ぎでは？

　俺がそう考えていると、また、ぎゅっと左手を握られる感かん触しよく。それについ、横にいる彼女を見つめたら──色町は子供みたいに楽しそうな顔で笑いながら、こう言うのだった。

「それじゃあくーたん。いい加減、来た道を引き返しましょうか」

「……は？　なんで？　だってこのラブホ街を突っ切ったら、ケーキバイキングの店に出るって、そういう話じゃなかったのか？」

「いいえ、違うわくーたん。ここを真っすぐ進んでも、ケーキバイキングの店には辿たどり着かないわ。むしろ、逆方向よ」

「え……じゃあなんで俺達はいま、ラブホ街なんか歩いてるんだ？」

「ここを二人で歩いたら、くーたんがその気になってくれると思って（にっこり）」

「俺を誘うために遠回りしてたのかよ！」

　エロ孔明この野や郎ろう！　俺はそう、内心でツッコミを重ねる。それに対して色町は、楽しげに笑うのみで……でもやっぱり俺は、こうして彼女に振ふり回されている時にこそ、幸せを感じてしまうのだった。おいおい、俺もだいぶ色町にやられてないかこれ……!?




　　　　◆◆◆




　それから俺達は来た道を引き返し、ケーキバイキングの店に向かった。その途と中ちゆう、面おも白しろそうな雑貨屋があったら寄ったり、大きめのショッピングセンターに寄り道したりと、デートっぽいことも堪たん能のうしつつ──現在。俺と色町はようやく目的地に辿り着いた。

　しかし、そこにあったのは長ちよう蛇だの列。店内に入るためには結構な時間がかかりそうで、それを見た色町は「やめておきましょうか」と俺に提言してきた。

「ごめんなさいね、くーたん……世界は私とくーたんを中心に廻まわっているものだと思っていたから、まさかモブがあんなに列をなしているなんて想像していなくて……」

「ああ、いいよ色町。ただ一個言っとくと、その危険思想は今すぐ捨て去ってくれよな」

「くーたんがどうしてもと言うのなら、あの列の前の方に無理やり割り込むのも、やぶさかではないのだけれど……」

「いやいいから。クリスマスイブにツレがそんなことをしてる姿を見たくないから」

　そうしてデートプランが白紙に戻もどってしまい、「どうしましょうか」と顎あごに手をやって考える色町。……それを見た俺は、一つ緊きん張ちようから唾つばを飲みつつ、口を開いた。一応は考えていたけど、実際にする気はなかった提案を、心の奥の方から引っ張り出した。

「ええと、なんだ……それじゃあ、俺が行こうと思ってた場所に、行ってみるか？」

「くーたんが行こうと思っていた場所……？　くーたんも、私とのクリスマスイブデートに、どこに行こうか考えてくれていたの？」

「ああ、うん。一応な？」

「うそ、素す直なおに嬉しいわ……どこのラブホテルなの？」

「いい加減、ラブホテルから離れろって」

　俺はそう言いつつ、彼女を先導して歩き始める。「素敵なお風ふ呂ろがついているといいわね」とか上じよう機き嫌げんで言ってくる彼女のことを無視しながら、目的地へと向かった。……まあ恐おそらく、ケーキバイキングの店が混んでるクリスマスイブに、あそこが混んでいない訳はないと思うのだが、それでも。俺は一いち縷るの望みをかけ、彼女をそこにエスコートする。

　そうして、目的地に辿り着く俺と色町。果たして、そこは──。

「観覧車？」

「ああ。……こういうの、女の子は好きかと思って……」

「────」

　俺の発言に、目を見開いて驚おどろく色町。……その反応、なんか照れるな。どうにも頬が熱くなったのを感じて、俺はつい視線を逸そらす。すると、色町は喜色に満ちた声で続けた。

「嬉しいわくーたん。今日、私と一緒に過ごすのに、ここがいいと考えてくれたのね？」

「一応、そうだけど……でも、やっぱ混んでるな」

「並びましょう」

　微び笑しようと共に、色町は俺にそう言ってくる。回転率はこっちの方がいいだろうけど、でも正直、ケーキバイキングの店とそう変わらない行列なんだけど……俺がそう思ったことを察したらしい彼女は、柔らかな微笑ほほえみを絶やさぬまま、言葉を続けた。

「だって、くーたんが選んでくれたんだもの。どれだけ時間がかかってもいいから、受け取りたいわ」

「色町……」

「それに私達は、行列に並んでいる間に会話が続かなくなって別れるような、妥だ協きようした恋れん愛あい感情でしぶしぶ付き合っているそこら辺の軟なん弱じやくカップル達とは違うもの。お互たがいに心から愛し合っている、結けつ婚こんの約束もした素敵カップルなのだから、この程度の行列、問題にもならないわ。──さ、並びましょう」

「あの、どっからツッコんでいいのかわからないけど、ともかく──俺はお前と結婚の約束をした覚えはないんだが？」

　色町はそんな俺のツッコミを意に介かいした風もなく、嬉き々きとした表情で列に並ぶ。……それから俺達は、くだらない会話を長々とした。「くーたんは、これ以上私のカップ数が上がったら嬉しいかしら？　それとも、あまりにも大きかったら引いてしまう？　もしこれ以上大きくなって欲しいのなら、シリコンを入れるという選せん択たく肢しもあるのだけれど──」本当にどうでもいい会話だ。でもそれが途と切ぎれず、続いて、そのうち会話がなくなっても、そんな時間を居心地が悪いと感じなくなってきているあたり、俺は本当に、色町といる時間に慣れたというか、彼女の隣となりに居心地の良さを感じているらしかった。──そうして、十数分後。前にあった行列がやっとはけ、俺達は観覧車のゴンドラの中に乗り込んだ。

　ゆっくりと上昇するゴンドラ。都心の真ん中にぽつんとあるこれは、ゆっくりと夜空に上がるたび、ビルや車の光を幻げん想そう的に映し出し、見る者に小さな感動を与あたえた。……綺麗だ。そうとしか感じられないのが月並みで恥はずかしいけど、ちょっと驚くくらいに。

「……綺麗ね」

「ああ、そうだな」

「これを、くーたんが私にくれたのだと思うと、一層綺麗に思うわ」

「……恥ずいから、あんまそういうこと言うなよ……」

「ふふっ。──ありがとう、くーたん。忘れられないクリスマスイブになったわ」

　色町はそう言ってにこやかに笑む。また心臓がうるさく騒ぎ出した。……いちいち、彼女の一挙手一投足にどきりとする。こうして彼女と一緒にいるだけで、恋愛感情がめんどくさいものなのだと、否いやが応おうでも自覚せざるを得なかった。

　そうして、俺が「そりゃよかった」とぶっきらぼうな返事をしたら……色町はまた楽しそうに笑いながら、ハンドバッグから何かを取り出し、俺に手て渡わたしてきた。

「それじゃあ、私からも──はい、どうぞ。ささやかなクリスマスプレゼントよ」

「え……あ、ありがとう。これ、何だ？　どうやらＵＳＢみたいだけど……」

「私の全ぜん裸ら自じ撮どり写真のデータが山ほど入った、ＵＳＢよ」

「な、なんてもんプレゼントするんだお前は!?　──しまえ！　その色んな意味でデンジャーが止まらないＵＳＢをさっさとしまえ！」

「ふふっ、冗じよう談だんよ。──いえ、これを思いついた昨夜の私がノリノリで全裸自撮りをした際の画像データは実際に入っているから、このＵＳＢ自体が嘘うそということではないのだけれど、ちゃんとしたプレゼントは別にあるわ」

「冗談に本気過ぎるだろ……！」

　俺がそう流石さすがに呆あきれていると、色町はその危険物をバッグにしまいつつ、そこから青いマフラーを取り出した。──少しだけ、その手が震ふるえている。それに驚き、色町の顔を改めて見つめてしまうと、彼女は照れたように頬ほおを朱しゆに染めていた。そんな彼女らしくない様子に驚いていたら、色町は少し顔を背そむけながら、それを俺に手渡してくれる。

「これが、本当のクリスマスプレゼントよ……喜んでもらえると、いいのだけれど……」

「マフラー？」

「え、ええ、そう……」

　彼女の手から、青いマフラーを受け取る。それはしっかりとした生き地じの、編み込みが緻ち密みつなマフラーだった。見やれば端はしの方に『くーたん』と名前が刺し繍しゆうされている。……素人しろうと目にもわかるほど、手間も時間もかかっていた。材料だけ用意しておけばさくっとできるとか、そういうものじゃない。お店に置いてあってもおかしくない、色町の感情がこれでもかと込められた手編みのマフラーだ。うわ、これはちょっと、ほんとに──。

「彼氏彼女の関係でもないのに、手編みしたマフラーを送るのは少しばかり重いかもしれないと、そう考えもしたのだけれど──作ってきたわ」

「そこで自重をしないのが、色町の色町たる所以ゆえんだよな」

「……やっぱり、迷めい惑わくだったかしら」

　色町にしては珍めずらしく、不安げな瞳ひとみを俺に向けてきた。……それを受けて、俺は首をゆっくり左右にふる。それから、色町から貰もらったマフラーをさっそく首に巻いてみた。──暖かい。首元だけじゃなく、どこか心まで温まるようだった。

「すげー嬉うれしい。ありがとな、色町」

「……少しでもくーたんが喜んでくれたのなら、私も嬉しいわ」

　俺の言葉に、色町は照れたようにはにかむ。そんな、いつもの彼女とは雰ふん囲い気きの違ちがうしおらしい態度につい笑みを零こぼしつつ、俺は首元のそれを触さわりながら続けた。

「こんだけしっかりしたマフラー、作るのに時間がかかったんじゃないか？」

「いえ、そうでもないのよ？　トータルで六時間もかからなかったんじゃないかしら」

「ろ、六時間？　……やっぱ結構かかってるじゃんか」

「そうかしら。私としては、くーたんに最高のマフラーを作ってあげられるのなら、六時間と言わずいくらでも時間をかけて構わなかったのだけれどね。……残念ながらいまの私の技術では、その縄なわ編あみマフラーが限界だったから。──もしお金や時間を度外視してもいいのなら、カシミヤ山や羊ぎの毛を刈かりにいくところから始めたかったのだけれど……」

「素材から!?　素材の山羊の毛を刈るところから手作りする気ですか!?」

「ええ、生しよう涯がいに一度くらいは、そこまでこだわってみたいわね。そんな風にどこまでも私がハンドメイドした編み物を、くーたんにプレゼントしたいわ」

「貰う俺の方が恐きよう縮しゆくするわ……いいから。これだって、十分過ぎるくらい嬉しいから」

「……そう。くーたんがそう言ってくれるのなら、作った甲か斐いがあったわ」

　色町はそう言いながら、頬を上気させたまま、にっこりと笑った。それは彼女には似合わない、子供みたいな笑顔で……それを見た俺はだらしなくにやけてしまったのが色町にバレないように、首に巻いたマフラーを少し上げて口元を隠かくすのだった。

　そうして俺は、右ポケットの中にあるものを、引っ張り出そうとした。

　よし、ここだ。こうして色町からプレゼントを渡されたのだから、そのお返しとして俺も、彼女にプレゼントを渡す……そういう理由なら自然と、いち友人として色町にこれを渡せる筈はずだ。そう思った俺はだから、ポケットのそれを取り出そうとして、でも──。

「……？　どうしたの、くーたん？　私のことをじっと見て……もしかして、こんなにも良い雰囲気だから、勢いに任せてキスしたくなってくれたのかしら？　だとしたら、私の唇くちびるはここよ。しっかり狙ねらってね」

「お、お前はほんと……たまには色町っぽくないことを言えないのか……？」

　楽しげにいつもの会話を繰くり広げてくる色町に、何とかそれだけ返した。

　そうしながら、ポケットの中にある小さな箱を、右手で優やさしく握にぎり込む。どこか不思議そうに小首を傾かしげる色町を見つめ続けたまま、俺は内心で葛かつ藤とうしていた。

　渡したい気持ちは大いにある。渡したい。渡して、色町の喜ぶ顔が見たい。そう思いはするけど、今いま更さらながら気づいてしまったのだ──それは、俺のエゴでしかないことに。

　いまなら、いち友人のプレゼントとしてこれを彼女に渡せると思った……ただ、そうして渡すには少しばかり、俺の気持ちをこれに込こめ過ぎたのだ。だから、色町はこれを受け取った時、俺の好意に気づいてしまうかもしれない。そして、そうなったら──。

「ほら見てくーたん。結構ぷるぷるだとは思わないかしら」

「やめろ色町。自分の唇を指ではじいて、蠱こ惑わく的なアピールをするのをやめろって……」

　からかうように自らの唇に触ふれる色町に、俺はそうツッコむ。……それから、俺はふっと破顔した。無む邪じや気きな彼女を見て、もやもやとした自分勝手な思考がほどける。確かに、時間をかけて選んだプレゼントだった。それでも、彼女のためを思うなら──そう考えると同時、結論は簡単に出せた。だから、俺は……そっと、ポケットから手を引き抜ぬいた。

　そこに、俺が用意していた色町へのプレゼントは、握られていなかった。

「ごめん色町。こんないいものを貰っといてなんだけどさ……俺、お前へのクリスマスプレゼントを用意してないんだ」

「ふふっ。そんな顔をする必要はないわ、くーたん。──見返りが欲ほしくてしたプレゼントではないもの。くーたんに喜んでもらえたこと、それが何よりのプレゼントよ」

　本当に気にしていないように、色町はそう言って笑顔を見せてくれる。でもそれが『本当に気にしていない』のかは、俺にはわからない。──彼女は、嘘が上手うまいから。きっと色町が本気で嘘をついたら、俺には見破れないに違いなかった。

　そうして、しばし二人でゴンドラの外の景色を見る。気まずい沈ちん黙もくではなく、許せる沈黙が少しばかり続いたのち……ぽつり、と。色町は優しい声こわ音ねで口にした。

「ねえ、くーたん……少しばかり、面おも白しろくない話をしていいかしら？」

「面白くない話って？」

「……花はな屋や敷しき花蓮のことよ」

　その名前に驚おどろき、俺は色町の方を見やる。それに対し、色町は苦く笑しよう交じりの笑顔で応こたえた。どうしていま、そんな話を……そう思う俺を見つめながら、彼女は静かに続けた。

「本当はもっと早く、くーたんにこの話をするべきだったんでしょうけれどね……だって最近のあなたは、たまに……本当に、暗い表情をしていたもの」

「……何も、今日じゃなくたっていいんじゃないか？」

「むしろ、こういう日じゃないと話せないと思ったのよ。ごめんなさいね」

　色町はそう謝ったのち、少し息を整える。それから、軽い声音で告げた。

　それは、明日の天気を友人に尋たずねるような軽かろやかさで、言葉として紡つむがれた。

「花屋敷さんのこと、くーたんは許してあげていいわ」

「え……？」

「もちろんそれは、くーたんが許してあげるのは構わない、というだけで──くーたんを殺そうとした彼女のことを、私は一生許す気はないけれどね。でも、私の許す、許さないとは関係なく、くーたんはそうしてもいいわ」

　その発言の意外さに、つい目をしばたたかせる俺。すると彼女は、どこかバツが悪そうな表情を浮うかべた。内心では納なつ得とくしていないのが丸わかりの顔のまま、色町は続ける。

「くーたんは、花屋敷さんとまた、仲良くしたいんでしょう？」

「そ、それは……」

「最近のあなたを見ていればわかるわ。私だって、花屋敷さんよりは短いと言っても、もう一年半以上の付き合いだもの。──くーたんは、花屋敷さんを許したくてたまらない。それでも、彼女を許さなかったのは、私のことがあったからでしょう？」

「…………」

　そうか、色町はわかっていたのか。あの日、俺がした決断の真意を。

　でも、そうだ。その通りだ。俺は花蓮に対して、そういう感情だった。口では色々言っていたけど、結局のところ、俺は──。

　花蓮のしたことを、許してしまっていた。

　だというのに、あの夜。俺が彼女と無関係になる道を選んだのは、色町のため……というか、色町を傷つけた花蓮を、許せなかったからだ。

　許さないんじゃない。許せなかった。……俺だけの問題だったらいい。俺が殺されかけて、その犯人が花蓮で、でも俺は彼女を許した──そんな単純な話だったら、無関係になる必要はなかった。だけど花蓮は……俺の好きな子のことも、殺そうとした。

　だから俺はこれまで、花蓮のことを許せなかったけど──。

「ほ、本当にいいのか、色町？　だってあいつ、お前を殺そうとしたんだぞ？」

「ええ、そうね。それもそうだし、けれど何より……あの女は、私のくーたんを殺そうとした。だからこそ私は、殺したいほどあの女が憎にくいわ」

「だ、だったら──」

「けれどね、くーたん。……私は、いつも一いつ緒しよにお昼を食べているあなたが、たまに物思いにふけって苦しげな表情を浮かべているのが、我が慢まんならないのよ」

　静かに。けれど確かな熱量を持って、色町はそう言った。──決意の宿った、赤い瞳に射い貫ぬかれる。そこにある感情は、俺には推おし量はかれない。ただ一つわかるのは、色町はとてつもなく大きな覚かく悟ごを持って、その言葉を俺に投げかけているということだった。

「本当、心底大だい嫌きらいよ、あの女……くーたんの前から消えたあとでも、くーたんを苦しめるなんて。まるで亡ぼう霊れいじゃない。いまいましい」

「あの、色町さん……？　あなたって確か、ヤンデレを卒業したのでは……？」

「おほほほ。なーんちゃって」

「いや無理がある。今の発言をその程度のノリでチャラにするには、無理があるから」

　俺がそうツッコむと、色町はごほん、と一つ咳せきばらいをしたのち、真ま面じ目めに続けた。

「つまるところ、まとめると……私はあの女が今でも大嫌いで、本当はマジで嫌いやなのだけれど、くーたんのためを思うからこそ──これから、またくーたんが花屋敷さんと再び仲良くするのを、私は咎とがめない、ということよ」

「本当に？　それって、かなり寛かん大だいというか……以前の色町だったら絶対に言わないようなことだと思うんだけど……」

「ええ、そうね。けれどね、くーたん──あなたが、変われると信じてくれたから。私は、以前の自分とは少しだけ変わった証しよう拠ことして、こう言うの。……できることなら、あまり仲良くはしないで欲しいけれど──くーたんが、そうしたいのなら。あなたが花屋敷さんとまた仲良くなっても、私はもうヤンデレたりしないわ」

「……お前、本当に変わったんだな……」

　たぶん言動っていう部分では、未いまだ大きく変わった訳ではないと思う。ただ、それでも……その心根は。自身の中にある独どく占せん欲よくを押しのけて、こういうことが言えるようになったという部分では、彼女は確かに変わったのだと思った。……本当に、魅み力りよく的な女の子だ。自分が間違っていると自覚した彼女は、変わろうと決意し、ここまで変わった──。

　きっと、色町紙織はもう、ヤンデレという言葉でくくっていい女の子じゃなかった。

　そう俺が感動していると、ふいに──色町は自身の顔を両手で覆おおい隠してしまうと、「うわああああ！」と叫さけびだした。え、なに急に!?　超怖こわい！　驚いた俺が彼女に「ど、どうした!?」と呼びかけると、色町は泣きそうな顔を俺に向けながら言った。

「つ、遂ついに言ってしまったわ……本当は言いたくなかったけれど、今日が幸せ過ぎて、だからつい言ってしまったわ！　わ、私、本当にヤンデレないかしら……口ではなんとでも言えるのよ！　私はもう変わったから、花屋敷さんとくーたんが仲良くしても平気よ、なんてことは……でも実際、花屋敷さんとくーたんが手を繋つないでいるところを見たら、あの女を裁たちばさみで切り刻みたくならないかしら……!?」

「な、なんで裁ちばさみで!?　……だ、大だい丈じよう夫ぶだ色町。お前がそう言ってくれるのは嬉しいけど、でも、お前の許しを貰もらったからって、そんなすぐに花蓮といちゃこらする気もないから……」

「ほ、本当？　わ、私、くーたんの童どう貞ていがあの女に奪うばわれるのだけは、絶対に許せないのだけれど……あなたの童貞、私のために残しておいてくれる？」

「あ、ああ……お、俺の童貞、残しとくから……」

　何を言ってんだ俺、とかここで冷静になってはいけない。今はとりあえず、色町を慰なぐさめるのが最優先だ。そう納得するしかなかった。

　そうして、俺がイタいことを言ったのち、色町は笑えむ。それは、どこか稚ち気きの残る微び笑しようで、彼女の顔の造形には合っておらず、だから……俺が好きな、色町の笑顔だった。

「昔ほどヤンデレではないとはいえ、私、未だにかなりめんどくさい女だと思うから……あんまり、他の女の子と仲良くしないでね？」

「……あ、ああ、わかった。善処する」

「ありがとう、くーたん。死ぬほど大好──ごほんごほん。それなりに好きよ」

「あ、ああ、うん。こちらこそ、ありがとうな……」

　やっぱり色町は、根本の部分では、まだヤンデレかもしれない。

　つい内心でそんなことを思いつつ、それでも──彼女の微笑にあてられた俺は、できるだけ彼女を不安にさせる行動はしまいと、固く心に誓ちかうのだった。……不安にさせればさせるだけ、あとが怖いしね！




　　　　◆◆◆




　それから時間は経過して、翌日。クリスマス当日の、午後一時過ぎ。

　ぴんぽーん、というチャイムの音を聞いた俺が家の玄げん関かんを開けると、そこには──キュートでガーリーな装よそおいをした雪縫が、ほのかに赤らんだ顔を俯うつむけて立っていた。

「め、メリー、クリスマス……」

「……お、おう。こんにちは」

「なんで私はメリークリスマスって言ったのに、くーさんは言わない？　あなたが返事しないと、私だけ浮かれてるみたい。ふざけるな」

「わ、悪い、雪縫……そう返事するのが、ちょっと恥はずかしくてな？」

「私だって恥ずかしいのに言った。空気読めこの野や郎ろう」

　出会って五秒で喧けん嘩か腰ごしになる雪縫。まあ、いまのは俺が悪いもんな……そう反省した俺はだから「メリークリスマス、雪縫」と言い直した。すると彼女は「め、メリークリスマスとか、恥ずかしいからわざわざ言わなくていい」と照れながら呟つぶやいた。どないやねん。

　ちなみに、色町と遊びに出かけた昨日とは違ちがい、雪縫とは今日、我が家でダラダラするだけの予定だった。これは彼女たっての希望で、雪縫はどこかに出かけるよりも、ただ俺の家に遊びに来たかったらしい。クリスマスは父親が仕事で出で払はらってしまうので、家に二人っきりになっちゃうけどそれでもいいか？　と彼女に尋たずねたら──「い、いい。それでもいい。むしろありがとう！」とのことだった。あの、可愛かわいい本音出ちゃってません？

　そんな訳で、「お、お邪じや魔まします……」と言いながら我が家に上がった雪縫を、自室へと案内する。扉とびらを開け、俺の部屋に足を踏ふみ入れた彼女は、ほう、と息を漏もらした。

「意外と綺き麗れい……男の子の部屋ってもっと、ぐちゃぐちゃだと思ってた。女にだらしないくーさんなんか、特に」

「お、女にだらしない……雪縫お前、俺のことそんな風に思ってたのか？」

「でも、そっか。──くーさんって、無意識ジゴロだから。無意識のうちに女にモテるためのポイントを外さない、そのせいで厄やつ介かいな女にばっかやたら好かれるくーさんが、部屋を汚きたなくしてるわけない」

「…………」

「ご、ごめん、くーさん。余計なこと言った？　……こ、これ、ケーキ買ってきた。美味おいしいから食べて？」

「だから雪縫は毒どく舌ぜつするならするで最後までやりきってくれよ」

　雪縫からケーキが入っているらしい箱を受け取りつつ、俺はそう言った。すると、雪縫は俺にジト目を向けながら、不満げな声こわ音ねで言葉を続ける。

「くーさん。あなた、一つ勘かん違ちがいしてる。──私は毒舌じゃない。私は別に、他人を傷つけるタイプの悪口を、意識して言ってる訳じゃない。勘違いしないで」

「え、そうなのか……？　でも雪縫ってたまに、俺とか、それに色町とかに対して、酷ひどいことを──より正確には、口が悪いことを言ってる気がするけど……」

「あれはただの本心」

「なお悪いじゃねえか！」

「つまり、私は毒舌キャラじゃない。素す直なおなだけ。──素直だから、本音を我慢できない女の子。男友達のいないくーさんに、くーさんのことは好きだけど、男友達がいないのは人間としてどうなの？　って思ってるのを言っちゃうキャラ」

「俺、泣いちゃうよ？　それが雪縫の飾かざらぬ本音なのだとしたら、俺、クリスマスにガン泣きしちゃうよ？」

「ご、ごめん、くーさん……いまのは本当に、余計なことを言い過ぎた。嫌きらいにならないでくれると、嬉うれしい……」

「そして本音を我慢できないわりに、メンタルが豆とう腐ふなのめんどくさ過ぎない……？」

「でも、色町ほどじゃない。でしょ？」

「う、うーん……」

「なんで即そく答とうしてくれない」

　ぷくっと頬ほおを膨ふくらませ、怒おこったように唇くちびるを尖とがらせる雪縫。──可愛い。可愛いがしかし、彼女も彼女でなかなか難なん儀ぎな性格だった。もっと建前を上手うまく使って欲しいぜ……。

　思いつつ、俺はケーキの入った箱を少し持ち上げると、「これ、ありがとな。冷蔵庫にしまってくるわ」と雪縫に告げ、部屋を離はなれる。そうしてリビングに行った俺は、ケーキを冷蔵庫にしまったのち、取り出したコップにジュースを注いだ。

　そうしながら考えるのは、雪縫との今日これからのこと。──当然、過あやまちを犯おかす気は毛頭ない。ないけど、しかし……クリスマスという日に、あんなに可愛い女の子と、部屋に二人きり。そんなの、意識しない方がおかしかった。「平常心、平常心……」雪縫が可愛らしいからって、それにやられて変なことをしようとするなよ？　ちゃんと、彼女とは女友達として、適切な距きよ離りで接するんだぞ？　できるな、俺？　わかってるよな、俺？

　そう自分に言い聞かせつつ、俺は用意したお盆ぼんに二人分のジュースを載のせ、自室へと運んでいく。そのままドアを開け、部屋の中に入った。すると、そこには──。




「あむ、あむ……くーさん……あむ……」

　俺のマクラを愛いとおしそうに噛かんでいる、雪縫霙さんの姿があった。




「…………Ｗｏｗ……」

　衝しよう撃げき的過ぎて、言葉がそれしか出なかった。どうやら人間っていうのは、何か心底驚おどろく出来事に遭そう遇ぐうした時、まず母国語ではなく単純な英語が最初に出るらしい。俺は眼前で繰くり広げられる雪縫の恐おそろしい行いに対し、そう言うしかなかった。

　それから改めて、状じよう況きようを検分する……雪縫は俺のベッドの上に、あぐらをかいて座っていた。そして、その状態のまま俺のマクラを、まるで大好きなぬいぐるみを与あたえられた子供のように、きつく、恍こう惚こつとした表情で抱だきしめている。……それを、たまに甘噛みしていた。抱きしめて、噛んで、抱きしめて、噛んでを繰り返している。激ヤバだった。

「そ、そうか、雪縫……お前も、そうか……」

「はっ──……く、くーさん！　お帰りなさい！」

　俺が戻もどってきたことに気づいた瞬しゆん間かん、雪縫は大切そうに抱きしめていたマクラをあらぬところに放り投げ、すぐさまベッドから下りて立ち上がる。それから、「ふへへ……」と照れたような笑みを浮うかべたが、それで誤ご魔ま化かせる訳がなかった。

「……み、見た？」

「ばっちり見た。お前、俺のマクラめっちゃ噛んでたな……そういう妖よう怪かいかと思ったぞ」

「…………お、お腹なかが空すいたから、空腹を紛まぎらわせてた」

「無理しかない弁解だな！」

　俺はそう言ったのち、覚おぼ束つかない足取りでふらふらとベッドまで歩いていくと、その端はしに腰こしかけた。すると雪縫は自発的に、俺の足元で正座する。いや、そんなことはしなくていいんだけどな……？　でもなんか、しっくりくる構図だった。奉ぶ行ぎようと下げ手しゆ人にんというか。

「先生、ガッカリです。もちろん、雪縫がそうなったのには、俺が悪い部分もきっとあって──というか、たぶん俺のせいなんだろうけどな。俺のせいで、花蓮や色町がああなったんだから、そっか……雪縫がそうなるのも、俺のせいなのか……そうか……」

「く、くーさん？　大丈夫？　なんだか様子がおかしいけど……」

「いや、大丈夫だ雪縫。……むしろ、お前こそ大丈夫か？　俺のせいでヤンデレになっちゃったみたいだけど、心は平気か？」

「色んな意味で凄すごいこと言われてる」

　雪縫までヤンデレになってしまったという事実に凹へこんでいると、彼女は俺の膝ひざをぽん、ぽん、と優やさしく二回叩たたいた。それから、照れたように顔を逸そらしつつ、言葉を続ける。

「あ、安心して、くーさん……私は別に、ヤンデレになった訳じゃない」

「そうか？　その割にはいま、衝撃の行動を取られてたんだが……」

「あ、あれは……その……お、乙女おとめ心ごころの発はつ露ろ……」

「だとしたら乙女心やばくない？」

「やばくない。普ふ通つう。好きな男の子のマクラを噛みたくなるのは、普通」

「普通とはいったい……」

　哲てつ学がくへの道を一歩踏み出す俺だった。……そうして、俺が思し索さくの深しん淵えんに沈しずみそうになっていると、雪縫は立ち上がり、ベッドに──俺の隣となりに、さして距離を空けずに座った。それから、彼女は真っ赤になった顔を逸らしたまま、それでも声を絞しぼり出した。

「ご、ごめん、くーさん……いまのはちょっと、やり過ぎた……クリスマスをくーさんと一いつ緒しよに過ごせると思ったら、私も気づかないうちに、テンション上がってたんだと思う。つい、やらかした……ごめんなさい」

「いや、それはいいんだけどさ。俺がそれよりも不安に思ってるのは、色町がそうだったみたいに、俺のせいで雪縫もヤンデレ化してるんじゃないかってことなんだけど……」

「それはない。安心していい。私はあいつほどヤバい女じゃない」

「で、でもいま、俺のマクラを──」

「だ、だから、あれはただの乙女心！　色町のそれとは根本的に違う！　──あの女はくーさんを思うあまり軽犯罪くらいなら躊ちゆう躇ちよしないけど、私のは可愛いやつ。女の子が好きな男の子の部屋に入ったらやっちゃう、可愛いやつ」

「か、可愛いやつ……？　あの絵え面づら的にかなりヤバかった、あれが？」

「うん、そう。少女漫まん画がのヒロインならみんなやってるやつ」

「雪縫は少女漫画のヒロインをなんだと思ってるんだ……？」

「と、ともかく、気にしないで。あんなの、大したことじゃない。ほら、リピートアフターミー。──あんなの、大したことじゃない」

「あんなの、大したことじゃない……」

「よく言えた。さすがくーさん。将来は大成する」

　そんなやり取りをすることで、ようやく落ち着く俺と雪縫（というか、主に俺）。いやほんと、さっきの場面を目撃した瞬間は、雪縫もヤンデレ化してしまったと思ってすげー落ち込んだけど、そうか。別に好きな男のマクラを噛むのなんて、女の子なら誰だれでもやることだもんな？　あんなの全然、大したことじゃないよな！　……いや本当にそうか!?

　考え始めるとドツボにはまりそうだったので、これ以上は考えないよう、俺は幾いく度どか首を左右に振ふる。そうしている間に、雪縫は自分で思い切り投げ飛ばしてしまったマクラを回収し、再び俺の横に座った。それから「はい」と俺にマクラを手て渡わたしてくる。──がっちり歯型がついていた。何ならヨダレも付着していた。そのことに気づいた雪縫が顔を真っ赤にしながら、服の袖そでで俺のマクラをごしごし拭ぬぐう。そうして、それなりに綺麗になったのち、彼女は「えへへ……」と照れたように笑った。果たして乙女とはいったい。

　思いつつ、一応はそのマクラを所定の位置に戻す俺。なんか一気に疲つかれたが、とりあえず一段落した俺達は、先ほど俺が持ってきたジュースを二人で飲むのだった。

「ふう……一時はどうなることかと思ったけど、なんとか誤魔化せた」

「なんで雪縫はこういう時、心の声をしまっておくことができないのか」

「でも、逆に考えてくーさん。心の声をしまっておけない私こそ、誰よりも潔白。本音しか話せないから、くーさんに対して隠かくし事ごともしない。というかできない。安心、安全。だからおすすめ」

「でもそれって、美徳ばかりでもないというか……人間関係を円えん滑かつに進めるには、多少の嘘うそも必要だと思うけどな」

「じゃあ私、明日から嘘つきまくる」

「それがもう嘘だろ」

　俺がそう看破すると、ふふっ、と楽しそうに雪縫は笑った。そうして、ようやく穏おだやかな空気が戻ってきたと思っていたら、ふいに──「……ん？」と雪縫が呟つぶやいた。

　それから彼女は、先さき程ほど、雪縫が放り投げたマクラがぶつかった場所──映画のパンフレットが数冊重ねられていたところを見やる。今現在、そのパンフレットの山はマクラが衝しよう突とつしたせいで、散乱してしまっており──やばい。これはやばい。

　そして俺は、今いま更さらながら思い出す……あれは、雪縫と初めてデートをした日の、午前中。俺の家に来た色町が俺に黙だまって、『あるもの』を置いてった。それは、俺の部屋のベッドサイドに紛れていて、俺が雪縫や花蓮を部屋に連れ込んだ際に、「何これ？」となるトラップだった。後日、それを発見した俺は、発見したからといってそれを捨てることもできず、かといって色町に返すタイミングも見つけられずにいたため、エッチな本を隠いん蔽ぺいするのと同じ要領で、重ねた映画のパンフレットの間に、隠していたのだが──。

「…………」

　静かに、雪縫は立ち上がる。すたすたと目的の場所まで行くと、彼女はそれをゆっくりと、人差し指と親指の二本だけで、丁てい寧ねいに摘つまみ上げた。

　それは以前、色町が残していったパンティ。黒のスケスケパンティだった。

「セックスしてんじゃねーか！」

　雪縫は腹の底からそう叫さけぶと、手にあったパンティを思い切り床ゆかに叩きつけた──べちっ、と乾かわいた音が鳴る。いままさに、とんでもない誤解が生まれようとしていた……！

「ち、違ちがうんだ雪縫！　それは別に、昨日の俺と色町がいたした時に、彼女が残してったやつとかじゃなくてな!?」

「じゃ、じゃあ、なに!?　これはなに、くーさん!?　これが昨日、色町とくーさんがこの部屋でアンアンギシギシした結果、あのアマが忘れてったものじゃないなら、なに!?」

「……お、俺が普段穿はいてるやつ、とか……？」

「何もかもが最低の言い訳！」

　完かん璧ぺきなツッコミだった。ゆ、雪縫さんって意外と、ツッコミできるんですね？　これからは俺もボケて、雪縫にツッコんでもらおうかなー、なんつって！

「説明して」

「……は、はい」

「説明しろ」

「い、いやだからいま、はいって返事したんだけど……」

「説明しろこのド腐くされ浮うわ気きジゴロ野や郎ろう！」

「これから説明しますけど、聞き入れてもらえる気がしねえ……！」

　色町のトラップが火を噴ふくタイミング、最高過ぎるだろ！

　俺は内心でそう嘆なげきつつ、雪縫の前に正座する。奇くしくも、さっきまでの俺と雪縫の立場が逆転したような感じだった。……色町のこれについてはもうちょっと、ちゃんと処理しておくべきだったと今更ながら思うも、それは後の祭り。俺は神に祈いのるような気持ちで、あのパンティがこの部屋にある経けい緯いを、雪縫に説明し始めるのだった──。




　　　　◆◆◆




　そうして、しばらく時間が経たったのち。

　一通りの説明を俺が雪縫にし終えると、彼女は「……色町なら、やりかねない」という一言と共に、俺の部屋に女物の黒いパンティがあったことに、しぶしぶ納なつ得とくしてくれたのだった。いやあ、この時ばかりはさすがに、色町のヤンデレ具合に感謝したね……まあそもそもの話、色町があんなことをしなければ、こうはならなかったんだけどな！

　それから俺達は、何事もなかったかのように（何事もなかったかのように？）楽しく過ごした。具体的には、『スマ〇ラ』でチーム対戦とかして過ごした。あんだけのことが立て続けに起きたにも拘かかわらず、二人で楽しく遊べたあたり、スマ〇ラって神だわ……。

　そんなこんなで、もう午後六時過ぎ。そろそろ何か夕飯の用意でも、と思い始めたところで、くううぅ～～～、と。どこからか可愛かわいらしい音が聞こえてきた。

　それはどうやら、彼女の腹の虫らしく……つい微笑ほほえんでしまった俺が雪縫を見やると、彼女は俯うつむけた顔を恥はずかしげに両手で覆おおっていた。耳まで真っ赤なのがマジで可愛い。

「ええと、その……雪縫？　お前いま、お腹が──」

「何も言うな」

「…………」

　ぴしゃりと言われて、何も言えなくなる俺。そうして、俺達の間に嫌いやな沈ちん黙もくが落ちてから、しばらくして……雪縫は未いまだ赤らみの残った顔を俺に向けながら、こう言った。

「くーさん。私、お腹なか空すいた。くーさんは気づいてないと思うけど、お腹空いた」

「いや、今まさに、それに気づける出来事が起きたところなんだけど……」

「え？　私の知らないところで何かあった？」

「あんなにはっきりとお腹の音を響ひびかせておいて、あくまでもしらを切るつもりか……」

「ち、違う、くーさん！　……あ、あれは、おなら。おならが出ちゃっただけ」

「おい雪縫、誤ご魔ま化かし方はそれで合ってるのか？　個人的には、お腹が鳴ったことよりも、おならをしたことの方が恥ずかしいと思うんだけど……」

「私はそうは思わない。おならは生理現象だから仕方ない。でも、お腹が鳴るのは……なんだか『腹が減ったぞ！』って主張してるみたいで、いやしい……」

「そっか。つまり雪縫はいやしい子ってことでいいのか？」

「だからさっきのはおならだって言ってる！」

　お腹が鳴った事実を認めたくないがあまり、とんでもない発言をする雪縫。……あんまりこの話題を続けるのも可哀かわい想そうだと思った俺は、そもそもの場所に話を戻もどした。

「ええと、それで──夕飯はどうする？　どっか外にでも食べに行くか？」

「それでもいいけど……ピザ食べたい」

「お、ピザか！　いいな、じゃあピザ頼たのむか」

　今日は仕事で遅おそくなる父さんから、夕飯代として多めのお金を預かっていた俺は、早さつ速そくノートパソコンを立ち上げてピザ屋のサイトを開いた。それから「何が食べたい？」と彼女に尋たずねると、雪縫は鼻息をふんふん荒あらくしながら、こう答えた。

「量が食べたい」

「華きや奢しやな女の子の発言とは思えないなおい……」

「何枚頼む？　Ｌを五枚くらい？」

「ラグビー部の腹ペコ男子高校生か俺達は。……それ、一人何枚計算なんだ？」

「私がＬを四枚。くーさんが一枚」

「あなたはカビ〇ンか何かなんですか？　というか、俺一人でＬを一枚でも、結構キツそうなんだけど……」

「ええ？　くーさん、だらしない。リトルくらい、ぺろっといって欲しい」

「り、リトル……？　話の腰こしを折って悪いんだけど、リトルってなんだ？」

「え？　リトルでしょ？　ピザのＬ──Little（リトル）」

「な──雪縫さんってもしかして、ピザのＬをご覧になられたことがない？」

「ううん、ある。食べたこともある」

「それでその勘かん違ちがいができんの凄すごすぎだろ！」

　俺はそうツッコんだのち、いま開いているノーパソの画面を雪縫に見せた。ＬはラージのＬだということを彼女に知らせると、雪縫はショックを受けたように目を見開いた。

「あ、あの程度でラージ……？　嘘……」

「そのリアクションに、こっちの方がびっくりだよ……あれでリトルになっちゃったら、ＳやＭは何だと思ってたんだ？」

「Ｓは Small（スモール）、Ｍは Minimum（ミニマム）じゃないの？」

「いや奇き跡せき的な間違い！」

　感情の赴おもむくまま声こわ高だかにそうツッコむ俺。雪縫がとにかく大飯食ぐらいな女の子だというのを改めて認にん識しきするエピソードだった。

「どうでもいいけど、私、スター〇ックスの大きさの表記も苦手……とにかくいっぱい飲みたいのに、どれが一番大きいのかわからない……」

「ああ、それはちょっとわかるな……」

「だから私、ああいうお店に入ったら、『いっちゃん大きいやつください』って頼むことにしてる」

「欲望に忠実だなあ、雪縫は……」

　花蓮のお株かぶを奪うばいそうな、アホ可愛いエピソードだった。というか、ああいう店の一番大きいサイズって、すげーデカいと思うんだけど……こんな小さくて細い女の子が、あれを飲み切れんの凄くない？

　とりあえず、Ｌ四枚はいける！　と豪ごう語ごする雪縫のために、俺はピザのＬを四枚、自分用にＭを一枚頼んだ。……ピザって、シェアする楽しみがある食事だと思うんだけど、雪縫的には「くーさんに私のぶんを食べられたくない」ということなので、完全に自分の分は自分で食べるスタイルで、俺と雪縫は意外と早く届いたそれを食べ始めた。

　ぱくり、ぱくりと勢いよく、熱々のピザを美味おいしそうに食べ進めていく雪縫。その小さな口でどうやっているのか、彼女は尋じん常じようじゃないスピードでリトルだと豪語したピザを飲み込んでいった。今流行はやりの大食いユーチューバーになれそうな食べっぷりだ……俺、雪縫が大食いにチャレンジしてるチャンネルが開設したら、絶対に登録するわ。

　それから、雪縫はぺろっとＬ四枚を食べ終え、なんなら俺が残したＭの残りも食べ切って、「ごちそうさまでした」と言った。そうして、人心地つく俺達……すると、ふいに自身の両手を絡からませながらもじもじし始めた雪縫が、頬ほおを赤らめつつ、こう言ってきた。

「そ、それじゃあ、くーさん……わ、私が買ってきたケーキ、食べよ……？」

「ああ、そういえば買ってきてくれてたよな？　わかった、いま持ってくる」

　そうして俺は一度冷蔵庫に向かうと、雪縫が買ってきてくれたケーキを二枚の皿に出し、そこにフォークを添そえた。……なんだか、ちょっと形の悪いショートケーキだった。雪縫が俺ん家ちに持ってくるまでの間に、崩くずれてしまったんだろうか。

　思いつつ、俺は部屋に戻る。雪縫に一皿を渡わたしたあと、俺は「いただきます」と言いつつ、形の悪いケーキにフォークを差し入れた。それから一口、ぱくりと味見。

「…………」

「ど、どう？　くーさん。美味しい？　ほっぺた、落ちそう？」

「ええと、その、なんだ……雪縫に買ってきてもらっといて、あれなんだけど……結構、甘いケーキだな。むしろ、甘すぎるというか……甘みしかねえというか……」

「…………」

「いだ、痛い、痛い!?　──なんで!?　なんでそんなに激しく俺の太ももをつねるんだ雪縫!?　確かに失礼だったかもだけど、お前この店にそんなに思い入れがあるのか!?」

　あぐらをかいていた俺の太ももをつまみ、そのままねじりあげる雪縫。手軽に大ダメージを与あたえられる、コスパのいい攻こう撃げき方法だった。鈍どん感かんな男子を締しめ上げるのにオススメ！

　そうして、ひとしきり俺の太ももをつねったのち、彼女は自分の分のケーキを一口食べた。──うへえ、という顔をする。それから、明らかに沈しずんだような表情になって、雪縫はがっくりとうなだれた。そのまま、彼女は小さな声音で語り始める。

「……いま、くーさんが食べたケーキ。実はそれ、私の手作り……」

「え……そ、そうだったのか？」

「うん、そう。くーさん、甘い物が好きだから……頑がん張ばって、手作りした。これを食べたらくーさん、喜んでくれるかなって……」

「…………お、美味しいぞ、うん！　ちょっと甘みが強いけど、俺って甘いものが大好きだからさ！　俺、この味すげー好きだ！」

「気を遣つかうな、ばか」

　ふてくされたような顔でそう言う雪縫。……わかりやすくしょげていた。彼女は出で来き損そこないのケーキをフォークでつつきつつ、明らかに元気のない声で、ぽしょり、と呟つぶやいた。

「どうしてこう、上手うまくいかない……」

「雪縫……」

「くーさんが美味しいって言ってくれる。そのあとで、私の手作りだって発表。感激したくーさん、私に襲おそい掛かかる──って、そういう流れの筈はずだったのに……」

「い、意外とアグレッシブなこと考えてたんですね……？」

　俺がそうツッコんでも、雪縫はしゅんとしたまま。どうやらケーキが美味しく作れなかったという事実に、酷ひどくショックを受けているようだった。

「…………」

　たぶん、優やさしくするべきじゃないんだと思う。だって俺は、雪縫のことを異性として好きな訳じゃないんだから。こういう時には、ある程度彼女に冷たくして、雪縫を傷つけておくべきなのだと思う。──その先にある大きな傷を、彼女に負わせないために。

　そうは思うけど、でも……目の前に、落ち込んだ女の子がいたら。できるだけ元気づけてあげたいと思うのは、男として普ふ通つうの考え方じゃないだろうか？　それはきっと、ただの甘さじゃない。むしろ、この状じよう況きようで何もしないなんて、そんなのは男じゃないよな？

　そこまでぐちぐち考えて、だから、俺は──机の引き出しを開けて、昨日、色町に渡そうとしたものとは別の小箱を取り出した。……軽い気持ちで選ぶつもりだったのに、結局は色町の時と同じくらい時間をかけた末に買ったそれを、そのまま彼女へと手て渡わたす。

　それはクリスマス用のラッピングが施ほどこされた、長方形の小箱だった。

「……これ、なに……？」

「クリスマスプレゼントだ。受け取ってくれ」

「え……くーさん、用意してくれてたの？」

「ああ、うん……雪縫に気に入ってもらえるかどうかは、わからないけど……」

　色町の時と同じで、正直、渡そうかどうか迷っていた。でも、いまの雪縫のしょげっぷりを見ていたら、渡したいと思ってしまったのだ。

　そうして、俺のプレゼントを見つめ、ぱああ、と顔を華はなやがせる雪縫。彼女は「く、くーさんが、私のために……」と口の中だけで呟く。……あんまり大きな期待はしないで欲しいけど、どうやら雪縫を元気にさせるのには、ちょっとだけ役に立ったようだ。

「あ、開けてみてもいい？」

「もちろん。どうぞ」

「…………あ、髪かみ留どめ……！」

　それは青色の花を模かたどった、可愛かわいらしい髪留めだった。いつも雪縫は綺き麗れいな白色をしたミディアムの髪を、青いリボンでまとめているからな……この贈おくり物ものなら彼女も喜んでくれるんじゃないかと、そう思ったのだ。

　雪縫はそれをじーっと見つめたのち、右手で優しく握にぎり込む。そのまま、それを自身の胸むな元もとに持っていき──ぎゅ、っと。俺の贈った髪留めを、両手で抱だきしめるようにかき抱いだいた。……そ、そんなに喜ばれると、逆に戸と惑まどうけど……俺がそう思っていると、雪縫は喜色に溢あふれた微び笑しようを浮うかべつつ、俺に向かって言った。

「ありがとう、くーさん……嬉うれしい……大好き……」

「あ、う……どうい、たしまして……」

「──あ。だ、大好きって、これのこと！　こ、この髪留め、可愛い！　大好き！　だ、だから……ありがとう、くーさん……えへへ……」

　頬を真っ赤に染めた雪縫は、照れてたどたどしくなりつつもそう言った。……それを受け、俺はしばし目を閉じる。本当にやばいと思った。いま雪縫が見せてくれた微笑はマジで可愛らしくて、油断してると好きになりそうだった。本当、俺ってちょれえなあ……。

　俺がそんなことを考えていると、首を伸のばした雪縫が、引き出しの中にもう一個、プレゼントらしきものがあるのを発見する。──俺は慌あわてて机の引き出しをしまったが、時すでに遅おそし。雪縫はにやにや笑いを隠かくさぬまま、俺に尋たずねてきた。

「いまの、なに？　もしかしていまのも、私へのプレゼント？　くーさん、そんなに私のこと好きなの？　ふへへ、まいっちゃう……」

「気持ちよさそうに調子に乗ってるとこ悪いんだが、雪縫。あれは違うんだ……」

「……もしかして、花屋敷さんに渡そうとしてるもの？」

「いや、そういう訳でもない」

　当然、二人に対するプレゼントを探している時に、彼女のことが頭をよぎらなかった訳じゃない……ただ、それは我が慢まんできた。許すべきじゃない彼女にもクリスマスプレゼントを買う、という愚ぐ行こうだけは、なんとか我慢することができたのだ。

　思いつつ、俺は話を続ける。机にしまったプレゼントが誰だれのものか、彼女に告げた。

「そうじゃなくて、あれは……色町へのプレゼントでな」

「？？？　それなら、昨日のうちに渡してる筈。なんで渡してない？」

「……説明、しなきゃダメか？」

「説明してくれないのなら、これから帰ってくるくーさんのお父さんに、『息子むすこさんにレイプされかけました』って言うけど」

「いまの一いつ瞬しゆんで思いついた割に、脅おどしがエグ過ぎるだろ！」

　俺がそう言っても、雪縫はじーっと、俺をジト目で見るばかり。さすがに、根が良い子である彼女がそんなことをするとも思えないけど……俺はしぶしぶ、説明を始めた。

「一応、色町にもこうしてクリスマスプレゼントを用意してたんだけどさ……ほら、色町って、俺のことが好き過ぎるだろ？」

「うん。なんか今の言い方は、ジゴロ特有な感じで鼻についたけど……」

「そ、そこはごめん……でも、色町がヤンデレ気味なのはそうで──だから、このタイミングで彼女にプレゼントをあげたら、また恋こいに壊こわれてしまうかも、って思ってな」

　いま、色町は変わっている最中だ。ヤンデレじゃなくなろうと、努力をしてる道半ば。そんな彼女が『俺からのクリスマスプレゼント』という、俺の好意が詰つまったものを渡されたら、彼女はどう感じるだろうか──また、俺に対する好意が噴ふき出して、ヤンデレてしまうのではないか。俺はそう、不安にかられてしまったのだ。

　そのようなことをかいつまんで雪縫に話すと、彼女はふいに真しん剣けんな表情になりながら、尋ねてきた。

「……くーさんとしては、どう？　そのクリスマスプレゼントは別に、色町さんに渡さなくてもいいと思ってた？　そのくらいの気持ちで買ったもの？」

「いや、渡すか渡すまいかは、最後の最後まで迷ったんだけどな……せっかく用意したんだし、もちろん渡したかった。でも、色々と考えた結果、そうするべきじゃないと思ったんだ」

「…………そう……」

　雪縫は小さく、そう呟いた。──ぎゅ、と。もう一度、俺がプレゼントした髪留めを、胸元で抱きしめる。そこにどういう意味があるのか、きっと俺にはわからなかった。

　それから、雪縫は気を取り直したように微笑を浮かべると、明るい声こわ音ねで言った。

「それじゃあ、くーさん。私からのクリスマスプレゼント、早く食べて」

「……雪縫からのクリスマスプレゼントって、このケーキだよな……？」

「そう。早く食べきって。早急に」

「わ、わかった……──ぱくっ。も、もぐもぐ、もぐもぐ……ううう……」

「もっと美味おいしそうな顔して。じゃないと、私に失礼」

「こんなこと言うのもあれだけどさ、雪縫……もうちょっと、頑張れなかったか？」

「頑張った結果がこれ。さあ、次はくーさんが頑張る番。私に愛を見せて」

「ううっ、甘えよお……糖とう尿によう病になるよお……」

「ほら、くーさん。こっちにおかわりもある」

「いやそれは自分で食えって！」

　自身のぶんのケーキまで俺に差し出してきた雪縫に、俺はそうツッコむ。それを受けて、ふふっ、と雪縫は楽しそうに笑った。けれど──どこか。

　その笑え顔がおには少しだけ陰かげがあるような気がして、俺の心はざわついてしまうのだった。








第二章　青色のリボン、青い花のバレッタ






「すぅー、はぁー……すぅー、はぁー……」

　俺はつい、もう十数回目となる深呼吸を繰くり返す。それでも、心しん拍ぱく数すうは下がらない。頭の中ももやがかかったかのようにぼんやりしていて、思考がまとまらない。

　雪ゆき縫ぬいと一いつ緒しよに過ごしたクリスマスから、時間は大きく飛んで──三学期。

　冬休みが終わり、学校が始まってすぐの今日、俺は人づてに彼女を呼びだしていた。より詳くわしく言うなら、彼女のクラスに行き、彼女のクラスメイトに「放課後、××が屋上で待ってるから、来るように言ってくれ」と伝えた。そうして、現在……始業式と一時間だけのホームルームを終え、放課後になったいま。俺は屋上で一人、彼女を待っていた。

　…………正直な話、呼び出して彼女に何を言うのか、明確には決まっていない。

　もちろん、俺個人の望みはある。あるけど──それを叶かなえていいのかどうかは、俺が一番わかっていた。だって、それを手に入れようとした時、色いろ町まちは、加えて雪縫はどう思うのか。俺がそれをした時、彼女達をどれだけ傷つけてしまうのか──そんなことを考えたら、俺の望みなんて捨て去ってしまった方がいいに決まってると、わかってるんだ。

　だけど、それでも──それをわかった上で、俺は彼女を呼び出した。

　色町にああ言われた俺は、彼女を呼び出すことを、我慢できなかったのだ。

「はあ……」

　こうして話し合いの場を設けたことに、後こう悔かいはない。でも、冷静な目線を持つ、もう一人の自分がこう言っていた──あの夜、俺がした決意を台無しにしてもいいのか、と。

　確かに、あの夜の決断は、間ま違ちがっていなかったと思う……でもそうであるのなら、あの日の俺からしたら蛇だ足そくである、今日のこの行動はどうなんだ？　もう二度と会わないと誓ちかっていた彼女に会うことで、俺はまた間違いを犯おかすんじゃないのか、なんて──ああ、くそ。考えが上手うまくまとまらない。

　しかし、そうして俺の考えがまとまらないうちに、彼女は……屋上の扉とびらをぎいい、と開けて、俺の目の前に現れた。

「……あはっ。お久しぶりだね、くーくん」

「あ、ああ、うん……久しぶりだな、花か蓮れん」

　花はな屋や敷しき花蓮。俺を殺そうとした、何より色町を殺そうとした、張本人。

　彼女は俺を見やると、一瞬だけ泣き出しそうな顔をした。けれど、すぐさまその表情を捨て去り、楽しげな──過去の記き憶おくで俺がよく見ていた笑顔に切り替かえると、静かに告げる。それは、無む邪じや気きな喜色に溢れた……だからこそ、俺が戸惑いを覚える口調だった。

「──やっぱり、我慢できなくなっちゃったんだ？」

「え……？」

「だって、あなたはくーくんだもんね。うんうん、わかるよ？　まあ、あれがあったのが一ヵ月前くらいだから、こんなに早く許してもらえると思わなかったけど──でも、嬉しいよくーくん！　もしかしてくーくんって、今でもあたしのこと、けっこー好きなんじゃない？　なーんてね、あははっ！」

「花蓮、お前……なんで俺が今日、お前を呼び出したのか、わかってるのか？」

「え？　それはもちろん、あたしと仲直りするためでしょ？　──あの日くーくんが言ってたことを、嘘うそにするためでしょ？　……えへへっ。わかってるよ、くーくん。くーくんはそういう人。そういう人だっていうのは、わかってるんだから。……こんなあたしのことも諦あきらめられない、優やさしい人だっていうのは、あたしが一番知ってるもん」

　──むしろ、あたしだからこそ、わかるんだよ。

　花蓮はそう言って、にっこり笑う。それは、少し眩まぶしいくらいの満面の笑みだった。ただ、だからこそ、俺は静かに視線を逸そらす。──この踏ふみ出し方は、間違っていた。こうして彼女と再会した今になって、それに気づいてしまった。

　そうして、花蓮は笑みを絶やさぬまま告げる。それは醜しゆう悪あくというよりは純じゆん粋すいで、だからこそ俺の心に刺ささる、そんな笑顔だった。

「それじゃあ、くーくん。──また、幼おさな馴な染じみに戻もどろっか！」

　それは確かに、俺が望んでいたことだった。

　色町から、私は彼女を許さないけど、あなたが許すのは構わない、という言葉を貰もらった。だから俺は、花蓮と……もう昔みたいにベタベタはしないまでも、また友達くらいの関係には戻りたいと、そう思って──今日、彼女を呼びだしてしまった。

　でもいま、はっきりとわかった。

　──ダメだ。こんな花蓮を許して、もう一度幼馴染になったら、ダメだ。

　だって、彼女は何も反省していない。彼女が変わってしまったのは俺のせいだけど、そんな自身を自覚して、自分も悪かったと微み塵じんも思っていない。……それは、自覚して変わろうとした色町とは、正反対の結論だった。花蓮の有り様ようはまさにいま、頑がん張ばってヤンデレじゃなくなろうと努力している色町の決意を、平気で踏みにじる怠たい慢まんだ。

　……できることなら、許したかった。というか、俺にしたことに関しては、俺は彼女の犯した罪を許していたのに──色町の許可だって貰っていたのに、それでも。

　俺はまだ、花蓮のことを許せないと、そうわかってしまった。

　そうして俺は、『幼馴染に戻ろっか』と軽く尋たずねてきた花蓮に、こう答えた。

「いや、無理だ……俺達は幼馴染には戻れないよ、花蓮……」

「……なんで？　じゃあなんであたしのこと、ここに呼んだの？　──無関係になったんだよね？　あたしみたいな女のことなんか、どうでもいいんじゃなかったの？　そのために呼んだんじゃないなら、どうしてあたしを呼んだのさ。意味わかんないよ、くーくん」

「……俺だって、戻りたかったよ……」

「じゃあなんで戻ってくんないのさっ！」

　だんっ、と地じ団だん駄だを踏むように花蓮は屋上の床ゆかを踏みつけた。それから、強い瞳ひとみで俺を睨にらみつける。──酷ひどい。酷いよくーくん。くーくんはなんでそんな酷いことばっかできるのさ。声にはなっていない。彼女は鋭するどい視線だけで、俺をそう非難していた。

　その視線を、俺はかぶりを振ふることで振り払はらいつつ、静かに言葉を続けた。

「確かに、あの件に関しては、お前が全部悪かった訳じゃない……というか、根本の原因は俺にあったって、もちろん自覚してるよ。でもな、花蓮……いまのお前と仲直りしちゃダメなことぐらい、さすがにわかる。──頼たのむから、許されようとしてくれよ。色町のことを殺そうとしたお前だけど、それでも、俺だけは許してあげたいと……他の誰だれが許さなくても、俺だけは許してやれるって、そう思えるお前になってくれって……」

「…………」

　俺がそう言うと、花蓮はきょとん、と首を傾かしげる。それから彼女はその顔を、いつか見た無表情に変えてしまった。──感情の読めない、けれど内心では激情が煮にえたぎっている筈はずの、無表情。花蓮はそんな顔をしたまま、こう告げた。

「なんで、あたしがくーくんに許されようとしなくちゃいけないのさ？」

「……え？」

「だって、悪いのは全部くーくんじゃん。──だから、あたしは悪くない。悪くないのにどうして、くーくんに許されようとしなきゃいけないの？　それっておかしくない？　あたしが壊れたのはくーくんのせいだよね？　色町を殺そうとしちゃったのだって、くーくんのせいじゃん。なのになんであたしが、くーくんに許されようとしなきゃいけないの？　……え、なに？　もしかしてくーくん、いまあたしに、『お前は悪くないけど謝れ』って言ってるの？　それってマジ？」

「花蓮……」

「絶対やだよ、そんなの。あたしは悪くないのに、あたしからくーくんに言うことなんか、なんにもないもん。ふざけんな」

　無表情のままそう言う花蓮を見ていられなくて、俺はつい視線を逸らした。……そうか。花蓮の心は既すでに、もう跡あと形かたもなく変わってしまって──二度と、戻りはしないのか。

　諦めの感情が俺の心中にわだかまる。花蓮を許そうと思っていた気持ちはしぼみ、代わりに柔やわらかな諦てい観かんがこの身を包んだ。……色々と、甘かったのかもしれない。時間さえ経たてば、花蓮は昔の可愛かわいらしい彼女に戻ってくれると、そんなことを思っていたのかもしれない。──違った。いま目の前にいる彼女が、花蓮の本質だった。人を殺しかけ、それでも自分のせいじゃないと考える、彼女こそが──。

「……ごめんな、花蓮。用もないのに呼び出して。じゃあ俺、行くから……」

　用はあった。彼女の言った通り、花蓮と仲直りをする、という用が。

　しかしそれは、簡単に手を伸のばしていいものではないと、改めて花蓮と話をすることで、わかってしまった。……一体、どうしたら良かったのだろうか。もう無理やりにでも、こんな彼女を許してしまって、いいんだろうか──そう考えて、即そく座ざに否定する。それは、誰のためにもならない。誰も彼もを傷つける結果にしかならないから、そんなのは駄だ目めだと、ちゃんと否定することができたのだった。

　そうして俺は、屋上から立ち去ろうとする。「あ……」小さく、悲しげな声が耳じ朶だに響ひびいた。しかし、俺はそれに振り返らない。振り返らないまま、屋上の扉に手をかけたところで、縋すがるような花蓮の声が聞こえてきた。

「きょ、去年のクリスマスは、楽しかったっ!?」

「え……？」

「例年みたいに、あたしとは過ごせなかったけど、どうだった？　雪縫さん、それとも色町さんと、楽しいクリスマスを過ごせたのかな？」

「お前、急に何の──っづ」

　──後頭部を石で殴なぐられたかのような痛みが走る。電気信号が脳を駆かけ、小さな眩暈めまいが襲おそい来る。そうして頭痛を伴ともなったその先に、いつかの光景が広がっていた──。





「やっほー、くーくん！　メリクリー！」

「……はいはい、メリクリメリクリ」

「ちょっとちょっと、なんでそんなテンション低いのさくーくん！　今日は泣く子も黙だまるクリスマスだよ！　テンション上がらなきゃ嘘だよ!?」

「お前こそ、テンション上がり過ぎだろ……だいたい、その恰かつ好こうなんだよ？」

「どう？　どう？　あたしのセクシーサンタ姿、可愛い？」

「……まあまあ？　そこそこ？　お前にしては？　似合ってるんじゃないか？」

「あはっ！　顔を逸らして照れてるし、何よりその言い草！　これは、かなり似合ってると思ってる時のリアクションだね！　褒ほめてくれてありがと、くーくん！」

「意い思し疎そ通つうができすぎる幼馴染うぜえ……」

「それも照れ隠かくしだね！」

「もう黙ってくんないすか……」

　赤らんだ顔を背そむけつつ、彼はそう言った。そんな彼に追つい撃げきするように、「こんな可愛い幼馴染がいて、うらやましいなこのやろー、うりうりー」と、花蓮はちょっかいを出す。すると、彼は本気で彼女を睨みつけた。あんまやると本当に怒おこるぞ、の顔だ。

「お、おっと！　これ以上やると険悪ムード一直線なので、さすがに自重するとして……改めてメリクリ、くーくん！　クリスマスプレゼントちょーだい！」

「馬ば鹿かみたいな恰好で俺ん家ちに来て、まず言う事がそれか……」

「ちなみにだけどくーくん！　家でこの恰好に着き替がえてから、くーくん家まで歩きで来たんだけど、近所の人にめっちゃ見られたのでめちゃくちゃ恥はずかしかったです……」

「お前はクリスマスもアホ可愛いなあ……」

「アホって言うな！　でも可愛いって言ってくれて嬉うれしい！」

「ともかく、上がれよ。俺ん家の玄げん関かん先さきに痴ち女じよがいるって騒さわぎになったらやだし」

「あたしのこの恰好、そんなヤバかったの!?」
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　そんな会話をしつつ、二人は彼の部屋に移動する。それから、花蓮は手に持っていた紙かみ袋ぶくろをどさっ、と彼の部屋の床に置くと、両手を広げながら言った。

「じゃじゃーん。これがあたしからの、今年のクリスマスプレゼントだよ！」

「ありがと。なんか結構量あるけど、なんだこれ……？」

「『ジョ〇ョの奇き妙みような冒ぼう険けん』第五部の全巻セットでーす！」

「何で第五部なんだよ。いや嬉しいけど」

「古本屋で安くまとめて売ってあったので、勢い買っちゃった！」

「他人にプレゼントするっていうのに、古本を買ってくるあたり、お前らしいなあ……めちゃくちゃ日に焼けてるけど、ありがとな」

　彼はそう言いつつ、自分の机の引き出しを開ける。そして、中からラッピングされた中くらいの箱を取り出すと、彼女に手て渡わたした。すると、花蓮は不思議そうに首を傾げる。

「？？？　くーくん、なにこれ？　なんかいつもと比べて、すごく小っちゃいんだけど。今年はあたしへのプレゼントをしぶった感じなのかな？」

「しぶった感じってなんだよ……むしろ例年より気合入れたっつーの」

「そうなの？　でもあたし、今年はくーくんからどんな面おも白しろい漫まん画がを貰えるのかなーって、楽しみにしてたのに……」

「……まあ、なんというか、俺達ももう高校生だしさ。漫画を贈おくり合ってっていうのも、なんか違うと思って……」

「ふうん？　開けていい？」

「もちろん。どうぞ」

　そうして花蓮はラッピングを雑に破ると、「お前、プレゼントに対する愛情が欠けすぎだろ……」と彼に言われつつ、その箱を開けた。そこには、橙だいだい色いろを基調とした、クールな印象を受ける女性用の財さい布ふが入っていた。それを見て、花蓮は驚おどろいたような顔をする。

「え……カッコイイね、これ！　くーくんが選んでくれたの？」

「あ、ああ。……大だい丈じよう夫ぶだったか？」

「うん！　すっごくいいよこれ！　正直、漫画じゃないなら別にいらないんだけどなーって思ってたけど、嬉しい！　ちゃんと嬉しいよ、くーくん！」

「漫画じゃないなら別にいらなかったんかい……」

「あははー。でも、くーくんがお店に行って、ちゃんとあたしの好みも考えて、あたしのためにこれを選んでくれたんだと思うと、すっごく嬉しいよ！　しかもドンピシャであたしの好みだし！　ありがと、くーくん！」

「まあ、お前がよかったなら──って、抱だき着くなって、やめろ！」

「えへへー。最高のクリスマスだよ、くーくん！」

　セクシーサンタ姿の花蓮は嬉しそうな笑えみを零こぼしつつ、彼に抱き着く。それを受けて彼は、少し照れたような顔をしながらも、彼女を優やさしく受け止めた。

　それは何も特別じゃない、例年通りのクリスマス。けれど年に一度のそれは、やはり少しだけ特別で──ただの幼おさな馴な染じみである筈の彼と彼女の距きよ離りを、また僅わずかに埋うめるのだった。






「忘れないでね、くーくん。──そっちのあたしが、本物だよ」

　記き憶おくを取り戻もどした直後、後ろからそう声を投げかけられた。それを受け、俺は静かに背後を振り返る。すると、そこには……今にも泣き出しそうな顔をした、それでもなんとか微び笑しようを浮うかべる、花蓮の姿があった。

「もしかしたらくーくんは、もうあたしのこと、酷ひどい女で救う価値もないって、そう思い始めてるかもしれないけど……勘かん違ちがいしないでね？　あたしは別に、平気で人を殺すだけの、酷い女じゃないんだよ。それはきっと、あたしの全部じゃない。そうじゃなくて……くーくんにとっての大切な幼馴染が、ちょっとだけ、×っちゃっただけなんだよ」

「…………」

「残念なことに、くーくんが『こうだったら楽なのになー』って思うような、つまらない悪女じゃないの。──可愛いだけの幼馴染じゃないし、悪いだけの悪役でもない。あたしは、くーくんのことを自分の半分だと思ってて、それくらいあなたが大好きで、だけどたまに大好きだからこそ殺したくなっちゃう、そんな幼馴染。……だから、あたしは嘘うそつきなんかじゃないんだよ。だってあたしは、普ふ通つうの、恋こいする女の子なんだから」

　──今となってはもう、そう思ってもらえないかもしれないけどね。

　付け足すように花蓮は告げる。心がぐらぐらと揺ゆさぶられるのがわかった。俺の記憶を無理やり取り戻させた直後に、そう言ってくること自体がズルいじゃねえか、という思いもある。あるけど、しかし……花蓮が悪いだけの女じゃないことは、この広い世界でただ一人、俺だけがわかっていた。

「それじゃあ……ばいばい、あたしの大好きなくーくん。──またね」

「…………」

　その言葉に返す言葉を見つけられぬまま、俺は再び彼女に背を向けて、屋上を去る。

　俺はたぶん、彼女とこれからも、こうやって悩なやみながら向き合っていかなければいけないのだと、そう確信しながら──。




　　　　◆◆◆




「はああぁぁぁー……」

「どうしたの、くーたん。わかりやすく落ち込んだ様子だけれど……そういえば昨日、花屋敷さんに会いに行くと言っていたわよね？　もしかして、彼女にいじめられでもしたのかしら？」

「いや、いじめられたって言い方はあれだけどな……」

「……もしくーたんが望むのなら、彼女の実家をＣ４爆ばく弾だんで吹ふき飛ばす程度のことはするけれど？」

「しなくていいから、そんなこと……つか作れるのか？　Ｃ４爆弾」

「もちろん作ったことはないけれど、愛に不可能はないのよくーたん」

「そんな危険なことにお前の愛をフル動員するなよ……」

　そんな訳で、久々に会った花蓮と話をした、翌日。

　本日からフルで授業が始まり、だからしんどい時間を四時間終えた、お昼休み。俺はいつものように、色町と教室で昼食を摂とっていた。──そうして、彼女は話を続ける。

「さすがに、Ｃ４爆弾うんぬんは冗じよう談だんだけれど……でも、本当にムカつくわね、あの女。私のくーたんをこんなに苦しめて……ふふふ、どうしてくれようかしら……」

「あの、もうヤンデレじゃなくなった色町さん？　顔が怖こわいけど、大丈夫ですか？」

「おっと。ごめんなさいね、くーたん。少しばかり取り乱してしまったわ。つい私の黒い部分──黒町が出てしまったみたい。恥ずかしいところを見せてしまったわね」

「え？　お前がヤンデレた時のあれって『黒町』って言うの？　そんな『ブラック〇川』みたいなシステムが、お前にもあったのかよ」

「ええ、そうよ。ちなみに、ヤンデレていない時の綺き麗れいな私を『白町』、悲しみでブルーになっている時の私を『青町』、くーたんに対してドスケベな時の私を『桃もも町』と呼ぶわ」

「そっか。それじゃあ俺はこれからお前のことを、いつも桃町って呼べばいいんだな？」

「あ、あら？　もしかして今くーたんに、『お前は常にドスケベじゃねえか』的なことを言われたかしら？」

「言ってない言ってない」

「そう。くーたんがそう言うのなら、きっと言っていないのね」

「……俺が言うのもなんだけど、こんな適当な嘘を丸まる吞のみにしないでくれよ」

　マジで色町って、俺のことが好きすぎなのでは……そんなことを思いつつ、俺は彼女の作ってくれた弁当をパクつく。その美味おいしさについ顔を綻ほころばせていると、ふいに──視界の端はしに、見知った女の子の姿を見つけた。「え……」驚きから小さく声が漏もれ出る。

　次いで、彼女は教室後方のドアから中に入ってくると、すたすたと軽快な足取りでこちらに近づいてきた。──どん、と。俺と色町が弁当を置いていたのと同じ机に、自身の弁当箱が入っているらしい包みを勢いよく置きながら、彼女はこう言った。

「相席、いい？」

「……あの、雪縫さん？　見たらわかると思うけれど、いまは私とくーたん二人だけの時間よ。つまり、あなたのようなメス猫が割り込んできていい訳はないのだけれど？」

「色町さんには聞いてない。私はくーさんに聞いてる」

「……この女、蝋ろう人にん形ぎようにしてやろうかしら」

「デー〇ン閣下以外から初めて聞いたな、そのセリフ……」

「というかくーさん。私とくーさんがクラスメイトだった時にも思ってたけど……これ、よくないと思う。色町さんとくーさんが二人でいちゃつきながら教室でお昼食べてるの、はたから見たら二人の世界過ぎて引く。──きっと、くーさんに男友達ができないのって、これのせいもある。いつも外見だけはいいこいつとリア充じゆうみたいに一いつ緒しよにいるくーさんと、仲良くしたいって思う男がいないのも道理」

「おい雪縫、急にマジの説教やめろよ。マジ過ぎてすげえ刺ささったわ……」

「それに、いま私のことを『外見だけはいいこいつ』と言ったかしら？　私、ちゃんと内面も磨みがいているつもりなのだけれど？」

「あなた、性格はブス」

「雪縫さん、表に出てくれるかしら。二人でキャットファイトしましょう」

「ばっちこい」

　がたり、と勢い込んで椅い子すから立ち上がる色町。それに対して雪縫も、好戦的な笑みを浮かべており──「ま、待て。やめろ二人共！　というか座れ色町！　割と酷いことを言われてムカつくのもわかるが、ここで怒おこらないことで内面も美人だと証明するんだ！」と俺が説得すると、色町はふてくされたような顔をしつつも、席に座り直してくれた。

　それから、平然とした表情の雪縫が「それで？　私は一緒に食べていい？」と尋たずねてきたので、俺は──「駄だ目めよ」許可を出す前に色町にそう言われてしまったが、雪縫はそれをガン無視。なので俺が改めて「もちろん、いいぞ」と彼女に伝えると、雪縫は手近な椅子を引っ張り出してきて、そこに座った。……俺の隣となり。ちょっと近い位置だった。

「「…………」」

「いや色町お前、対たい抗こうするように俺の横にくるなって……つか、ちょ、なんで雪縫も俺の方に詰つめてくるんだ!?　おい……お前ら、おい……おしくらまんじゅうかこれ！」

　俺の隣に座った雪縫に対抗して、俺の隣に移動してくる色町。それに対抗して、雪縫が更さらに俺の近くに寄る。それに対抗して、更に俺の方へと詰めてくる色町。それに対抗して──を互たがいに繰くり返すことで、俺は椅子の上で二人の女の子に無理やりサンドイッチされる状態になった。あ、あたってる……色町の豊満なお胸が、あたってるから！　あ、雪縫さんの方は大丈夫です。あたってないです。

「くーさん？　いま失礼なこと考えた？」

「考えてないよ。全然考えてない。……と、というか、二人とも離はなれてくれるか？」

「雪縫さんが離れたら、元の場所に戻るわ」

「私も。色町さんが離れたら、くーさんから距離を取らないこともない」

「……なあ二人とも。これって、ちょっとあれに似てると思わないか？　──大おお岡おか裁さばきだっけ？　子供の手を母親同士で引っ張りあって、勝った方を母親と認める、ってお奉ぶ行ぎよう様は言ってたけど、実際は先に手を離した親を──思いやりのある方を母親と認めた、っていう。……そんな訳で俺は、先に離れてくれた子にこそ、好感を持つんだけどなー」

「「────」」

　俺の話を聞いて、素す早ばやく俺から距離を取ってくれる二人。物分かりが早くて助かった。

　そうして一応、場の空気が落ち着いたのち、雪縫は「いただきます」と声に出してから、弁当の包みを広げた。──それは男っぽい、ごつい弁当箱だった。蓋ふたを取った中身も、パンパンにしきつめられたご飯の上に、ニンニクで炒いためた豚ぶた肉にくがごっちゃり盛られているというダイナミックな内容だった。女の子が食う弁当じゃないなこれ……。

　そんなことを思いつつ、ご飯を食べ始める雪縫を見ていたら、今更気づいた──彼女、今日は青いリボンじゃなくて、クリスマスに俺があげた髪かみ留どめを使ってくれてる！　雪縫の綺麗な白はく髪はつに、それは非常に映はえていて──俺が思った通り、超似合っていた。最高。

　そうして雪縫に見み蕩とれていると、わかりやすく不満げな顔をした色町が視界の端に映った。次いで、彼女は自分の弁当からウインナーをつまむと、俺の口元に近づける。

「はい、くーたん。あーん」

「な──く、くーさんいつも、こんなことしてる……!?」

「いや、してないしてない……」

「ふふっ。雪縫さんの前だからって、恥はずかしがる必要はないわくーたん。いつも私達がしているみたいに、見せつけてやりましょうよ？」

「ちょ、いつも本当にしてないじゃん？　そう言うことで普段はやってる感出るけど、実際やってないじゃないですか？」

「でも、一度もしたことがない、という訳ではないわよね？」

「…………」

「くーさん!?　おいくーさん、否定しろ！　この淫いん乱らんの言ってることは間違いだって否定しろ！　何してるこのでくのぼう！」

「申し訳ないけれど雪縫さん。くーたんの『あーん』童どう貞ていは、私が美味しくいただいたわ」

「くっ……くーさんの『あーん』童貞が……！」

「さっきから二人して謎なぞ単語を普通に使ってるけど、ないから。そんなんに童貞も何もないからな？」

　俺がそう冷静にツッコんでも、場は荒あれるばかり。色町が「あーん」してくるのに対抗して、雪縫も「あ、あーん！」と必死になって自分のメシを俺の口に入れようとしだした。そのうち「や、やめ……ぐあ！」──ずぼ、と。二人の箸はしが同時に、俺の口こう腔こう内に放り込まれた。……おかしい。あーんってもっとロマンチックで、ラブコメっぽい素す敵てきなやつじゃないのか。いま俺、口の中に刺さった箸が超痛いんですけど。

「どうかしら、くーたん。私お手製の玉子焼きは美味しかった？」

「く、くーさん、私のは？　私のお母さんが作ってくれた『スタミナ豚ぶた丼どん』の味はどう？」

「混ざっちゃってよくわかんなかったです」

　俺がそう言うと、あんたのせいで、みたいな視線を飛ばし合う雪縫と色町。めっちゃギスギスしてた。個人的には、ここの仲が良くなってくれたりすると、俺としては心労が一個減るんだけどなあ……そう思いつつ、俺達はそれぞれの昼食を食べるのを再開する。そうして、美味しそうにメシを食ってる雪縫に、さして意識するでもなく質問をぶつけた。

「ところで雪縫。どうして今日は俺達のところに、お昼を食べに来たんだ？　一緒に食べる人がいなかったとか？」

「食べる人はいる。クラスに友達が一人もいないくーさんと一緒にしないで」

「……そっちこそ、いきなり酷ひどいこと言わないでくんない？」

「そもそも、くーたんはクラスに友達が一人もいない訳じゃないわ。──私がいるもの。私という一人がいれば、くーたんには他の友達なんていらないのよ」

「それも言い過ぎだけどな？　他の友達がいらないことはないぞ？」

「というか、あなたは友達じゃない。くーさんの信者。──だからくーさんにとって純じゆん粋すいな友達は、正確には私だけ」

「私がくーたんの信者？　そんなの、ある……わけ…………」

「おいどうした色町。早く否定しないと！　そこは違ちがうって言わないとダメだろ!?」

「ごめんなさい、くーたん。否定しきれない自分がいるわ……」

「オーマイゴッド」

　俺がそうノリだけのツッコミをすると、色町はにっこり笑いつつ「むしろ、神はあなたなのだけれどね」とか言った。ヤバイ。彼女の思いがヤンデレを超こえ始めてる。──色町はヤンデレな自分を変えようと努力を重ねた結果、またとんでもないキャラにワープ進化しようとしていた。お前はデジ〇ンかよ……。

「というか、話が逸それ過ぎだ。──だから雪縫、改めて質問するけど……クラスに友達がいない訳じゃないのに、どうしてお前は今日ここに来たんだ？」

「それは、その……クリスマスの日に、くーさんが──」

「？？？　クリスマスの日に、俺が……なんだ？」

「なんでもない」

　そう言って、ぷい、と顔を逸らしてしまう雪縫。その頬ほおは不満げにぷっくりと膨ふくれていた。……んん？　クリスマスの日って俺、何かやらかしたっけ？　心当たりがない俺が不思議に思っていると、雪縫は真しん剣けんな表情で俺を見つめながら、尋ねてくる。

「じゃあ、くーさんの質問には答えたから、次は私が質問する番」

「いや、ちゃんとは答えてもらえなかったんだが……」

「うるさい。小さい事をぐちぐち言うな。それでも男か」

　理り不ふ尽じんな物言いだった。雪縫さん、たまに俺に対して強い……。

　そうして彼女は、色町をびっ、と人差し指でさすと、俺に尋ねてきた。

「どうして、こんな女と一緒にいられる？」

「いきなり失礼ね、このペチャパイは……」

「ぺ、ペチャ……貧ひん乳にゆうって言われることはあったけど、このアマ──」

「色町、ちょっと黙だまっててくれないか？　話が進まない」

「ええ、わかったわ。くーたん神がそう言うのなら、信者はそれに従うのみです」

「それやめろ。定着するのすげえ嫌いやだからマジでやめてくれ」

　俺はそう言いつつ、改めて雪縫の質問を反はん芻すうする──『どうして、こんな女と一緒にいれる？』……それがどういう意味なのか考えていると、雪縫は言葉を重ねた。

「少しでも、くーさんと一緒にいる時の色町さんの様子を見てれば、わかる。──この女はしんどい。傍はた目めにもわかるくらい、くーさんに依い存ぞんしてる。くーさんのことが好きなあまり、それ以外を見れてない。だからこそ、くーさんにはきつい女。それなのに、どうして一緒にいてあげる？」

「ちょっと雪縫さん？　随ずい分ぶんと私のことを──」

　喧けん嘩か腰ごしになる色町を、俺は手で制す。……たぶん、雪縫はそういう意図で言ってる訳じゃなかったから。きっと彼女は、色町を攻こう撃げきする意図があってそんな言葉を使ってるんじゃなく、俺に対して尋ねてるだけだった。

　だから俺は、真剣に考える。どうして俺は、色町と一緒にいられるのか──彼女が好きだから、と雪縫にぶっちゃけられたら楽だけど、そもそもどうして俺は、色町が好きなんだろうか。そんなことを考え出したら長くなりそうだったので、俺は……割とすぐに見つかった、シンプルだけど自分でも納なつ得とくできる言葉を、雪縫に投げかけた。

「色町だから、かな……」

「…………答えになってない」

「そうか？　案外、俺の中ではわかりやすい答えだと思ったんだけど……確かに色町は、しんどいところもなくはない」

「く、くーたん……」

「そんな泣きそうな顔するなよ……で、でもな？　それだって、色町の個性の一つだから。確かに俺は、色町にそういう部分があることをわかってるけど、それでも……それを踏ふまえた上で、色町と一いつ緒しよにいたい。──だから、一緒にいる。たぶん、それだけだ」

「「…………」」

　俺のそんな発言に、雪縫は寂さびしそうな表情を浮うかべると、視線を窓の外へと逃にがした。──一方の色町は、ぱああ、と顔を華はなやがせたのち、勢い込んで俺に言ってくる。

「つ、つまりくーたんは、私のことが大好きということよね……？」

「いや、あの……話聞いてたかお前？　俺は色町のしんどい部分を許せるから、一緒にいたいと思えるって話をしたんであって──」

「ええ、わかっているわくーたん。それでは早さつ速そく保健室に行って、淫みだらな行いをしましょうか。今日は私、危険日なのだけれど、保健室に避ひ妊にん具くらいあるわよね？」

「何もわかってねえじゃねえかお前！　つか、教育の現場にんなもんあるかあ！」

　俺がそうツッコむと、ふふっ、と楽しげに笑う色町。本当、この子はいつ何時でも自重しないというか……俺がそう苦笑いをしていると、ふいに──がたり、と音がした。

　それは、小さく唇くちびるを噛かんだ雪縫が、いきなり立ち上がった音で……彼女は弁当箱の上に箸を置くと、視線を床ゆかに落としながら、言葉を紡つむいだ。

「私、教室に戻もどる」

「え、雪縫？　どうしたんだ、お前……」

「ごちそうさまでした」

「いや、ちょっと待てって雪縫！　お前、自分の弁当を……──行っちゃったよ」

　自らの弁当箱を机に残したまま、雪縫は足早に教室を出て行ってしまった。それを受けて、色町は「…………」と考え込むような表情をする。雪縫が行ってしまった理由に、何か思い当たる節でもあるのか？　俺はそう疑問に思いつつ、机の上を見やる──。

　そこには、まだ半分ほど残された、雪縫のお弁当。食べるのが大好きな彼女でも、お昼ご飯が喉のどを通らなくなるほどのことを、俺は言ってしまったのだろうか……雪縫が出て行った教室後方の扉とびらを未練がましく見つめながら、俺はそんなことを考えるのだった。




　　　　◆◆◆




『明日の放課後、二人だけで会いたい』

　時刻は夜中の午後十時過ぎ。家に帰った俺が『あつまれ　どう〇つの森』をプレイしていると、雪縫からそんなラインが届いた。なのでそれに『わかった』と返信すると、重ねて俺は『今日のお昼はどうしたんだ？』とメッセージを送った。すると、雪縫から少しブサイクな猫ねこのキャラクターが「・・・」みたいな無言を貫つらぬいているスタンプが届いた。どうやら説明は貰もらえないらしい。……というか、雪縫ってスタンプとか使うタイプなのね？

　思いつつ、俺はプレイ中だったどう〇つの森を終えると、ベッドに横たわる。

　何となく、楽しい話じゃないのはわかっていた。それでも、何か決定的な決けつ裂れつが起きたりはせず、雪縫との関係が今のままでいられたらいいけど──俺はそんな淡あわい希望を抱いだきながら、風ふ呂ろに入るために自分の部屋を出るのだった。




　それから時間は過ぎ、翌日の放課後。

　人ひと気けの絶えた教室で彼女を待っていると、がらり、と教室後方の扉を開けて、雪縫が入ってきた。彼女は酷く真剣な面おも持もちだった。それを受け、俺も緊きん張ちようしてしまったが……今日も雪縫の頭の後ろで彼女の髪かみをくくっているのは、俺が渡わたした青い花の髪留めだということに気づき、少し安心する。どうやら、まだ完全に嫌きらわれた訳ではないらしい。

　そうして、雪縫は俺の目前までくると、強い口調でこう言った。

「どいて」

「え、どいてって……席をか？」

「うん。私がくーさんの席に座りたいから、どいて」

「……わ、わかりました」

「あ、色町の席には座らないで。こっちの席に座って」

「了りよう解かい……」

　雪縫の言う通り、俺は自席から立ち上がると、隣となりにある色町の席とは反対側の席に座った。一方、雪縫は宣言通り、俺が普ふ段だん使っている椅い子すにちょこんと腰こし掛かける。だからといって別に嬉うれしそうな訳ではなく、表情は非常にフラットだった。乙女おとめ心ごころわかんねえ。

　思いつつ、俺は自席の脇わきにかけてあった学生カバンから、空の弁当箱とその包みを取り出した。そのまま、それを雪縫に手渡す。

「はいこれ。昨日、お前が置いてった弁当箱な」

「ん。ありがとう、くーさん」

「ラインでも聞いたけど……どうして昨日は、飯の途と中ちゆうで出て行っちゃったんだ？」

「理由、わからない？」

「うん、特には……」

「……くーさんはもうちょっと、自分がどう思われてるか考えて欲しい」

　それは、怒おこったような声こわ音ねや表情では語られなかった。雪縫はただ、少し寂しそうにそう言って──それを受け、俺は強く胸を痛める。どうやら、俺が彼女を傷つけてしまったらしい。それなのに、その原因を俺は察することができず、だからこそ申し訳なかった。

　はあ、と雪縫は一つ息を吐はく。それから、彼女は真ま面じ目めな表情になって続けた。

「私はあのとき、嫌な仮説が現実味を帯びたから、嫌になって逃げ出した」

「嫌な仮説……って？」

「くーさんが、色町のことを好きなんじゃないかって」

「────」

　つい驚おどろいてしまう俺。そうしたのち、まずい、と思った。

　すると、案の定……驚いたような顔をした俺を見て、雪縫は小さく唇を噛んだ。そのまま、視線を床にずらす。彼女はたぶん、少なからずショックを受けていた。

「昨日も言ったけど……色町はしんどい女。普通の男の人なら、あの女にあそこまで重い好意を向けられたら、しんどくなって逃げ出すか、適当にあしらうかの二択たく。──でも、くーさんはそうしなかった。しんどい彼女に、ちゃんと向き合った。……それって、色町さんを相当好きじゃないと、できない」

「そ、それは確かに、そうだけど……」

　どうするか考えた。こうなってしまったらもう、俺の想おもいを雪縫にぶちまけるか？　でもそれをしたら、間ま違ちがいなく雪縫を傷つけることになる。……であるなら、俺も。いつかの彼女達のように、嘘うそをつくべきなんじゃないのか──そこまで考え終えると、すらすらと言葉が出てくる。つくべき嘘をつくために、あることないことを口にし始めた。

「でもな、雪縫。こんなこと、自分で言うのもなんだけど……俺は割と、他人に優やさしい方だと思っててな？　だからっていうのは、考えられないか？　誰だれに対しても優しい俺だからこそ、色町と向き合うことができるだけで、色町が特別な訳じゃない。……悪く言ってしまえばそういう偽ぎ善ぜんで、俺と色町の関係はできてるんだよ」

「……私も、最初はそう思ってた。けど……くーさんはあの時、『色町と一緒にいたい』って言った。上からじゃない。優しさじゃない。あくまでも自分がそうしたいから、一緒にいるって言った。──それが、好きって気持ちじゃないなら、なに？　私はそれを、好きって言葉以外で表す方法を、見つけられない……」

「…………」

　昨日の自分を呪のろいたくなった。……自分ではもちろん、色町に対するこの感情を、抑おさえているつもりだった。でもそれは、抑えていたつもりになっていただけで、実際に抑えきれてはいなかったのだ。だから、それを外から──色町に対する俺を、第三者として外から見ていた雪縫に、看破された。

　よりによって、俺を好きだと言ってくれている、彼女に。

　しかし、もう見み抜ぬかれているというのに、俺は虚むなしくも最後の抵てい抗こうを試みる……雪縫を傷つけないために、無む駄だな努力を続けた。

「友人として一緒にいたい、っていう意味だとは考えなかったのか？　俺は確かに色町のことが好きだけど、それは友人としてであって──」

「去年のクリスマスイブ、くーさんは色町さんにプレゼントを渡さなかった」

「……そうだけど、それが？」

「用意してたのに。内心では渡したかったのに。──渡したら色町さんがくーさんの好意を受けて、また壊こわれると思ったから。だから、そうしなかった。くーさんは色町さんのために、プレゼントを渡さなかった……」

　雪縫は語っているうちに、どんどん覇は気きを失っていった。床を見つめながら、酷ひどく辛つらそうに、それでも言葉を絞しぼり出していた。……そうして一度言葉を切ると、ふいに顔を上げた彼女は、泣きそうな目を俺に向けて、こう告げた。

「それってきっと、彼女を本当に愛してないと、できない」

「…………」

「買ったプレゼントを渡すのは、簡単。だってそれは、自分のためだから。相手にプレゼントを渡して、それで感謝してもらって、自分の好感度を上げる……プレゼントを渡せば、自分に返ってくる。──別に、それが悪いんじゃない。プレゼントって、そういうもの。渡すことで互たがいにメリットがある、ちょっぴり素す敵てきなもの……だけど……」

　雪縫はそこで声を詰つまらせ、目を逸そらす。苦しげな表情のまま、それでも続けた。

「相手のためを思って、渡さない──本当は渡したいのに。プレゼントを渡して、相手が喜んでいる姿を見たいのに。それを我が慢まんして、自分じゃなく相手を一番に考えるからこそ、そうしない……それってくーさんが、色町さんを心から好きじゃないと、できないことじゃないの？」

「────」

　雪縫にそう言われて、はっとする。確かに俺の行動は、色町が本当に好きだからこそ、そうしたものだったんだと──雪縫に指し摘てきされたいまになって、ようやく気付いた。

　もちろん内心では、めちゃくちゃ迷ったんだ……色町にプレゼントを渡したい。渡すことで、色町がどんなに喜んでくれるか──そう考えるとわくわくもした。だから本当は、すげー渡したかったけど……でも、俺はそれをしなかった。

　いま雪縫が言った通り、色町が壊れないために、俺はプレゼントを渡すのをやめ──彼女の喜ぶ姿を見るのを、ぐっと我慢した。それは、確かに彼女のためを思っての行こう為いで、ただそれも結局は自己満足みたいなものだと思ってたけど……そうか。

　俺は色町のことが好き過ぎるから、プレゼントを渡すのを我慢できたのか。

「……ねえ、くーさん。くーさんってやっぱり、色町のことが……好き？」

　雪縫は泣きそうな顔で俺を見ていた。それを受け、潤うるんだ瞳ひとみを見返す。……胸が苦しくなった。彼女を傷つけないための言葉は、もちろん頭に浮うかぶ。──それを否定すればいい。いま雪縫が言ったことは勘かん違ちがいだと……そう言えばいいと、わかっていたけど。

　それを否定して何になると、そう思う俺が確かにいた。……たぶんもう、雪縫は気づいてる。俺が誰を好きなのか内心では理解している彼女は、次に俺が嘘をついた時、その嘘を容易たやすく見破るだろう。──それは、優しさか？　彼女を傷つけないために、バレバレの嘘をつくのは優しさと言えるのか？

　そんなの、単なる逃にげでしかないだろ。雪縫を傷つけるのを怖こわがって、嘘をついて、そうすることで結果的に、彼女を更さらに傷つけるだけだ。

「…………」

　俺はそこまで考え終えると、静かに結論を出す。……もうこれ以上、無駄な嘘を重ねるべきじゃない。そう思った俺は、だから──。

　雪縫の質問に、正直に答えた。

「ああ。俺はいま、色町のことが好きだ」

「…………」

　俺の言葉を受け、雪縫は顔を俯うつむける。縋すがるように、いま彼女の髪をくくっている髪留めに、右手でそっと触ふれた。それは何度も、何度も。そうしてから彼女は──「うっ、うううっ……」と嗚お咽えつを漏もらし始める。俯いているから表情は見えない。けど、小さく肩かたが震ふるえていた。それから、雪縫は顔を両手で覆おおうと、そのまま声を漏らした。

「わかってた、筈はずだった……」

「…………」

「う、ううっ……ちゃんと、気づいてたのに……くーさんが、私のことを好きじゃないって……うううっ！　わかってたのに、なんで……どうして、止まらないの……！」

　痛切な声が教室内にこだまする。……何もできない自分が情けなかった。また俺は雪縫を泣かせている。その事実に胸が締しめ付けられた。もっと俺が、自分の好意を隠かくし通すことができていたら──そうは思うものの、それはくだらないたらればの話だった。

　それから雪縫は、静かに顔を上げる。……彼女の澄すんだ瞳から涙なみだはとめどなく溢あふれて、止まる気配がない。雪縫はそれを拭ぬぐうこともしないまま、言葉を紡つむいだ。

「……くーさんが、私の嘘を許してくれただけで、よかった……あの時はそうだった……でも、もう、だめ……くーさんと一いつ緒しよにいられるようになったら、もっと欲ほしくなる。くーさんに、好きになってもらいたい……私のこと、ぎゅって、して欲しいのに……」

「雪縫……」

「くーさんと一緒にいられれば、他ほかに何もいらない。そんな風に思ってた。──そんなの嘘だった！　……だ、だって私は、くーさんが大好きだから！　だから、いま、くーさんが私を好きじゃないって、わかって……わ、私は……私はっ……！」

　かける言葉を見つけられない。いま雪縫を傷つけた張本人である俺が、どうしたら雪縫を慰なぐさめてやれるのか、皆かい目もく見当もつかなかった。だから俺はただ、「うわああああああ！」と叫さけんだのち、再び顔を両手で隠して泣き喚わめく雪縫の傍かたわらに、い続けるしかなかった。
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　そのうち、雪縫は勢いよく椅子から立ち上がる。次いで、急ぎ足で俺の横を通り抜ぬけ、逃げるように教室を出ようとした。──行かせてはいけない。そう思いはしたけど、引き止めるための言葉が見つからない。見つけられないまま俺は立ち上がり、口を開いた。

「ゆ、雪縫……あ、あの、俺……！」

「……ううう、くーさん……」

　教室のドアに手をかけ、振ふり返る彼女──雪縫は涙をぽろぽろと流したまま、俺を見やった。今すぐ駆かけ寄って、彼女を抱だき締めたい衝しよう動どうにかられる。……もちろん、それが大間違いだということはわかっていた。だから俺は実際には、ただその場に立ち尽つくし、動けずにいるだけだった。

　そうして、雪縫は酷く悲しい表情を涙で濡ぬらしたまま、静かに告げた。

「嘘、ついて欲しかった……」

「────」

「上辺だけでいい。優しいだけの、ずさんな嘘で良かったのに……そうしてくれたら、こんなに痛くなかったのに……」

「ご、ごめん、雪縫！　俺──」

「……ごめんなさい、くーさん」

　そう言って俺の言葉を途と中ちゆうで遮さえぎると、雪縫は逃げるように教室から出て行ってしまった。だというのに俺の足は、その場から動かない……追いかけて、追いついたとして、どんな言葉をかければいいのか……それがわからなかったから、俺はそこから動けずにいた。

　そうして、激しい後こう悔かいが胸中に渦うず巻まく──俺は間違えた。やっぱり、嘘をつくべきだった！　最初だけじゃない、最後までそれをつき通すべきだった。俺は雪縫を傷つけないために、きっと聡さとい彼女にはバレバレの嘘を、それでも必死につくべきだったのに──。

「ごめんな、雪縫……俺のせいで、ごめん……」

　もう聞こえていないことはわかっていたけど、俺は静かにそう呟つぶやいた。

　こうして俺は今日、大切な友人との関係を、失ってしまったのだった。




　　　　◆◆◆




　それから日時は経過して、一週間後。午後八時過ぎ。

「…………」

　夕食を食べ終えた俺は、芸人さん達が代わる代わるネタを披ひ露ろうするバラエティを、何の感かん慨がいもなく見つめていた。みんな面おも白しろいコントや漫まん才ざいをしているのに、いまの俺には何も響ひびかない。……そうして考えるのは、雪縫を傷つけたあの日のこと。あの放課後を思い出すと、未いまだに胸が苦しくなる。正直者なのは何の美徳でもないと、それがわかってしまった。どうして俺はああいう場面で、女の子の気持ちをわかってやれないんだ……。

　ちなみに、この一週間、雪縫とは一度も顔を合わせていない。彼女から俺に会いに来てくれることもないし、俺から彼女に会いに行くこともできないでいた。……もちろん、このままでいい訳がないのは、わかってるんだけど──。

「どうした、くー助すけ」

「うわあああ!?　と、父さん……いきなり目の前に顔出さないでよ……」

「すまん……」

　そんな風に俺が一人で物思いにふけっていると──突とつ然ぜん、俺の父親である久ひさ利としが俺の顔を至近距きよ離りで覗のぞき込んできた。この年（齢よわい四十四）にしてはイケメンなフェイスにいきなり近づかれて、単純にビックリする俺。これ、どういう種類のラブコメなんだ……。

　次いで、父さんは俺が座るソファに同じように座ると、「どうした」と再び尋たずねてきた。……どうやら最近、息子むすこの様子が少しおかしいことに気づいてくれていたらしい。ただ、父さんにこのことを話すのはどうなんだろう、と俺が悩なやんでいると、父さんが続けた。

「銭湯、行くか」

「へ？　急になにさ？　……てか、なんで銭湯？　この近くにそんなのあんの？」

「ああ、あるぞ。昔ながらのやつがな。──準備しろ」

　父さんはそう告げると、俺の行く行かないの返事も待たずに、リビングを後にするのだった。やだ、男らしい。




　そんなこんなで、かぽーん。俺と父さんは昔ながらの銭湯の湯船に、二人並んでつかっていた。……あっつい。いつもの風ふ呂ろと違って、銭湯の風呂あっつい。俺がそう思っていると、父さんはこちらを見ずに話し出す。ちなみに俺達以外、他に客はいなかった。

「最近、何かあったのか？」

「んー……まあ、うん。ちょっと、落ち込むようなことがね……」

「そうか。──悪いがくー助。お前の望むようなアドバイスは、俺にはできない」

「ええー……何でこんな話を聞く気バッチリのスタンスなのに、そんな不ふ甲が斐いないこと言うのさ……」

「俺は嘘うそが苦手だ。だから、まず言っておこうと思ってな」

　父さんはそう言って、こちらを見ない。何なら静かに目をつぶって、お湯の熱さをしみじみと感じているようだった。……てっきり俺の話を聞くために銭湯に連れ出してくれたんだと思ってたけど、どうやら父さんが個人的に銭湯に入りたかっただけだなこれ。

　俺がそう思っていると、父さんは静かに続けた。それは、柔やわらかな声こわ音ねだった。

「でもな、くー助。これでも俺は、お前より長く生きてる、お前の父親だ。だから、お前が何かに苦しんでいる時は、それがわかるし……アドバイスはできなくとも、聞いてやることはできる。だから、話したかったら話してみろ。俺が一緒に悩んでやる」

「…………」

　そこで『話してみろ』と言うのではなく、『話したかったら』と付けるあたりに、父さんの優やさしさが滲にじみ出ていた。何というか、俺の家族はなかなかに素す敵てきだ。

「……一週間前にさ、雪縫って女友達に、放課後、呼び出されたんだよ──」

　そうして俺は自然と、父さんに事のあらましを喋しやべってしまっていた。

　もちろん、花蓮のこと──花蓮のしたことについては話さない。息子が殺されかけた、なんて話を聞いたら、温厚な父さんでも花蓮に対して何らかのアクションを取らざるを得ないと思ったから、その辺は伝えなかったけど、雪縫と色町のこと……自分が好きな女の子と、自分を好いてくれている女の子の話は、だいたい父さんに話した。すると、俺の話を聞き終えた父さんは、大おお塚つか〇夫さんみたいなバリトンボイスで一言、こう言った。

「……くー助は、モテるんだな……？」

「そこ？　そこなの父さん？　俺の悩みを聞き終えての第一声それ？」

「いや……学生時代、女の子とまともに話したことすらない俺からしたら、羨うらやましい限りだと思ってな。たぶん俺が高校生の時に女子と話した時間って、合算したら十分に届くか届かないか、ぐらいだぞ」

「よく母さんと結けつ婚こんできたな」

「ああ、奇き跡せきだな」

　そう言ったのち、楽しげに笑う父さん。……こんなに楽しそうな顔の父さん、病院のベッドで目覚めて以降、初めて見たかも。俺がそう思っていると、父さんは続けた。

「お前はもう、雪縫さんとはこのまま、終わってもいいと思っているのか？」

「まさか！　このままで終わって良い訳ないよ……できることなら、もう一度。雪縫とは友達に……戻もどって……」

「それは、残ざん酷こくじゃないか？」

「…………」

　自分でも自覚していた事実を突つきつけられた。……確かに、残酷だった。友達に戻りたい、という俺の望みははっきりしてる。──でも、俺のことを好きな雪縫が、色町のことを好きな俺と、ただの友達に戻れるとは思えない。だってそれは、雪縫の感情を無視するということだ。雪縫に想おもいを押し殺せと、強要するということだ。

　そこまで自分勝手な真ま似ね、流石さすがにできないよな……俺がそう思っていると、父さんは静かに語り出す。ここが銭湯で音がよく響くからか、父さんの声は聞こえが良かった。

「女の子の気持ちは、俺にはわからない。それがくー助と同学年の、女子高生の気持ちとなると、なおさらだ。……でもな、くー助。お前の気持ちは察してやれる。だから、俺から言えるのは一つだけだ──」

　父さんはそこで言葉を切ると、俺を見た。力強い瞳ひとみに射い貫ぬかれる。そうして父さんは、静かに、大人として俺に向き合うと、続けた。

「後悔はしても、悔くいはないようにしなさい。これからどうなるとしても、このまま何もしないのだけは駄だ目めだ。お前がいま過ごしている、青春っていうのは短いからな……やれること、やれないことを考える前に、やれることをやりなさい」

「父さん……」

「それくらいのこと、くー助ならわかってると思うけどな。──それじゃあ、俺は先に上がる。お前はゆっくり入ってていいからな」

　父さんはそう言うと、風呂から上がって脱だつ衣い所へと向かう。俺が一人で考える時間を作ってくれた──と思うんだけど、それはいささか考え過ぎだろうか。

　思いつつ、俺は改めて雪縫について考える……自分から彼女に、これからも友達でいて欲しい、と望むのは違うと思う。でも父さんの言った通り、何もしないのはナシだ。このまま雪縫に対して何もせず、無関係になってはいけない。彼女に会ってどんな話をすればいいのかは、わかってないけど……やっぱり俺は雪縫のことが、友達として好きだから。

　花蓮と同様、彼女のことも諦あきらめたくない……そんなわがままな、けれどわかりやすい感情を改めて自覚すると、少しだけ脳がクリアになった。もちろん、俺の感情がはっきりしただけで、何か打開策が思いついた訳ではないんだけど──それでも。

　父さんのおかげで、少しだけ何かが前進した。たとえそれが勘かん違ちがいでも、そう思えただけでちょっと、心のもやが晴れたような気がするのだった。

「さて、それじゃあ……これから、どうするのか。少し考えてみるか──」

　俺はそう呟つぶやくと、肩かたまで湯船につかり直す。……ちなみに、これは予想を裏切らないオチだけど──このあと。湯船につかって雪縫との関係を今後どうしたらいいのか、その具体案を考えているうちに俺はのぼせて、銭湯の脱衣所で父さんに介かい抱ほうされることとなるのだった。高校生にもなって、親に迷めい惑わくかけっぱなしでごめんなさいいいぃぃぃぃ！




　　　　◆◆◆




　父さんから不器用で温かいアドバイスを貰もらった、翌日。

　ようやく覚かく悟ごを決めた俺は、昼休みの時間……色町との昼食を終えたのち、雪縫に会うために、彼女の教室がある階の廊ろう下かを歩いていた。すると──。

「「あ……」」

　目的地に辿たどり着くよりも先に、目的としていた彼女とばったり遭そう遇ぐうしてしまった。

　雪縫霙みぞれ。僅わずか一週間ほど会っていなかっただけなのに、その姿を随ずい分ぶん久しぶりに見た気がした。彼女の少しだけ腫はれた目と目が合う。俺は若じやつ干かん慌あわてつつも、必死に声を出した。

「……こ、こんにちは！」

「こ、こん、にちは……」

「「…………」」

　挨あい拶さつを交かわし終え、気まずい沈ちん黙もくが俺達の間に落ちる。……彼女に会いたかったのはもちろんそうだけど、こうして実際に会ってみたところで、どうしたらいいのかはやっぱりわからなかった。俺のせいで傷ついた彼女に、俺はどう接したらいいんだ……？

　思いつつ、俺は無理やり言葉を絞しぼり出す。廊下にある窓の外を見ながら、続けた。

「きょ、今日はいい天気だな！」

「そう？　でも、割と曇くもってるし、夜から雨って言ってた」

「……そ、そっか。じゃあ、あんまり良い天気じゃないな！」

「うん。あんまり良い天気じゃないなって、そんな風に話をふられるのも、珍めずらしいけど」

「だ、だな。あははははは！」

「…………」

　俺の空笑いに、どこか冷めた表情を向けてくる雪縫。ま、負けるな俺。頑がん張ばれ俺！

「そ、そういえば雪縫って、下の名前が『霙』ってくらいだし、天気としては霙が好きだったりするのか？」

「別に。そんなに思い入れない」

「そ、そっか……確かに、雨と雪が入り混じったあれ──霙って、見た目としては微び妙みようだもんな。雪やあられは綺き麗れいな感じだけど、なんかはっきりしない天気というか……」

「でも、そういう風にディスられるとムカつく。人の名前をそんな風に言わないで」

「ご、ごめん、ディスったつもりはなくてな!?　ただ、その、ええと──」

「…………」

「……ごめん、雪縫。俺が悪かった。本当にごめんな……」

　それは、霙という天気を悪あしざまに言ったことに対してだけの謝罪じゃなかった。あの日、彼女にちゃんと伝えられなかった謝罪と、いまこの上手うまくいっていない会話に巻き込んでいることに関しての、謝罪でもあった。

　もしかしたらもう、雪縫とも、花蓮と同じように疎そ遠えんになってしまうのだろうか……そう自分で考えて怖こわくなっていると、雪縫は俺をじーっと見つめた。それから、はあ、と一つため息を吐ついたのち、彼女は静かな声音で続ける。

「くーさんが思ってるほど、気にしてない」

「え……そ、それは、どういう……？」

「だから、この間のこと。……くーさんが、色町のこと好きって、私に言ったやつ」

　雪縫はそう言って、すっ、と視線を横にずらした。冷たい横顔が俺の視界に入る。呆あきれているのでも、怒おこっているのでもない。雪縫はいま、ただ冷めた表情をしていた。

「言われた夜は、すっごい泣いた……あんなしんどい女のどこがいい？　私の方がめんどくさくないしお手軽だし、だからおすすめなのにって……ずっと泣いてた」

「雪縫……」

「でも、翌日になったら割と平気になってた」

「え……そ、そう、なんですか？」

「うん、そう。──女ってそういうもの」

　雪縫はそう言って、俺に微び笑しようを向けてくる。お、お強い……！　すさまじい立ち直りの早さだった。もし俺が色町から「くーたんじゃない男の子を好きになったわ」って言われたら、一ヵ月ぐらいは立ち直れない自信があるんだけど……そういうのって、女の子の方が立ち直りは早いのだろうか。そう考えていると、雪縫は小さく笑いながら、告げた。

　それは、俺の心に突き刺ささる、割と衝しよう撃げき的な発言だった。

「もしかしたら私、くーさんのこと、そんなに好きじゃなかったのかもしれない」

「…………Ｗｏｗ……」

　ぐさり、と俺のハートが傷つく音がした。……いや、雪縫の想いに応こたえられない以上、彼女にはいつまでも俺を好きでいて欲しい、なんていうのは酷ひどい話で、雪縫が俺のことを好きじゃなければ好きじゃないほど、彼女を傷つけずに済んだ訳だからむしろ良い話の筈はずなんだけど……なんだろう。ちょっとトイレ行って泣いてきていいですか？

　そんな風に俺が傷ついていると、雪縫はむしろ楽しげな顔になって、言葉を続けた。

「ふふっ……くーさん、落ち込んでくれてる？」

「い、いや、別に？　ちょっとビックリはしたけど、落ち込んではいないというか？　むしろ、雪縫があまり傷つかずに済んだのなら、それは僥ぎよう倖こうというか？」

「……やっぱり、くーさんは優しい」

　雪縫はそう声を漏もらしたのち、毛先をくしくしといじくった。それから、少しだけ顔を俯うつむけ、それを両手で隠かくす。そんな仕草を数秒だけしたあと、顔を上げた彼女は、幽かすかな笑えみを浮うかべながら話し出した。──そこに、この間のような悲ひ壮そう感は見られなかった。

「くーさんのことが好きだったのは、ほんと。だから、色町が好きって言われた時はショックだったけど……さっきも言った通り、翌日にはあんまり痛くなくなってた。それからも、友達とカラオケに行ったり、パンケーキを食べ歩いたり、家族に回らないお寿す司しに連れていってもらったりしているうちに、徐じよ々じよに痛くなくなった」

「……とにかく、色々と食べたんですね？」

「うん、そう。……翌日には割と平気になってた、とは言っても、それで全く痛みがなくなった訳じゃないから。だからここ最近、美味おいしいものを食べることでストレスを解消してた。それで、いまはもう平気」

「…………」

　語る声こわ音ねに苦しげな色はない。それでも不安に思った俺は、彼女の様子を窺うかがう──すると、雪縫と目が合い、にわかにほほえまれた。その微笑からも、無理をしている様子は感じられない。少し瞼まぶたが腫れてはいるものの、それが演技だとは到とう底てい思えなかった。

　ただ、だからって彼女はもう吹ふっ切れたと、そう信じてしまっていいんだろうか……俺がそう疑問を抱いだいていると、呆れたような表情を浮かべた雪縫が、軽い声音で応じた。

「くーさん、自意識過か剰じよう。この間のことで、くーさんが私をすっごい傷つけたとでも、思った？」

「……心配はしてた。俺は、雪縫に嘘うそをつかなかったから……」

「大だい丈じよう夫ぶ、くーさん。私は、色町や花屋敷とは違う。──失しつ恋れんぐらいで、壊こわれない」

「────」

　その言葉に撃うち抜ぬかれた。よくわからない衝撃が胸に走る。

　たぶん、色町のこと、花蓮のことがあったから、なおさらだった……失恋したにも拘かかわらず、こんなにも強くあれる雪縫を、眩まぶしいと思ったのだ。

「もちろん、痛かった。痛かったから、失恋したくなかったけど……大丈夫。くーさんが思ってるほど、私はヤワじゃない。くーさんは過去に色々あったし、だから色いろ恋こいで他人を傷つけるのが、怖くなってるんだと思うけど……平気。私は簡単には傷つけられない。くーさんは知らないかもしれないけど、私、結構強い女。──ふふん」

「雪縫……」

　ドヤ顔でそう言う彼女を、本当に魅み力りよく的に思った。……まるで別人だ。あの日、『色町のことが好きだ』と俺が伝えた時には、雪縫は悲しげに泣くばかりだったけど……そうか。一度乗り越こえることさえできれば、女の子はこんなにも強くなれるんだな……。

　この一週間で雪縫に何があったのか、俺にはわからない。けど、きっと彼女も変わったんだと思った。──失恋をした雪縫は、失った恋心に固こ執しつせず、そこで立ち止まらなかった。それを一つの思い出として過去にし、前に進もうとした。その結果、彼女はいま俺の前に、こうして笑顔で立てている。……本当に、強い女の子だった。

「すごいな、お前は……」

「惚ほれ直した？」

「ああ、うん。たぶん、マジで惚れ直した」

「…………」

　俺がそう言うと、苦笑いのような表情をする雪縫。ただ、それは一いつ瞬しゆんのことで、彼女はすぐさまその表情を捨て去ると、意い気き揚よう々ようと軽口を返してきた。

「ごめん。くーさんが惚れ直してくれても、私はもうくーさんのこと、好きじゃない」

「う、なんだこの気持ち……もしかして、これも失恋なのか？」

「ふふっ、きっとそう。──じゃあ、次はどんな男の子を好きになろうかな。前回は微妙だったから、今度はイケメンがいい」

「……おい雪縫。前回は微妙だったってなんだ。俺の顔面をディスってるのか？」

「ディスってない。でも、ブサメンはもういいって思ってる」

「好きじゃなくなったらもうそれか！　元好きだった男をブサメン呼ばわりか！」

「くふふっ……ごめん、くーさん。ブサメンは言い過ぎた。いま、この場を面おも白しろくするために言っただけ。ごめんなさい」

「雪縫ってそういうとこあるよな……その場のノリ重視というか……」

「正確には、『イケメン風だけど実はイケメンじゃない、でもちょっとイケメンな顔の男の子』は、もう好きにならなくていいと思ってる」

「何そのラー油の商品名みたいなイケメン……というかそれ、イケメンなのか？　果たして俺はイケメンなのか？」

「正直な話をすると、くーさんはなんていうか、好みが分かれる顔だと思う。子供の頃ころ、ジャ〇ーズに将来性を嘱しよく望ぼうされて入れはしたものの、成長するにつれて『……なんか、あんまりイケメンにならないね？』みたいに周囲から言われるタイプのイケメン」

「もう複雑過ぎて褒ほめられてるのかけなされてるのかわかんねえよ……」

「でも、好きな人は好き。だからこそ、くー助すけハーレムもできた」

「く、『くー助ハーレム』……？　何その新出単語。そんなのないんだが？」

「なんでとぼける？　色町、花屋敷、そして私でくー助ハーレム。くーさんのことが大好きな、とても可愛かわいらしい女の子三人が集まった、和気あいあいとしたハーレム」

「大嘘こくな！　どこが和気あいあいだ!?　ずっと殺さつ伐ばつとしてるぞ！」

「ハーレムナンバー一番、花屋敷花蓮。スポーツが得意で家事と勉強が苦手な、アホ可愛い幼おさな馴な染じみ。時々、大好きなくーさんを殺そうとするのが玉に瑕きず」

「玉に瑕過ぎるだろ……致ち命めい傷しようだそれは……！」

「ハーレムナンバー二番、色町紙し織おり。何でもこなせる才女で、同級生とは思えない程ほどグラマラスな体型を持つ、ちょっぴりエッチなクラスメイト。何な故ぜか手首に包帯あり」

「怖い！　ただ事実を告げるのみで、説明がないのがより怖い！」

「ハーレムナンバー三番、雪縫霙。肌はだや髪かみが新雪のように白い、絶世の美少女。欠点らしい欠点は一つもなく、できないことは何もない。ハーレムメンバーの中でも、くーさんがダントツで好きな女の子。ちなみに、カップ数はＧ」

「盛るな盛るな！　自分の時だけ情報を盛るな！　……つか、自分で自分のことを『絶世の美少女』って言って、恥はずかしくないのか？」

「更さらに補足すると、ハーレムナンバー三番はつい先日、くー助ハーレムを脱だつ退たいした。これにより、くー助ハーレムのヤンデレ率は百パーセントとなった」

「帰って来てくれ雪縫。土下座するから、俺のハーレムに帰ってきてくれ……！」

　俺がそうふざけて言うと、雪縫は心底楽しそうに「あははっ」と笑った。……その笑顔につられて、俺もつい笑ってしまう。──めちゃくちゃ嬉うれしかった。この間のことがあって、もう雪縫とこんな風に楽しく話せないと思っていたから……俺が傷つけてしまった彼女と、それでももう一度、こうして友達として再出発できたのがたまらなく嬉しかった。

　そうして、俺が喜びを噛かみしめていると、「ふわああ……」と雪縫が眠ねむたそうにあくびをする。彼女は潤うるんだ目の端はしを指の腹で拭ぬぐいつつ、こう言った。

「それじゃあ、くーさん。そろそろ私、教室戻もどる」

「ん……じゃあな、雪縫」

「うん。……また」

　そんな言葉と共に、雪縫は俺に向かって小さく手を振ふった。それから、彼女は照れたようにはにかむと、俺に背を向ける。──その時、気づいた。

　彼女はまだ、青い花を模かたどった髪留めを、ちゃんと付けてくれていた。

「…………」

　少しだけ疑問に思う。けれど、それはただの邪じや推すいでしかないと思った俺は、静かにかぶりを振って、その思考を打ち消した。それから、元来た道を引き返し、教室に戻る。

　確かに、思うところは色々ある。あるけれど、いまは……雪縫とこうして友達に戻れた喜びを噛みしめながら、俺は一人、騒さわがしい廊ろう下かを歩いていくのだった。








第三章　好きか嫌きらいかで言ったら愛してる






「おはよう、くーさん。この間、くーさんにフラれて馬ば鹿かみたいに泣いたけど、翌日にはケロっとしてた、失恋を乗り越えた私──雪ゆき縫ぬい霙みぞれバージョン２が来た。おはよう」

「お、おはよう……」

「でも、一言だけ言わせて。──ジゴロ滅ほろびろ」

「もうほんとごめんなさい……」

　雪縫と仲直りをした、翌日。朝の登校のために俺が玄げん関かんを開けると、家の前で彼女が待ってくれていた。……正直、もうこういう風に、雪縫と一いつ緒しよに学校に行くのは難しいと思ってたけど──そうか。彼女はこんな俺とまだ、一緒に登校してくれるんだな。

　そう感かん慨がいにふけりつつ、平謝りをする俺に対して、雪縫は苦く笑しよう交じりに言った。

「別に、冗じよう談だん。くーさんがそんなに謝らなくていい。……本当、無む駄だに優やさしい」

「い、いやでも、俺のせいで雪縫が傷ついたのは事実だからさ……俺はお前に対して、できるだけ誠実に謝ることしかできないし……」

「あんまり、謝られ過ぎても惨みじめになる。わかる？」

「……ああ、わかった。これからは気を付けるよ。──色々とごめんな、雪縫」

「だから謝るなって言ってるのがわからないのかこの短足」

「いまのは俺が悪かったけど、急に毒がきつくない？」

　雪縫霙バージョン２、以前のバージョンよりもなおはっちゃけて、毒どく舌ぜつが強化されているようだった。にしても、た、短足って……地味に刺ささる悪口だなおい。

　それから、俺と雪縫は二人並んで道どう路ろ脇わきを歩き始める。俺が歩道側を歩いていると、彼女が急に俺の制服の裾すそを引っ張って──「私のことを好きじゃないくーさん、車道側を歩け」と言ってきた。言われんでも車道側を歩くので、変な枕まくら詞ことばを付けないで欲しかった。

　ちなみに今日も、彼女の白い綺き麗れいな髪をくくっているのは、青い花の髪留めで──どうして今もそれをつけているのか少し考えてしまいつつ、俺は会話を続けた。

「でも驚おどろいたな。いくら仲直りができたとはいえ、昨日の今日でこうして、雪縫がいつものように、俺ん家ちの前で待っててくれるとは思わなかったから……」

「……別に、他意はない。私はもうくーさんのこと、ちゃんと好きじゃない」

「それを言われる度たびに俺の心が号ごう泣きゆうするから、できれば言わんで欲しいけど……」

「ただの事実だから仕方がない。ともかく……私はもう、くーさんに対して恋心は抱いてない。でも、だからって別に、くーさんと変に距きよ離りを取るべきじゃないと思った。──だから、くーさんを好きだった頃の私がしてた、くーさん待まち伏ぶせ作戦も、やめる必要はないと思った。それだけ」

「なるほどな……というかこれ、待ち伏せ作戦って名前だったのか。ネーミングが剛ごう速そつ球きゆうストレート過ぎない？」

「乙女おとめ待ち作戦とも言う。少女漫まん画がのヒロインが憧あこがれの先せん輩ぱいによくやる、可愛いやつ」

「このツッコミも二回目だけど──お前は少女漫画のヒロインをなんだと思ってるんだ」

　俺の周りには一人、凄すごい勢いでアプローチをかけてくる女の子がいるので薄うすまっているが、雪縫のしてることも大たい概がいあれだった。乙女って時にアグレッシブですよね。

　俺がそんなことを思っていると、雪縫はふふっ、と堪こらえ切れないみたいに笑う。少しだけ瞼まぶたが腫はれた目で俺を見つめながら、彼女はどこか悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべて、続けた。

「本当、以前の私はどうしてあんなに、くーさんが好きだったんだろう……いま改めてくーさんを見ると、わざわざ乙女待ちするほど、魅力的な人には見えないのに」

「……一個疑問なんだけどさ、昨日から雪縫、ちょっとふっきれ過ぎじゃないか？　俺が色いろ町まちを好きだってわかった途と端たん、俺に対する好感度がゼロになり過ぎてない？」

「そんなことない。今でも私、くーさんのことは人として好き」

「う……い、いきなりそういうことを言われるのは、照れるけど……」

「具体的には、干しシイタケと同じくらい好き」

「干しシイタケ!?　雪縫の俺に対する好感度、いま乾かん物ぶつと同じなの!?」

　衝しよう撃げきの事実だった。それもう絶対、俺のことそんなに好きじゃないじゃん……。

　思っていると、雪縫は「ふふっ」と再度笑いながら、楽しげな表情で続けた。

「更に補足すると、干しシイタケに対する好感度が八で、くーさんに対する好感度が七」

「干しシイタケと同列なうえ、ちょっと負けてんのかい……てか聞くのが怖こわいんだけど、それって何点満点なんだ？」

「十点満点」

「……え、あれ？　じゃあ七点って、そんな低くなくないか？　というか、割と高くないか？　──いやつーか干しシイタケに対する好感度が高えな!?」

「ふふふっ。実は私、シイタケ大好き。煮に物ものにすると超ちようおいしい」

「この話の流れで、俺がディスられてなかったって誰だれが気づけるよ……」

　彼女の言う通り、俺のことをもう恋れん愛あい対象として見ていないのはそうなんだろうけど、だからと言って俺を嫌いになった訳でもないようで、そこはかなりホッとした。……干しシイタケくらい好き、という言葉に、どれだけ喜んだらいいかは微び妙みようだけどな！

　そう頭を悩なやませていると、雪縫は「ふわああ……」と大きなあくびをする。右の目の端、左の目の端をそれぞれ何度か指の腹で拭い、あくびをした際に出る涙なみだを拭い取った。それから彼女は俺に向き直ると、わざとらしく頬ほおを膨ふくらませ、不満げな顔で声を漏もらす。

「でも私、確かにくーさんを嫌いにはなってないけど……くーさんのこれまでの行動については、ちょっと言いたいことがある」

「え……これまでの行動って……？」

「くーさんは好きでもない女に、優し過ぎる」

　彼女はそう言って、俺に人差し指をずいっ、と突つきつけてきた。……それを受けて俺は、胸の奥が痛むのを感じる。自覚症しよう状じようがないぶん、だからこそ余計に申し訳なかった。

　そんな俺の顔を見て、雪縫は一つため息を吐つく。それから、彼女は静かに続けた。

「嘘うそつきな私を許してくれたところから始まって、クリスマスを一緒に過ごしてくれたり、プレゼントをくれたり……色町さんを助けたご褒美として、私がくーさんの手を勝手に握っても、拒絶しなかったこともそう。くーさんは好きでもない女に気を許し過ぎ」

「いや、それは……好きでもない女というか、雪縫だから……」

「────」

　ぼっ、と一いつ瞬しゆんのうちに、顔を真っ赤にする雪縫。それから、彼女は自分の顔をぱたぱたと手で扇あおいだのち、俺のスネに「ジゴロ滅ぶべし！」と言いながら蹴けりをくれた。めちゃんこ痛い。ギャグの範はん疇ちゆう超こえてる。痛みから、ちょっとだけ涙目になる俺だった。

「く、くーさん、そういうとこある！　そういうところほんと、よくない！　そのせいで私、ここのところ毎日牛丼屋通ってる！　くーさんのせいで食欲が止まらない！」

「え、ええと、その……ごめんなさい？」

「よくわかってないくせにとりあえず謝るな！」

　とりあえず謝ったらそのことに対してめっちゃ怒おこられる俺。むずい、怒ってる時の女の子の対処、めっちゃむずい……俺がそう素す直なおな感情を抱いだいていると、雪縫はまた一つ、深く嘆たん息そくした。それから、気を取り直したように彼女は続ける。

「はあ……もういい。とにかく、くーさんはもっと、好きな女とそうでない女に対して、明確な区別をするべき」

「ええええ……？　でもそれって、ちょっと酷ひどくないか？　自分の好き度合で相手に対する態度を変えるなんて、人としてどうかと思うんだけど……そりゃあ、気に食わない相手に冷たい態度を取るのは、人間だし仕方ないけどさ。気に入っている相手なら──」

「でも同列に扱あつかわれたら、勘かん違ちがいする。──実際、私はした」

「…………」

　そう言われて、俺は何も言えなくなる。また、彼女に対して申し訳ないという気持ちが頭をもたげた。ただ、ここでそう思ったことを伝えたら──もう一度、雪縫に謝ったら。それこそ怒られるのはわかっていたので、結局は何も言えないままだった。

　そんな俺を見て、微び苦く笑しようをしながら雪縫は続ける。それは、優しい声こわ音ねだった。

「別に、くーさんに恋愛感情を向けられてるって、そこまで勘違いはしてない。でも、期待はした。私に対してこんなに優しいくーさんは、誰にでも優しいからこうしてくれてるんじゃなくて、私を気に入ってくれてるから優しいんじゃないかって──このまま、一緒にいたら。いつかは好きになってもらえるんじゃないかって、そう思った……」

「雪縫……」

「だから、そう思ってたから……くーさんが色町のことを好きなんじゃないかって気づいて……実際、そうだってわかった時。私は……私は──」

　雪縫はそう言いながら、歩いていた足を止める。それから、俯うつむけた顔を静かに両手で覆おおった。……その時のことを思い出して、泣いているのだろうか。そう思い不安になった俺は努めて優しい言い方で「だ、大だい丈じよう夫ぶか、雪縫……？」と声をかける。すると──。

　ばっと顔を上げたら、涙など一いつ滴てきも零こぼしていなかった雪縫が、鬼おにの形相で続けた。

「マジで、くーさんをぶん殴なぐりたくなった……」

「え、雪縫……？」

「あいつ、私にあんだけ優しくしといて、色町のことが好き……？　ふざけるな。なら最初からもっと距離を取れ。私はただの女友達だって明確に線を引け、って思った。──クリスマスプレゼントとか、意味わかんない！　好きでもない女にやり過ぎ！　どっちかにしろ！　そこまでやったなら私のことを好きであれ！　好きじゃないならなんであんなに優しくすんだあいつ、ふざけんなって思った！　そんなことされたらもっと好きになる！　大切にされてるって感じたら──実際、ちゃんと大切にしてもらえたら！　私みたいな女は好きになるしかない！　だいたい、私はちょろい！　くーさんを好きになったきっかけだって凄くちょろい！　チョロイン！　だからくーさんに冷たくされなかったら、好きになり続けるに決まってる！　男の子とまともに話したこともなかった私が、優しくされたらもうお手上げ！　ぞっこん！　くーさんにぞっこんになるしかない！　そんな風に、優しいくーさんに私がどんどん惚ほれ込んだ挙句、でもくーさんは色町のことが好き？　はあ？　……ねえくーさん、酷いと思わない？　優しい男の子って、罪だと思わない？」

「あ、ああ、そうだな……」

「お前のことだよっ!!」

　俺の耳元で、爆ばく音おんでそう叫さけぶ雪縫。……精神的ダメージがえぐかった。途と中ちゆうから俺、ちょっと泣いてた。ごめん、ごめんな雪縫ってなりながら、ちょっと泣いてたよ……ああ、よーくわかった。時に、優やさしさは人を傷つける。俺、よーくわかったから……。

　ただ、これは口には出さない、俺の事情だけれど……俺は別に雪縫に対して、無自覚に優しくしていた訳ではなかった。──俺は雪縫のことを、一人の友人として心底気に入っているから。だから彼女にクリスマスプレゼントを用意するのも当然だし、普ふ段だんの接し方については、特に優しくしているつもりもなかったけど……雪縫がそう感じたのであれば、それはただ単に彼女に対する俺の思いが、普段の行動にも出てしまっただけだった。

　でも、そういう態度が雪縫を苦しめたのは事実なので、今後は自重できるよう努力しようと心に決めると、俺は……怒られるとわかっていても、「ごめんなさい」と雪縫に頭を下げた。すると雪縫は「もういい」と俺の謝罪をたしなめたのち、ふう、と恍こう惚こつの表情で息を吐く。それから、彼女はどこか満たされたような声音で言った。

「くーさんに言いたかったこと、やっと言えた……これで本当に、雪縫霙バージョン２にアップデート完かん了りよう。──くーさん。これからも、友達としてよろしく」

「はい、よろしくお願いしますです。恐きよう縮しゆくです」

「……く、くーさん？　そんなに、私のこと怖がらないで欲しい……た、確かにさっきのは、くーさんにフラれた直後の、私の本心だけど……もう、切り替かえられたのは本当。いまはそんなこと思ってないから、大丈夫……」

「それならいいんですけど……でも俺が最低の男なのは、事実でしかないですし……」

「……ご、ごめん、くーさん。私も色々あったし、暴走し過ぎた感ある。……こ、これ、私の非常食──『カロ〇ーメイト』のチョコ味。美味おいしいよ？」

「ありがとう雪縫。でも俺、これ貰もらったらあとでお前に、『私のこと好きでもないくせにカロ〇ーメイト貰ってんじゃねえよ！』とか思われたりしない？」

「私のせいでメンタルがだいぶおかしくなってる……」

　俺の発言を受け、気まずそうに視線を逸そらす雪縫。次いで、彼女は気を取り直したように曖あい昧まいな笑みを浮かべると、俺の手に無理やりカロ〇ーメイトの箱を握らせてきた。

「ええと、くーさん？　ちょっと言い過ぎたけど、そんなに気にしないで……繰くり返しになるけど、今の私が思ってる訳じゃない。あれは、ちょっと前の私が思ってたこと。それを、自分をフッたくーさんにぶつけたかっただけ……でも、言い過ぎた。ごめんなさい」

「いや、雪縫が謝る必要はないだろ。……本当に、これからは気をつけるよ」

「まあ、気をつけるって言っても、くーさんが他人に優しいのはくーさんの本質だから、直すのは難しいと思うけど……意識してくれたら嬉うれしい」

　雪縫はそう言って、にこやかに微笑ほほえむ。……先の発言からもわかる通り、俺は雪縫のことを酷く傷つけてしまったというのに、それでもこんな風に笑いかけてくれる彼女を、とても眩まぶしく思った。本当に強い、そして魅み力りよく的な女の子だな……。

　そんなこんなをしているうちに、学校に到とう着ちやく。「ふわああ……」とまたあくびをしながら目をこする雪縫と校門をくぐっていると、何の気なしといった様子で彼女は言った。

「あの、くーさん？　さっきうるさく言っちゃったから、ついでに、もう少しだけ言わせてもらうと──くーさんは、色町さんとさっさと付き合えばいいと思ってる」

「……はたから見れば、そうなんだろうけど……」

「もちろん、わかってる。──色町さんには問題がある。だからくーさんは、あなたが彼女と付き合うことで彼女の問題を表面化させたくないと思ってる。違う？」

「あ、ああ。そんな感じだ」

　雪縫が色町の問題を何となく理解している事実に驚おどろきつつ、俺は頷うなずいた。……でも、そうか。雪縫はヤンデレ状態の色町と、記き憶おくを失なくす前の俺が一いつ緒しよにいる姿を、見ていた筈はずだから。色町の抱かかえている問題についても、その輪りん郭かくをわかっているのかもしれないな。

「実は色町って、いまが凄すごくバランスの取れてる状態っぽくてさ……でもそれは、現状のバランスが良いだけで、それで安定したって訳じゃないんだ。だからこそ、そんな彼女に対して『交際』なんていう大それた一歩を踏ふみ出していいのか、悩んでてな……」

「くーさんが悩むのはわかるけど──でも私としては、そんな事情はどうでもいい。ただ私は、結局は両りよう想おもいなくせに、付き合わずにいちゃいちゃしてるくーさん達に腹を立ててるだけ。見ててムカつくからさっさとくっつけ」

「き、貴重なご意見、ありがとうございます……」

「参考にしろ」

　そう強く言い切ったのち、悪戯いたずらっぽい笑みを浮うかべる雪縫。……正直、まだ普段通りとは言い難がたい。でも、完全に普段通りとは言えないけど、それでも──こうして、雪縫と一緒に登校できた喜びを噛かみしめつつ、俺は彼女と別れて、自身の下げ駄た箱ばこへと向かった。

　右手には、彼女から貰ったカロ〇ーメイト。いまこれを食ったら、あの子が作ってくれる弁当を食べ切れなくなってしまうから、それはできないけど……近いうちに必ず食べるため、俺はそれをできるだけ傷つけないように、学生カバンにしまうのだった。




　　　　◆◆◆




『く、くーたん？　あなたから電話をくれるなんて、珍めずらしいわね』

　友人に戻もどれた雪縫と一緒に登校してから数日後の、土曜日。

　長いことスマホとにらめっこをしていた俺はいま、ようやく色町の番号に電話をかけ、彼女と通話していた。……そうした理由はごく単純で、ここ一、二週間の俺が、色町に対してどこかぞんざいというか、おざなりな態度を取ってしまっていたためだった。

　もちろん、故意にそうした訳じゃない。ただ、雪縫とのことに頭を悩なやませていた俺は最近、色町と一緒にいる際も上の空になる時間が多かった。そのことに、雪縫とのあれこれが一応の解決を見たいまになって気づいたのである。

　だから俺は現在、それに対する罪つみ滅ほろぼしというか、そうしてしまった色町と改めて向き合いたいと思った結果、こうして彼女に電話をし──休みの日に二人で会う約束を取り付けようとしていた。……記き憶おく喪そう失しつになって以降、自分から色町を誘さそうなんて初めてのことで、すげー緊きん張ちようしてます。色町に用がない限り、断られないとは思うんだけどな……。

　また、俺がこうして休日に色町と会おうとしている理由を更さらに重ねるなら、雪縫に背中を押されたから、というのもあった。「見ててムカつくからさっさとくっつけ」──彼女にそう言われてしまった俺はつい、色町にアプローチをせずにはいられなかったのだ。

　だ、だから別に、雪縫との関係が一段落して、そうしてホッとしたから、色町に会いたくなって電話したとか、そういうんじゃないからねっ！　勘違いしないでよねっ！

「いま、時間大丈夫か？」

『ええ、平気よ。今日は特に予定はなかったから、ぼんやりと壁かべのシミを眺ながめながら、くーたんの好きなところを１００個ほど考えていただけだから』

「なんつー休日の過ごし方をしてるんだお前……花の女子高生が枯かれすぎだろ」

『ちなみに、いまさっき１２８個目を見つけたところよ』

「もうとっくに１００終わってるじゃん。もっと時間を有意義に使えって……」

『む……いまの発言は、たとえくーたんだとしても聞き捨てならないわね。私にとって、休日にくーたんの好きなところをぼんやりと考えるというのは、決して無意味な行いではないわ。むしろ、最も有意義な時間の使い方の一つよ。ラグジュアリーなひとときよ』

「色町はたぶん、ラグジュアリーをはき違えてると思うぞ……」

　俺がそうツッコむと、スマホのスピーカーから『ふふっ』と愉ゆ快かいそうな声が漏もれ聞こえてくる。それに少しだけドキリとしつつ、俺は意を決して本題を切り出した。

「ええと、その……色町？　それで、用件なんだけど……」

『ええ、なにかしらくーたん。私がいま穿はいているパンツの色を知りたいのなら、それに答えることなど造作もないけれど』

「俺そんなこと一言も言ってないんだけど？　いいから。先に釘くぎを刺さしとくけど、答えなくていいからな？」

『ちなみに、ピンクよ』

「何で答えなくていいっつってんのに答えちゃうのお前は！」

『それはもちろん、くーたんに対するサービス精神からよ』

「俺に対するサービス精神が旺おう盛せい過ぎるだろ……一流ホテルのフロントかよ……」

　俺がそうツッコむと、電話越ごしにまた色町の楽しげな声。彼女が上じよう機き嫌げんそうで何よりだけど、これじゃいつまで経たっても話が進まないので、俺はいい加減、用件を口にした。

「つか、そうじゃなくてさ……俺がいま電話してんのは、その……明日、会えないかってこと、なんだけど……」

『────』

　電話越しでも、彼女が息を吞のんだのがわかった。もちろん、その表情まではわからないから、彼女がどんな顔をしているかは想像するしかないけど……きっと色町はいま、呆あつ気けに取られたような顔をしているに違ちがいなかった。

　そうして、少しはしゃいだ声が聞こえてくる。嬉しげに弾はずんだトーンで彼女は言った。

『くーたんに会いたいと言われるの、死ぬほど嬉しいわ……それじゃあ明日くーたんに万ばん全ぜんの状態で会うために、今日これから美容室に行って髪かみを整え、脱だつ毛もうサロンに行ってムダ毛を剃そり、エステサロンに行ってむくみを解消しなければね』

「あ、あの、ちょっとばかし気合を入れ過ぎでは……？　というか、じゃあ明日は大だい丈じよう夫ぶってことでいいのか？」

『ええ、大丈夫よくーたん。私も明日は特に何の予定もないから、くーたんがそう言ってくれるのなら、二人で会いましょう。──むしろ、何か予定があったとしても、くーたんのためにその予定を白紙に戻すから、明日は大丈夫過ぎるくらい大丈夫よ』

「いや何か予定があったのなら白紙に戻すなよ。俺と会うのなんかいつでもできるんだから、そこまで思い入れてくれるなって」

『でも、明日のくーたんには、明日しか会えないじゃない』

「────」

　いまのはちょっと、シンプルながらグッとくる発言だった。ふいに色町が告げた言葉に撃うたれ、そうして俺が何も言えずにいると、彼女は畳たたみ掛かけるように続けた。

『だから、くーたんが「会いたい」と言ってくれた時には、全力で会うための努力をしなければいけないのよ。そうするのが、いじらしい女というものでしょう？』

「……そ、そっか……」

　さらりと口にされた言葉達に、俺はついあてられる。……そうなんだよな。色町ってヤンデレだったり、スケベだったりが前面に出てるから、気づきにくいんだけど……彼女の一番の魅力って、すげーピュアなところなんだよな。

　これが電話でよかったと、今更ながら考える。もし面と向かって彼女と話していたら、この真っ赤な顔も彼女に見られていただろうから。

　そうして俺がつい黙だまり込んでいると、色町は少しばかり声こわ音ねを落として、彼女にしては珍しく、おずおずとした口調で尋たずねてきた。

『でも、くーたんからそう言ってくれるということは……雪縫さんとのごたごたは、終わったと考えていいのかしら？』

「え……お前、気づいて……？」

『くーたんから事のあらましを聞こうとはしなかったから、詳くわしくは知らないけれどね。……でも、元気がない最近のくーたんの様子を見ていたら、嫌いやでもわかるわ。何度あの女の実家に行って、ポストに増えるワカメを詰つめてやろうかしらと考えたもの……』

「色町は何かあるとすぐに、他人の実家に行って軽犯罪をしようとするな……」

『ふふっ。──でも、こうして私と会うことを望んでくれたあたり、彼女とのトラブルはもう解決したと考えていいのよね？』

「……ああ。一応はな」

　脳のう裏りに、彼女がつけていた青い花の髪留めがフラッシュバックした。それでも、俺はそう答える。信じ切れてはいなくとも、雪縫とのことは何とかなったと、そう口にした。

『そう。それは良かったわ。──それじゃあ私も明日から、くーたんにはいつも通りに接するわね』

「え……それは、どういう……？」

『ん？　もちろん、そのままの意味よ？　くーたんと雪縫さんとのトラブルは、解決したのでしょう？　であれば、私がここ最近は自重していた、くーたんに対するちょっぴり積極的なアプローチを、再開しようと思っているのだけれど……』

「────」

　その言葉に、今度は俺が驚く番だった。

　雪縫との関係に悩んでいたここ最近、俺は色町をかまってやれなかった。それでも、それに気づいていたであろう色町から事情を無理やり聞き出されはしなかったし、また彼女からの熱ねつ烈れつなアプローチも、なかったように思う──つまり、俺が雪縫との関係に悩んでいると感づいた色町は、俺から一歩引いて、俺が悩み終えるのを待ってくれていたのだ。

　……その事実を今更知り、俺は色町の成長に感動する。以前は自分本位なヤンデレだった筈の彼女が、雪縫との件に関しては、俺のことを黙って見守ってくれていた。──そこに、どれほどの我が慢まんがあったのかはわからない。けど、彼女は待ってくれていた。自分の中にある想いは、静かに抑おさえたまま──。

「……マジか……」

　また顔が赤らむのを感じる。俺は色町のことが好きだと、そう再確かく認にんした。変われると信じたら、どんどん変わっていく彼女に惚ほれ直す。……雪縫にも言われたけど、正直、今すぐにでも彼女にこの思いを伝えてしまいたい気分だった。

『あら、くーたん？　声が聞こえないけれど……電波が悪いかしら？』

「い、いや、ごめん色町。というか……あ、ありがとう」

『……ふふっ。くーたんにそう言ってもらいたかったから、そうした訳ではないのだけれどね。でも、どういたしまして』

　柔やわらかな声音で返され、俺はつい火ほ照てった顔を左右に振ふる。彼女に対する好意を自覚してから、どうにもやりづらい場面が増えていた。……だいたい、こうして『お前に会いたい』という電話を自分からするのも、すげー恥はずかしかったしな……。

　色町の成長につい驚おどろきつつ、俺は話を続ける。話題を元に戻すため、声を出した。

「と、とりあえず、明日は会えるんだな？　じゃあ、どこで会うかだけど……」

『是ぜ非ひ、私の家に来てくれないかしら。──ちなみに明日、私の両親は家にいないわ。だから、私が家で大きな声を出してしまっても問題は皆かい無むよ。何な故ぜ私がくーたんと二人きりの家で大きな声を出してしまうのかは、くーたんのご想像にお任せするけれど』

「……明日、どこで会うかなー。どっかいいとこないかなー」

『手て強ごわいメインヒーローね……でも私、絶対に攻こう略りやくしてみせるわ。くーたんとのグッドエンドに辿たどり着いてみせるわ』

「色町が俺のことを攻略するんだな……」

　どうやら色町には、俺視点のメインヒロインとして彼女がいるのではなく、彼女視点のメインヒーローとして俺がいる認識らしい。そういうところ、凄すごく色町っぽいなー。俺がそう思っていると、気を取り直したように彼女は続けた。

『両親が家にいない、うんぬんは冗じよう談だんだけれど──いえ、両親が家にいないのは本当だから、ワンチャン良い感じになりたいとは思っているけれど』

「その思考、男がするやつなんだよなあ……」

『でもくーたん、そういう思おも惑わくを抜ぬきにしても、私の家に来てくれないかしら？　もちろん、淫みだらなことはしなくていいわ。私はただ、くーたんと一いつ緒しよにいられるだけで幸せだもの。だから、私の家であなたと一緒に過ごしたいのだけれど……どうかしら？』

「……それなら、そうしようか」

『やったー！　ありがとう、くーたん！』

　俺が了りよう解かいすると同時、嬉うれしそうな声がスマホから聞こえてくる。……そんな訳で、雪縫に催さい促そくされた、という事実を言い訳に──更に言えば、最近は色町にかまってやれなかったから、という罪つみ滅ほろぼしも言い訳に、その実。

　ただ好きな女の子に会いたくなっただけの俺はこうして、色町と会う約束を取り付けることができたのだった。……もちろん、告白とか？　そこまではまだ考えていない。雪縫に催促はされてるけど、そこまでする勇気はまだ俺にはなくて──でも。

　色町と会えると決まっただけで、こんなにも気分が高こう揚ようしていること。それだけは間ま違ちがえようのない事実で……だから俺はそれに気づいて、つい苦く笑しようしてしまうのだった。




　　　　◆◆◆




　それから時間は経過して、翌日。午後一時過ぎ。

「おーい。こっちよ、くーたん」

「ん？　おう、色町」

　色町家の最寄り駅に到とう着ちやくした俺が改札を抜けると、そこで色町が待ってくれていた。なので俺は彼女へと歩み寄り、その正面に立つ。すると、色町は嬉しそうに顔を綻ほころばせた。

「マフラー、使ってくれているのね？」

「え──あ、ああ。これな……」

　自分の首元に巻かれている青色のマフラーを、俺は触さわる。以前クリスマスの日に、色町がくれたプレゼント。思いっきり『くーたん』と刺し繍しゆうが入っちゃってるので、学校に行く時なんかは恥ずかしくて巻いてなかったんだけど……まあ、今日は寒かったからな。

「ふふっ。実際に使ってくれているのを見ると、とても嬉しいわね……私が手作りしたマフラーをつけているくーたんを見ていると、心がムラムラするわ」

「そこはドキドキした方が健全では？」

「……あ、いいこと思いついたわ！　次のクリスマスに男物のパンツを自作してくーたんにプレゼントしたのち、『あなたが穿はいているところを見たい』と言えば、下着姿のくーたんを合法的に見ることができるじゃない！　しかも、エロい下着を作ってしまえば、くーたんがそれを穿く訳で──も、もしかして私、凄い天才なんじゃないかしら……!?」

「ああ。もしくは、凄い馬ば鹿かだな」

　俺がそうツッコむと、そんな風に言われることはわかっていたのか、色町は楽しげに笑いながら──そっと、俺の首に巻かれているマフラーに触ふれる。どこか愛いとおしげに、マフラーの形を少し整えながら「素す敵てきね」と呟つぶやいた。……ちなみに、色町がそうしている間、俺はめちゃくちゃ照れていた。これはちょっと、恋こい人びと感あり過ぎて駄だ目めですね……。

「それじゃあ、行きましょうかくーたん。申し訳ないのだけれど、ここから少しばかり歩くわ」

　それから十数分後。色町が言った通り、駅からそれなりに歩いた俺達は、彼女の住むアパートに到着。先に玄げん関かんを開け中に入った色町に続く形で、俺も中に入った。

「お、お邪じや魔ましまーす……」

「どうぞくーたん。あなたならお邪魔どころか、永住したって構わないわ」

　色町の小ボケをたまには流しつつ、俺は色町家に上がり込んだ。こ、ここが、俺の好きな子の家か……変な感動を覚えながら、先導する色町にくっついてフローリングの廊ろう下かを歩いていると、ふいに──「あ、くーたんさん」と誰だれかに話しかけられた。

　声のした方を振り返ると、そこには……黒くろ髪かみのナチュラルボブが印象的な、可愛かわいらしい女の子の姿があった。どことなく容よう貌ぼうが色町に似ており、顔のパーツが端たん整せいだ。身長は小さめで、雪縫と同じくらい小こ柄がら。どうやらおっぱいもあまりない彼女は、まだ容姿にあどけなさを残した、少し垂れさがった目じりがチャーミングな美少女だった。

　彼女は人好きのする笑え顔がおを浮うかべ、俺に話しかけてくる。喋しやべる声も可愛らしかった。

「お久しぶりです。えっと、どんくらいぶりですか？　……もう三ヵ月とか？　事故、大だい丈じよう夫ぶでした？」

「……ええと、君は……」

「あ、そっか！　確か、事故で記き憶おくを失なくしちゃったんですよね？　それじゃあ私のこと、覚えてないか」

「ごめん……」

　俺が謝ると、彼女は両手を胸の前でふりふりしながら「いえ、そんな」と言ってくれた。それから改めて口を開こうとすると、色町が彼女の前に出てきて、発言を引き取った。

「あの、私は──」

「この子は私の妹よ。色町日和ひより。中学二年生で、ソフトテニス部に所属しているわ。ちなみに、いま付き合っている彼氏の人数は二人よ。中学生って進んでるわよね」

「……ちょっとお姉ちゃん。平気な顔して嘘うそつかないでよ。私二股またなんてしてないし、そもそも彼氏なんてまだできたことないから。──そんな訳で、彼氏募ぼ集しゆう中ちゆうのぴっちぴちＪＣです。くーたんさん、改めてよろしくお願いします」

「年下よね？　募集している彼氏は、年下限定よね？」

「年上の方がありよりのあり」

「……そう、じゃあ戦争ね」

「いや、しないしない……というかお姉ちゃん？　さっきから私にもヤンデレるのやめてよ。いちいちめんどくさいよ？」

「ごめんなさい……」

　妹にそう言われ、しゅんとする姉。……今のちょっとしたやり取りで、彼女達の力関係というか、姉妹しまいの関係性が何となく把は握あくできるようだった。

　それから、俺は姉の方の色町に──姉町に視線を向けると、抑えめの声こわ音ねで尋たずねた。

「あの、色町？　俺、病院のベッドで目を覚ましてから、もうお前と長いこと一緒にいるけど……妹がいるなんて初耳なんだが？」

「あ、あら、言っていなかったかしら？　これはうっかりね」

「妹がいるのをうっかりで言い忘れることなんてあるのか？」

「いえ、私がうっかり、自分に妹がいる事実を忘れていたのよ」

「くーたんさんに悪印象を持たれないためだけに、私の存在を忘れたことにしないでよ」

　色町妹がそう、不満げな表情でツッコんだ。それから、彼女は改めて俺の方に体を向けると、少し苦笑しながら言葉を続ける。

「たぶんお姉ちゃんのことだから、私の存在をくーたんさんに伝えたら、また女のライバルが増える！　とかそんなしょーもない不安にかられて言わなかったんだと思います」

「ちょっと日和？　少し顔を貸してもらえるかしら。エグい姉妹喧げん嘩かをしましょう？」

「というかくーたんさん、私のこと、ちょっとも覚えてないですか？　私達って、くーたんさんが家に遊びに来てくれた時に、二人で『ぷよ〇よ』とかした仲なんですけど」

　平気で姉の言葉をスルーする妹ちゃん。色町の扱あつかいがぞんざいなあたり、姉妹という感じだった。──色町は妹の顔を覗のぞき込んで、驚いたように口を開いた。

「な、何それ……私、そんなことがあったなんて知らないのだけれど!?　いつの間にあなた達、二人で『ぷよ〇よ』を!?」

「ほら、あの日だよお姉ちゃん……お姉ちゃんが風か邪ぜでめっちゃ熱出てるのに、くーたんさんと遊ぶってきかなかったあの日。お姉ちゃんが寝ねたあとで、このまま帰すのも申し訳なかったから、くーたんさんと二人でやったんだよ」

「そ、それは本当に、ぷよ〇よだけで済んだのかしら……!?　もしかして日和、くーたんとペッティングぐらいはしたんじゃないの……!?」

「い、いや、ないから……お姉ちゃんキモい……」

　そう言って、照れたように顔を逸そらす色町妹。どうやら彼女、下ネタが苦手らしい。中学生ぐらいだと、まだそういうのに潔けつ癖ぺきな子の方が多いよな……このお姉ちゃんで大変だ。とか、俺がそんなことを思っていたら。

　──ぴり、と小さく頭痛。激しくない痛みが、それでも脳の隅すみ々ずみまで駆かけ抜けた。微かすかな記憶、幽かすかな追憶。目を瞑つむるとそこには、温かな景色が映し出されていた──。





「お姉ちゃんって、結構めんどくないですか？」

「……正直、めんどいとこもある」

「ですよね！　くーたんさんは絶対、そう思ってると思った！」

　色町家のリビングにて。二人はゲームのコントローラーを手に、テレビ画面を見つめていた。やっているのはいわゆる『落ちものパズル』のようで、実力的には彼の方が少し上手なのだが……どうやら彼はあえて手を抜いているらしく、画面上の勝負は白熱していた。

　そうして、日和は気の抜けたような声で、テレビ画面からは目を離はなさずに続けた。

「悪い人じゃないんですけどねー。なんというか、抱かかえてる感情が大きすぎて、間違っちゃった時が怖こわいというか……」

「あー……やっぱり家族なだけあって、よくわかってるな」

「しかも姉妹ですからね。……というか私も、ちょっと自覚症状あるんですよ。お姉ちゃんほどじゃないけど、お姉ちゃんを見て我が振ふり直してるところ、ありますから」

「え、そうなの？　日和ちゃんって、色町とは違うというか……どこか気立てのいい子って感じだから、その年で割と完成してると思うんだけど……」

　彼のその言葉に、日和は苦笑した。手元がおろそかになり、ゲームでミスをする。「あ！　最悪……」小さく呟いたのち、彼女は一つため息をつくと、言葉を続けた。

「くーたんさんは、あのお姉ちゃんを見てますからね。その反動で、私に好印象を抱いだくのはわかりますけど、正直、根本はそんなに違わないと思います」

「そ、そうなのか……君達はヤンデレ姉妹なのか……」

「そう括くくられちゃうのは不満ですけど、強くは否定できないかな……」

「……これは、例えばの話だけどさ。日和ちゃんに大好きな彼氏がいるとして、そいつが浮うわ気きしたらどうする？」

「んー」

　ぽち、ぽち、とゲームをしながら考える日和。しばし黙もつ考こうしたのち、彼女は次の授業の時間割を友人に告げるような気軽さで、告げた。

「浮気相手をボコボコにして、彼氏の反応を見ます。それで、本気で入れあげてるようだったら、別れるしかないですかねー……でも、好きな人とは別れたくないなあ……というか、別れるにしても、何かしらの復ふく讐しゆうをしてやらないと気が済まないかも……」

「…………あ、姉以上じゃね？」

「え？　何か言いました？」

「言ってない。言えようはずもない」

「ですか？　じゃあいいんですけど」

　さして気にした風もなく、日和はそう告げる。──そうしているうちに、ゲームは終しゆう盤ばん。彼が手を抜ぬいたことにより接戦になった勝負は、彼女の勝ちで幕を閉じた。

「やった！　勝ったー！」

「くそ、負けた……強いな、日和ちゃん」

「ふふっ──くーたんさんこそ、優やさしいですね。女の子にモテるでしょ」

　そう言って、彼女は彼に小さく微笑ほほえみかける。それに、ばつが悪そうな顔をする彼。それを見てまた笑うと、日和は楽しげに続けた。

「でも、こんだけ人間ができてるくーたんさんなら、浮気とかしなさそうだなー。私も彼氏にするなら、くーたんさんみたいな人がいいかもです」

「…………」

「ま、手を出したらお姉ちゃんに何されるかわかんないので、やめときますけど」

「あの……あんまり、年上をからかわないでくれないか？」

「あははっ。もう一戦いきましょう！　次は手加減なしでよろです！」

　彼女の明るく元気な声に、苦笑いをしつつも彼は頷うなずく。──それは、秘密めいた二人だけの時間。彼と彼女がしっかりと言葉を交かわし合った、初めての日のことだった。






「ああ、思い出した……お久しぶり、日和ちゃん」

「ふふっ。お久しぶりです、くーたんさん」

「……それじゃあくーたん、いい加減、私の部屋に行きましょうか？　ほら、早くしましょう。──大丈夫、ちゃんと避ひ妊にん具も用意してあるわ」

「いや、いつ俺がそんな心配したよ……ちょ、おい、色町!?」

「それじゃあ、またあとでお話ししましょうね、くーたんさん！」

　日和ちゃんにそう声をかけられつつ、俺は色町の部屋に連れ込まれる。その際「今日はお母さん達と一いつ緒しよに出かけるって言ってた日和が、どうして家にいるのよ……！　これでは、くーたんとエロいことがし辛づらいじゃない……！」と怒ど気きを孕はらんだ声でお姉ちゃんが言っていたが、俺は何も聞かなかったことにするのだった。スルースキル大事。




　　　　◆◆◆




　そうして俺は、色町の部屋に足を踏ふみ入れる。……色んな意味で緊きん張ちようしながらドアを通ったが、そこは割と普ふ通つうの部屋だった。ベッド脇わきに犬のぬいぐるみがぽこぽこ置かれていたり、床ゆかにハートのクッションが二個置かれていたりと、女の子らしい小物が各所に配置されているが、あとは白を基調としたシンプルな部屋だ。ちなみに、勉強机の上には家族写真が置かれている。意外な一面。

「それじゃあ、ええと……このクッションの上に座っていいか？」

「ええ、もちろんどうぞ。──ふふっ、間接お尻しりね？」

「……何だっけ、その謎なぞワード。なんか前にもそんなこと言ってたよな」

　俺は言いつつマフラーや上着を脱ぬぐと、二個あるハートクッションの片方に腰こしをおろした。すると色町が「少し詰つめてもらえるかしら？」と言いながら、俺が座ってるクッションに自分も座ろうとする。え、なんで同じクッションに座ろうとしてんのこの子!?

「あの、色町さん？　俺の隣となりにもう一個、お前が座れるクッションがあるんだけど？」

「ああ、あのクッションは今ちょうど、廃はい品ひんになったわ」

「そんなちょうど廃品になることがあるかよ……」

「悪いなの〇太。このクッション、二人用なんだ」

「聞いたことのないパロディの仕方だ……え、てか、ほんとに？　確かにこのクッションはちょい大きめだから、二人で座るのもできなくはないけど──で、でもやっぱ、ちょっと狭せまくないか……？」

「お尻が大きくてごめんなさいね」

「いや、そういうことを言ってるんじゃなくてな？」

「ちなみにくーたんは、お尻の大きい女の子は嫌きらいかしら」

「…………」

「ふふっ。胸だけではなく、こっちもくーたんのために育てておいて正解だったわね」

「お、お尻を育てる方法なんて聞いたことないんだけど？」

　俺がそうツッコむと、楽しげな様子の色町は一度クッションから立ち上がり、「飲み物を持ってくるわね。緑茶、オレンジジュース、紅茶、ラブジュースとあるけれど、どれがいいかしら？」と聞いてきた。……なんか一個変なのが混ざってたけど、俺は気にしないようにして「オレンジジュースを頼たのむ」と答える。すると「わかったわ、ラブジュースね」と言って色町は部屋から出て行った。……まさか本当に用意したりしないだろうな？

　そうして色町の部屋で一人になった俺は、改めて部屋の中を見回す。……こ、これが、俺の好きな女の子の部屋か……なんかいい匂においがするな、と思って脇にある洋服棚だなの上に視線をやれば、オシャンティな陶とう器きみたいな芳ほう香こう剤ざいが置かれていた。女の子の部屋は良い匂いがする、という噂うわさの真相はこいつか……！

　とりあえず、色町の部屋に上がり込みはしたものの、だからって告白とかそういう大それたことはしない……んでいいんだよな？　俺がそんなことをやきもき考えていると、しばらくして、お盆ぼんを持った色町が部屋に戻もどってきた。お盆の上にあるコップに注がれている黄色い液体は、どうやらオレンジジュースらしい。よかった、一安心。

「本当はこのオレンジジュースに一いつ滴てきだけ愛液を垂らしておいて、それをあなたが飲み終えたあとで、『実はそれ、私のラブジュース入りよ』と言ってくーたんを驚おどろかせたかったのだけれど──それをしたらさすがに嫌われると思ったから、自重したわ」

「よかった。色町はすげースケベだけど、スケベ過ぎる行いはなんとか自重できるギリッギリ常識人でほんとよかった」

「褒ほめられている気がしないわね……」

「褒めてはいないからな」

　そうして、色町は再び俺の座っていたクッションに、割り込むように座る。……距きよ離りを取ろうと端はしの方に座っていたのに、色町が座った反動で俺も中央に戻されてしまった。ぴったり触ふれ合っている肩かたがやけに熱い。芳香剤とは別の香かおりがする。超ちようドキドキする！

　そうして俺が緊張していたら、隣にいる色町も恥はずかしげに頬ほおを赤らめる。次いで、彼女は照れたように髪かみをかき上げると、可愛かわいらしくはにかみながら言った。

「こうしていると、ぺ、ペッティングしたくなるわね……」

「恥じらいながら言う台詞せりふじゃねえ……」

　キスとかならまだ可愛かったものを、一個上にするだけで可愛さが消し飛んでいた。

　それから、彼女は「このままだと、くーたんを襲おそってしまうわ……」とか恐おそろしいことを呟つぶやきながら立ち上がり、また部屋を出た。──一分も経たたずに色町は部屋に戻って来ると、その手にボードゲームを抱えていた。それを掲かかげながら、彼女はこう告げる。

「二人で『〇生ゲーム』をやりましょう」

「別にいいけど、それってもっと大人数でやるもんじゃ──あ、妹も呼ぶのか？」

「いいえ、二人よ。くーたんと私はこれから、二人で『〇生ゲーム』を遊ぶのよ」

「何でそんな頑かたくななんだ……日和ちゃんも家にいるんだし、ちょうどいいから三人でやらないか？　たぶん、そっちの方が楽しいだろ？」

「あのビッチとくーたんは遊ばせられないわ」

「実の妹になんてこと言うんだお前」

　俺がそうツッコむと、色町は顔を逸そらしながら「ごめんなさい、日和……」と呟いた。妹に対して酷ひどい発言をした自覚はあるらしい。そこはちゃんとお姉ちゃんだった。

　ともかく、二人でやる！　という色町の頑なな意見を受け、俺達は〇生ゲームを二人ですることとなった。……これ、二人でやって楽しいのか？　そう疑問に思いつつも、俺達はボードを広げて準備を始める。ちなみに、今度こそ色町は俺と同じクッションではなく、もう片方のクッションに座ってくれていた。最初からそうして欲しかったですね！

　そうして準備完かん了りよう。色町からルーレットを回して出目を決める。──八。最初の職業選せん択たくのマスに止まると、そこには望めばアイドルになれると書いてあった。

「私は別に、くーたんに愛されたいだけで、その他の有う象ぞう無む象ぞうから愛されたい訳ではないのだけれど……あら、実入りがいいわね。──紙し織おり、アイドルになります！」

「たぶんアイドルになった史上、一番嫌いやな理由だな……」

「くーたんにヤンデレるのにも、お金がかかるのよ……」

「なんて名言出してくれてんだお前」

「盗とう聴ちよう器き、盗とう撮さつ用のカメラ、ボイスレコーダー、それらを管理するパソコンなどなど……くーたんを好きになってからは、まああらゆる面で出費がかさんでしまったわ。──もちろん、今はそんなことに出費してはいないけれどね」

「ああ。信じてるぞ、色町……」

「ただ今度、新作の高性能盗聴器が出るらしいのよね……あ、あの、くーたん？　くーたんに直接、『盗聴器を仕し掛かけさせてください！』と面と向かってお願いをすれば、それを仕掛けても構わないかしら？　それはヤンデレているということにはならないわよね？」

「俺は信じているぞ、色町……！」

「…………私がこれまで受け取っていた、盗聴器などのヤバイ品々を取り扱あつかう専門店、『あんぐら屋』のメールマガジンを、いま配信停止にしたわ」

「偉えらいぞ色町！」

　色町がまた一つ、ヤンデレじゃなくなった瞬しゆん間かんだった。……というかなんだ、ヤバイ品々を取り扱ってるのにメールマガジンを配信する店って。そんなことしていいのか？

　思いつつ、続けて俺もルーレットを回す。四。選択できる職業はホストだった。

「ホスト……あんまり俺にできる気がしないけど……」

「どこのお店で働くの？　私、太客になる準備はできているのだけれど？」

「店に入る前から太客ができているあたり、俺って意外と才能あるのか……？」

「アイドルファンが私に貢みついでくれたお金を、ホストのくーたんに全部溶とかすわ」

「嫌なサイクルができてる!?」

「ただ、ホストのくーたんに会えるのは嬉うれしいけれど、仕事で他の女にも良い顔をするのが嫌ね……雪縫さんや花はな屋や敷しきさんも、絶対に来るでしょうし」

「俺んとこに来る客、知り合いばっかだな……」

「あと、私の身は滅ほろぶでしょうね」

「冷静な顔でなんてこと言うんだお前は！」

「アイドルをやっている間はいいけれど、私は次し第だいに仕事をしている時間も惜おしくなって、くーたんに会いに行くようになるわ。そうして貯ちよ蓄ちくをじゃぶじゃぶ溶かしたあと、私が向かうのは違い法ほうな金貸しの方々のところよ。そんなこんなで、数年後には蟹かに工こう船せんね。もしくは、ソープにでも沈しずめられるんじゃないかしら？」

「そんな『闇やみ金きんウ〇ジマくん』みたいな……！　そ、そうなる前に何とか俺から抜ぬけ出してくれよ！」

「無理よ。恋こいは盲もう目もくだもの」

「流石さすがに盲目が過ぎない？」

　俺はそうツッコみつつ、うんうん考える。……別にゲームなんだから軽い気持ちでホストになればいいんだが、好きな女の子を破は滅めつさせたくないしなー。そう思った俺はホストになるのを諦あきらめ、フリーターになった。すると、色町がこちらを見て笑いかけてくる。

「私のことを思って、やめてくれたのかしら」

「そ、そういう訳じゃないんだからねっ！」

「ふふっ。ありがとう、くーたん」

　俺がツンデレ台詞で誤ご魔ま化かしても、どうやら色町には通じないようだった。稚ち気きの残る笑えみを向けられ、俺はつい照れる……あんま良い笑顔見せるなよ。コクりたくなるから。

　そんなこんなで『〇生ゲーム』は進んでいき、彼女にもこの時が来た。

「ついに結けつ婚こんか。おめでとう、色町」

「ありがとう、くーたん」

「というか、アイドルなのに結婚する相手いたんだな……恋れん愛あい禁止じゃなかったのか？」

「そういうものよくーたん。それでは記者会見で早さつ速そく、『私、デキ婚します』と報告しなければね」

「テレビの向こう側にいるファン達の阿あ鼻び叫きよう喚かんが聞こえるようだな……」

「ちなみに、しばしの産休を取ったのち、生活が落ち着いた頃ころにまたアイドルに復帰する予定だから、懲こりずに応おう援えんしてね」

「面つらの皮の厚さが凄すごいなお前……」

　俺達のちょっぴりエッチなアイドル、しおりん（紙織なので）がとんでもないことになっていた。今こそ、ファン力が試ためされる時……！

　そんなことを思っていると、「よいしょ」という可愛い掛かけ声と共に、色町が俺の車から青い棒を──つまりは俺のアバターを引っこ抜いた。そうして、とすっ、と自分の車の助手席に乗せると、何食わぬ顔で彼女は告げた。

「私の結婚相手は、この方です」

「いやいやいや、色町？　それ、俺だから。勝手に俺のアバター引っこ抜かないでくんない？　俺の進めてる車が無人になっちゃったよ？」

「ふふっ。これからは二人で人生を歩んでいきましょうね、くーたん」

「な、何が面おも白しろいんだこれ……!?　俺がお前の車に乗っちゃって、二人で一個のコマを進めてく『〇生ゲーム』って、どう面白がればいいんだよ……！」

「それはもちろん、これから私とくーたんの間に何人の子供ができるのか、を楽しめばいいのよ。さっき確かく認にんしたら、子供を作る、というマスは全部で八個あったわ。──全部に止まって、大家族になりましょうね」

「趣しゆ旨しめちゃくちゃ変わってる!?　……と、というか、色町としては俺と結婚するのでいいのか？　俺、いまフリーターなんだけど……大家族養えそうにないんだけど」

「な──そんなのあなたが気にすることじゃないわくーたん！　私にとってはくーたんが旦だん那な様なだけで、この上ない幸せなのだから！　お金のことは心配いらないわ！　私があなたを食わせるもの！　──私がくーたんを幸せにするからあなたは黙だまって婚こん姻いん届とどけに判を押してくれればいいのよ！」

「やだ、男らしい……！」

「という訳ではいこれ！　この『ゼ〇シィ』の付録としてついてきたピンクの婚姻届に、あなたの捺なつ印いんをお願いするわね！」

「ああ、わかった！　──ってなるか！」

　いきなり差し出された婚姻届に、そうノリツッコミをする俺。それを受けて色町は、「さすがに、ノリだけで押し切れるものではないわよね……」としょんぼりした顔をする。逆に、ノリだけで婚約できてたらどうするつもりだったんだ……。

　そうして、いったん場が落ち着いたのち、俺は自分のアバターである青い棒を、色町の車から引き抜いた。「ああ、くーたんが……もう離り婚こんなの……？」いちいちマジで悲しそうな顔をしないで欲しかった。──それから、俺は新しく青い棒を小箱から取り出すと、色町の車の助手席にさす。すると色町はなお悲しそうな顔をして、ぽつりと呟いた。

「今夜、くーたんじゃない、好きでもない男に抱だかれるのね……」

「『〇生ゲーム』を楽しみ過ぎだろお前……設定だから。このボードゲームのルール上の、仮の旦那だから、な？」

「私、仮でもくーたん以外の男を夫にしたくないわ……」

「う……そ、それは、ありがとうだけど……」

　しょげている色町の零こぼした言葉に、つい頬を赤らめる俺。それがバレないように、頭を左右に振ふって赤らみを飛ばしたのち、俺は彼女にお金として扱われている紙を手て渡わたした。

「はい、これ。ご祝しゆう儀ぎ」

「……受け取れないわ、くーたん……だって、こんな辛つらいことを、あなたから祝われるなんて……そんなの、あまりにも悲し過ぎるもの……」

「こんなに『〇生ゲーム』の設定に没ぼつ入にゆうして遊んでくれる人がいるとは、制作者さん達も思ってなかったろうなあ……」

　言いつつ、俺は色町に無理やり金を握にぎらせたのち、ルーレットを回す。すると、色町に続いて俺も、結婚のマスに止まった。なので、未来の嫁よめさんを小箱の中から取り出そうとしたら……とすっ、と。俺の車の助手席に、色町の車から移動してきたピンクの棒がささった。それをした張本人は俺に顔を向けると、満面の笑みを浮うかべながらこう告げる。

「お嫁に来たわ」

「なんでお嫁に来ちゃうのお前は！」

「大だい丈じよう夫ぶよくーたん。さっきの男からは、抱かれる前に逃にげて来ることができたから。私は未いまだ生き娘むすめよ。くーたんに献けん上じようするための処しよ女じよ膜まくは残っているわ」

「いつ俺がそれを献上して欲しいって言った!?」

「ふふっ。──ふつつか者ですが、よろしくお願いします」

　色町はクッションから下りて床ゆかに正座すると、三つ指ついて俺に頭を下げた。……それを見た俺はため息をつきつつも、つい笑ってしまう。──正直に言って、楽しかった。色町と『〇生ゲーム』をしながら二人でしょうもない話をしているだけだけど、それがたまらなく楽しかった。……そうして、俺は思い知らされる。

　やっぱり俺は、色町紙織のことが好きだ。

　色々と面めん倒どうだったり、大変だったりする彼女だけど、だから好きだ。……早く、俺がそう思っていることを、彼女に伝えられればいいのに。俺はそんなことを考えながら、ちょっと肩かたを竦すくめて、仕方なさげに返事をするのだった。

「もうこのまま進めるか、『〇生ゲーム』」

「え……ということはくーたん、私と生きてくれるのね!?」

「間ま違ちがっちゃいないけど、また言い方が重いなおい……」

「やったー！　くーたんと結婚！　くーたんと結婚できたわ！　──私、もう一生、『〇生ゲーム』の中で生きるわね！」

「頼たのむから勢いだけでとんでもない宣言をしないでくれるか？」

　俺がそうツッコんでも気にした風もなく、俺の腕うでを取って上じよう機き嫌げんの色町。……柔やわらかな胸の感かん触しよくに戸と惑まどう俺に笑いかけつつ、「結婚初夜が待ちきれないわ！」とか言ってきた。それに対して俺は、赤らんだ顔を背そむけることしかできない。色町はもうちょっと、自制できるようになるといいんですけどね！

　そうして同じ車に乗った俺達は、二人で金を増やしたり減らしたりしつつ、一つのコマを進めていく。……正直、ゲーム性もクソもあったもんじゃないけど、子供が増える度たびに色町がマジで嬉しそうな顔で「男の子？　それとも、女の子かしら？」とか言ってくるので、彼女が楽しそうならまあいいかー、と思う俺なのであった、まる。
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「ねえ、くーたん。あなたと『〇生ゲーム』で子作りをしているうちについ発情してしまったから、トイレで淫みだらなことをしてくるわね」

「……真正直にそんなこと言わんでいいから。静かに行ってくれ」

「ふふっ、冗じよう談だんよ。──少しばかり、お花を摘つみに行ってくるわ」

「なんで色町はいちいち重いジョークを挟はさまないと、トイレにも行けないんだ……」

「ちなみにだけれど、あそこのチェストに私のパンツが入っているから、私のいない間に好きなだけハレンチな行いをしてくれていいわ」

「何で女の子の方から下着の場所を教えてくれんだよ……何もしないから……」

「そう？　お土産みやげに何枚か、持って帰ってくれても構わないのだけれど」

「お前は早くトイレに行け！」

　俺がそう叫さけぶと、色町はふふっと笑いながら部屋を出て行った。まったく、俺が良識のあるやつだから良かったものの、色町のパンツを嬉き々きとして持って帰るスケベだったらどうするんだ……思いつつ、俺は色町が指差したチェストを何の気なしに見やる。もちろん、見ているだけだ。たとえ許可があるからって、パンツを持って帰ったりはしな──。

「くーたんさん」

「うわあああ!?　し、してない！　俺は紳しん士しだから何もしてないからな!?」

「それは、見ればわかりますけど……なにテンパってるんです？」

「あ、いや……日和ちゃん？」

「どうもです。──ちょっとだけお話、いいですか？」

　いきなり部屋の扉とびらを開けた日和ちゃんは、そう言って俺を手招きする。なので俺が部屋の外に出ると、彼女は次いで「じゃあ、ついてきてください」と言った。言われた通り、彼女についていくと──玄げん関かんに到とう着ちやく。そこから彼女は、靴くつに履はき替かえてアパートの外に出てしまった。え……ちょい待ち。ついてきてって、どこまで行くんだこれ？

「ひ、日和ちゃん？　お前のお姉ちゃん、いまトイレに入ってて、だから勝手に外出るのはまずいと思うんだけど……」

「むしろ、お姉ちゃんがトイレに入るのを待ってたんですよ。──こうでもしないと、くーたんさんと二人きりになれないので」

「ふ、二人きり……？　なんで俺と、そんな──」

「お姉ちゃんのことで、ちょっと話がしたくて」

「……色町のことで？」

　俺から『会いたい』と色町を誘さそった手前、彼女を置いて日和ちゃんと外に出るつもりなどなかった俺の心が、確かに揺ゆらぐ。色町の妹が、色町のことで話がある、って──。

「それ、具体的には？」

「落ち着いてから話します。──ほら、早く早く！」

　日和ちゃんにそうせかされ、勢い靴を履いてしまう俺。……日和ちゃんが一体、色町についてどんな話をするのか気になってしまった俺は、彼女に気け圧おされる形で色町家を出たが──こ、こんなことして、色町の精神は大丈夫か……!?　俺はそう不安に思いつつも、姉と似たような強ごう引いんさを持つ妹に、駆かり出されるのだった──。




　そんなこんなで、十数分後。俺と日和ちゃんはコーヒーショップのテーブル席で、向かい合って座っていた。テーブルの上には俺のカプチーノと、日和ちゃんのバニラフラペチーノ。ちなみに、彼女のぶんを奢おごろうとしたらぴしゃりと拒きよ否ひされてしまった。大人だ。

　お互たがいに飲み物を飲んで一息ついたのち、日和ちゃんは楽しげにはにかんだ。

「駆け落ちみたいで、どきどきしましたね」

「…………」

「あ、くーたんさん、ちょっと赤くなってる。意外と免めん疫えきない感じですか？」

「ほっといてくれ……というか、年上をからかうなよ。日和ちゃんって、実は小こ悪あく魔まだったりするのか？」

「ふふっ。ですかね？」

　そう言って悪戯いたずらっぽく笑う日和ちゃん。その笑え顔がおがもう小悪魔じゃないですかー。

　デレたことを平然と言う感じも、ちょっと色町に似てるな……とか俺が考えていると、日和ちゃんは改まって姿勢を正したのち、こう告げた。

「ともかく、私がこうしてくーたんさんを連れ出したのは、他ほかでもありません。──わ、私も、くーたんさんのことが好きだからですっ！」

「な──え!?」

「というのは冗談で」

「…………いやほんと、日和ちゃんは何がしたいんだよ。俺をからかって楽しいか？」

「はい、結構楽しいです！」

「女子中学生の無む垢くな笑顔見せるのやめろ。言ってることは性格悪いぞ」

　俺がそう言うと、また更さらにあははっ、と無む邪じや気きに笑う日和ちゃん。姉もそうだけど、妹も中々の性格をしてるっぽかった。この姉妹しまい、根底のところで似てる感ある。

「でも、別にくーたんさん的には、私がくーたんさんを本当に好きだったところで、大して動どう揺ようもしないんじゃないですか？　お姉ちゃんの話だと、なんかくーたんさん、色んな女の子に好かれてるっぽかったし。今更中ちゆう坊ぼうのちんちくりんに好かれてるってわかったところで、ああいつものやつね、ぐらいじゃないんですか？」

「何でそんな冷たい自己分ぶん析せきができるんだ日和ちゃんは……大人びてるなあ」

　俺から見た彼女のことを、中坊のちんちくりん、と形容しているところに、彼女の冷静さというか冷めた部分を垣かい間ま見みる俺だった。

「というか、日和ちゃんは何な故ぜか自分のことを低く見積もってるみたいだけど、あれだよ？　俺から見たら日和ちゃんは、すげー可愛かわいい部類に入るからな？　冗談でもアプローチされたらなびく自信があるくらい、魅み力りよく的だからな？　なのであんまり、好きとかそういう嘘うそはつかないでもらえると嬉うれしいです」

「…………」

　俺の本音を受け、何故か日和ちゃんはじーっと俺を見やる。それから彼女は小さく笑みを浮かべると、「やっぱくーたんさん、モテそうだなー」と零こぼした。……いや、今の話のどこにモテそうな要素が。思っていると、日和ちゃんは一つ咳せき払ばらいをしたのち、続けた。
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「てか、今日はそういうのはいいんです。私とくーたんさんの関係はおいおいというか、くーたんさんの視界に私が入ってから始まるものでしょうしね」

「え……今も俺の視界には、日和ちゃんが入ってるけど……？」

「比ひ喩ゆ表現です。察してください。──もっと具体的に言えば、くーたんさんが私をエロい目で見始めたら、そっからが本番って感じですね。……エロい目で私を見るくーたんさん、キモい……」

「あの、俺いま謂いわれのない中傷を受けた気がしたんだけど、俺の気のせい？」

「ご、ごめんなさい……私、えっちなのとか超ちよう苦手で。だから、同じクラスの男子とか、ほとんど苦手です。反へ吐どが出ます」

「言葉が強いなおい。……ただ、中学生男子は、エロくて仕方ないとこあるから。俺もその頃ころを経験してるからわかるけど、あの時期の男って猿さるだから……許してやって」

「嫌いやです。猿にかける慈じ悲ひはありません」

「手厳しい潔けつ癖ぺきさだ……」

「ちなみに同じ理由で、クラスメイトの女子も大半が苦手です。あいつら、何なら男子よりエロいので」

「意図せずとんでもない女子中学生事情を聞けてしまったぜ……」

「というか、さっきから話が全然進んでないですね……いい加減、本題いいですか？」

　日和ちゃんは改まって俺にそう言ってくるが、しかし、その前に俺にはやっておかなければいけないことがあったので、彼女に「ちょっと待ってくれ」と断りを入れた。それから、おぼつかない手つきでラインのメッセージを作成。内容は『ちょっと、妹さんと外に出てくる』という簡素なもので、もちろんあて先は色町だ。

「お姉ちゃんに連れん絡らくですか？　……むしろ、しない方がいいと思いますけど」

「俺も、しない方がいいとは思うんだけどな……」

　でも色町を勝手に置いてきてしまった以上、これぐらいの誠意は見せないとな。そんなことを思いつつ、俺はメッセージを送信し終えると、スマホをテーブルに置いた。それから「もう大だい丈じよう夫ぶ」と日和ちゃんに告げる。すると、彼女は微び妙みような顔をして俺に言った。

「もう大丈夫どころか、これからくーたんさんのスマホ、着信とかラインの通知とかでとんでもないことになると思いますけど……」

「……やっぱそうかな？」

「大事な話をしてる時に、お姉ちゃんの着信で話の腰こしを折られちゃうのもあれなので、サイレントモードにしといてもらえますか？」

「さ、サイレントモードって？」

「スマホを消音状態にするモードですよ。え、知らないんですか？」

「い、いや、もちろん知ってるぞ！　何を言うんだよ日和ちゃん、現げん役えき高校生の俺が知らない訳ないだろ。……じゃあ早さつ速そく、そのサイレントモード？　にしちゃうな！」

「語ご尾びにハテナついてますけど」

　日和ちゃんにそうツッコまれつつ、俺は手の中にあるスマホと向き合う。……そうして時間が経過すること、五分。ふいに日和ちゃんは怒ど気きを孕はらんだ声で、こう言った。

「貸してくださいくーたんさん。未いまだ類るい人じん猿えんであるくーたんさんに、人類最さい先せん端たんであるそのデバイスは扱あつかい切れません。私がサイレントモードにするので、貸してください」

「はい……」

　強制的に没ぼつ収しゆうされる俺のスマホ。それから日和ちゃんは、手早く俺のスマホをサイレントモードにすると、それを俺に返してくれた。最近の若い子は凄すごいなあ……。

「あ、ちなみにですけどくーたんさん。私のラインと電話番号も、ついでに入れておきましたから。他意はないですけど、これからまたよろしくお願いしますね」

「あ、うん……よろしくね」

「はい。別に他意はないですけど、よろしくです」

「他意がないなら何で二回言った？」

　何故か含ふくみ笑わらいをする日和ちゃんに、俺はそうツッコむ。──ちなみに、色町にラインを送ってから日和ちゃんにサイレントモードにしてもらうまでの間、色町からと思われるラインの通知は絶え間なく、俺のスマホから鳴り続けていたのだった。あとが怖こわすぎる。




　　　　◆◆◆




「それじゃあいい加減、本題に入りますけど──」

　そうして、仕切り直すように話し始める日和ちゃん。彼女は一度そこで言葉を切ると、先さき程ほどまでのどこか弛し緩かんした空気を断たち切るように、真しん剣けんな声こわ音ねで告げた。

「あの、もしかしてくーたんさんって、まだお姉ちゃんのことが好きだったりします？」

「────」

「あ、でもくーたんさんって、一度記き憶おく喪そう失しつになってるんですよね？　じゃあええと、より正確には──くーたんさんって、お姉ちゃんのことをもう一度、好きになっちゃいましたか？　って言うのがいいのかな。……どうです？」

「……ベ、ベツニ？　イイオトモダチダヨ？」

「黒確定ですね」

　目を逸そらして答えたからか、日和ちゃんにそう断言された。……記憶を失って以降、彼女とこうして会うのは初めてなのに、看破されるのが早すぎる！　どうやら日和ちゃん、記憶喪失前の俺が色町を好きだったこと、何となく知ってるっぽいな……俺がそんなことを考えていると、日和ちゃんは、はあ、と一つ大きな溜ため息いきを漏もらしたのち、続けた。

「昨日お姉ちゃんが『くーたんが明日、私と会いたいって言ってくれたわ！』って私に報告しに来たので、休日にお姉ちゃんに会いたがるなんて、もしかしたらそうなんじゃないかなと思ってましたけど、やっぱりそうでしたか……くーたんさんって、お姉ちゃんに関する記憶、どんくらい取り戻もどしてるんですか？」

「……まあ、だいたいは」

「ヤンデレ関連はほぼ網もう羅らしました？　弁当に媚び薬やく、お姉ちゃんの部屋で手て錠じよう、無理やりディープキス、あとなんだっけな……くーたんさんのパンツ盗とう難なん事件とか？　ん？　でもあれは未み遂すいだったっけ？」

「思い出してくれ日和ちゃん。未遂だったことを早く思い出してくれ日和ちゃん！」

「あはは……でも、そういうリアクションってことは、ヤンデレ関連の記憶はだいたい思い出した感じですね。──それでも、お姉ちゃんのことが好きなんですか？」

「……うん、そうだ」

　彼女からの問いかけに、俺は逃にげずにそう答える。すると、日和ちゃんは呆あきれたような顔をしたのち、「くーたんさんは変わらないなあ」と、どこか懐なつかしげに目を細めた。

「お姉ちゃんは確かにいま、だいぶいい感じになってきてます」

「……それには気づいてるのか」

「もちろん。姉妹ですからね、お姉ちゃんの変化は何となくわかりますよ。──くーたんさんが良い方向に導いてくれたんだろうなーって、そう思ってました」

「……いや、それは違ちがうよ日和ちゃん。俺が彼女を導いたんじゃない。色町が勝手に、自分が悪かったことを自覚して、変わろうとしたんだ。色町が頑がん張ばった結果だよ」

「それもありますけど、でもくーたんさんの手て柄がらも……って、この辺は続けても水みず掛かけ論ろんになりそうですし、やめておきますか。──ともかく、確かにお姉ちゃんはいま、いい感じです。でもくーたんさんはまだ、お姉ちゃんの根本の問題を理解してないですよね？」

「根本の問題？　……それって、色町はヤンデレ気質っていう、あれじゃないのか？」

「違います。お姉ちゃんの根本の問題は──自分の中に溜ため込んでいる愛情が、普ふ通つうの人よりも遥はるかに多いってことです」

「…………」

　言われてつい黙だまり込む俺。それが、色町の根本の問題……いや、でもそれって、さっき俺が言った『ヤンデレ気質』っていう問題とさほど変わってない気がするけど。そう俺が思っていると、日和ちゃんは諭さとすように続けた。

「ヤンデレ気質っていう問題は、お姉ちゃんの根本の問題から派生した、枝葉の一つなんですよ。──くーたんさんって、色町家で犬を飼ってたことがあるの、知ってますか？」

「いや。色町が犬好きなのは知ってるけど……」

「まだ私達が小学生とかの頃に、飼ってたんですよね。チロって名前なんですけど。その子のことを、お姉ちゃんがもう猫ねこ可愛かわいがりしてて」

「犬を猫可愛がりって、なんかごちゃっとしたな……」

「ちょっと。余計なツッコミしないでください。話の腰が折れます」

「ごめん。つい職業病で……」

「ともかくですね？　お姉ちゃんはチロが本当に大好きで、お風ふ呂ろも食事も寝ねる時も一いつ緒しよにいて、もうチロを自分の一部みたいに思ってたんですよ。……でも犬って、寿じゆ命みようが短いじゃないですか。だからチロも、お姉ちゃんが中二の頃、老ろう衰すいで死んじゃったんです」

「…………」

「それからお姉ちゃん、三ヵ月ぐらい酷ひどかったです。よく泣くし、よく怒おこるし。ペットロスの中でも本当にヤバイ部類でした。実際にはやってないと思うんですけど、それこそ、自殺なんかもしかねない勢いで……」

　沈しずんだ表情で語る日和ちゃんを見て、俺はつい思い出してしまう──手首に包帯。料理をした時に切ってしまったと、彼女が言っていたあれ。でも、今だからわかる。色町は料理が上手だから、そんなミスをする訳がなかった。

「それで私、ようやく気付いたんです。──お姉ちゃんって、一度好きになったものに対して、愛情がとんでもないんですよ。もっと露ろ骨こつな言い方をすれば、執しゆう着ちやくが凄いんです」

「…………」

「なので意外かもですけど、お姉ちゃんって、私達家族のことも大好きなんですよね。私やお母さんに対しては特にそうで、たまに異常なくらい心配とかされます。暇ひまさえあれば『好きな男ができたらまず私に相談しなさい』って言ってきてウザいですし……あ、ちなみに、お父さんに対しては普通です。お父さんは嫌きらわれても好かれてもないです」

「お父さん……」

　悲しいエピソードだった。頑張れ、娘むすめを持つお父さん……！　俺がそう思っていると、日和ちゃんは「あははー」と朗ほがらかに笑いながら、話を続けた。笑ってやるなよ。

「お姉ちゃんが『ドッグレンタル』の店に通いつめてるのは、知ってます？」

「ああ……一度、色町と一緒に、そこで借りたワンちゃんを散歩させたことがある。確かその時聞いたけど、日和ちゃん達が住んでるアパートはペットが不可なんだよな？　だからいまはドッグレンタルを利用してるって聞いたぞ」

「それ、嘘うそです」

「え……」

「うちのアパート、ペット可です。飼おうと思えばワンちゃんも飼えます。実際、チロが死んでからしばらくして、また飼おうかって話にもなりました。でも、それをしなかったのは、お姉ちゃんがもう二度と、あんな悲しい思いはしたくないって言ったからです」

「…………」

「……たぶんお姉ちゃんは、うちがペット可だって言ったら、ここら辺の話までしなきゃいけなくなるかもって不安になって、小さな嘘をついたんじゃないかな……あと、お姉ちゃんがそれでもドッグレンタルに通っているのは、チロのことが忘れられないからだと思います。ワンちゃんを飼ってまた悲しい思いはしたくないけど、それでもワンちゃんと触ふれ合っていたいお姉ちゃんが唯ゆい一いつ許せるのが、『ドッグレンタル』なんだと思います」

　それを受けて、俺は考える──そうか。じゃあやっぱり色町も、自分の持ち得える愛情が大きすぎることを、何となく自覚しているのかもな……だからこそ、色町は俺に小さな嘘をついた。それは、自分の中にある問題を、俺に悟さとらせないために。

　そうして、日和ちゃんは話をまとめるように、静かに続けた。

「くーたんさんがお姉ちゃんとくっついちゃったら、正直、私は怖いです」

「日和ちゃん……」

「お姉ちゃんだけじゃない。くーたんさんだけじゃない。──二人のことが心配です。お姉ちゃんはくーたんさんを好きになり過ぎちゃうんじゃないかって思いますし、くーたんさんはそんなお姉ちゃんのことが嫌いやになっても、お姉ちゃんから逃げられないんじゃないかって思います。こんなこと言ったら、あれですけど……お姉ちゃんってそもそも、誰だれかと一緒にいない方が幸せなんですよね。誰に依い存ぞんすることもないし、誰かに依存することで相手を傷つけることもない。だから、私は──」

「日和ちゃんの言いたいことは、よくわかった」

　俺はそう言って、日和ちゃんの言葉を切る。……彼女は凄く姉思いの、いい妹だと思った。もちろん、過去のちょっとした記憶を取り戻したのと、いま少し話を聞いただけだから、まだ日和ちゃんの人となりをよく知ってはいないけど、それでもわかる。──彼女はどこまでも、姉のことを考えていた。だからこそ俺に、忠告してくれたのだ。

　お姉ちゃんに、あまり近づきすぎないでください、と。

　だから俺はそれに、わかったと答えようと思った。色町にはまだまだ問題が山積みだという事実を再確かく認にんしたから、俺は今後も色町と適度な距きよ離りを取り続けていくと、そう告げようと……したはずなのに。

　俺の口は何な故ぜか、それとは正反対の言葉を、吐はき出していた。

「でもね、日和ちゃん──俺は、もう大だい丈じよう夫ぶだと思ってるんだ」

「…………」

「色町が普通の人より持ち得る愛情が多い人間なのは、きっとそうなんだろう。でも、だからってそんな彼女がまた依存するかどうかは、俺や日和ちゃん──外野が決めつけていい問題じゃないと思う。……だって、色町はいま、変わり始めてるから。ヤンデレだった自分を自覚して、そうじゃなくなろうとして──実際、そうじゃなくなり始めている。つまり色町には、自分で問題を自覚して、ちゃんと解消できるだけの力があるんだ」

「確かにそう、ですけど……」

「だから俺は、こう思うよ──色町はもう、依存したりはしない。口ではヤンデレなことも言うだろうけど、それは口だけで……もう二度と、自分で自分を傷つけたりしない。俺はそう思ってる。そう思ったから、記憶を失ってももう一度、彼女に惚ほれ直したんだ」

「────」

　正直な話、考えて喋しやべってはいなかった。ただ、自分の中にある衝しよう動どうに突つき動かされて、俺は言葉を紡つむいだ。……それを受け、日和ちゃんは驚おどろいたように俺を見る。それから、彼女はころころと表情を変えていった──怒ったり、呆れたり、嘆なげいたり。そうして百面相を見せたあと、彼女は微び笑しようした。それは中学生とは思えない、大人びた笑えみだった。

「そっか……くーたんさんはもう、信じきってるんですね。──お姉ちゃんがもう、お姉ちゃん自身を含ふくめて、誰も傷つけないって」

「────」

　日和ちゃんの言葉に、今度は俺が驚き、何も言えなくなる。……いまさっきまで感情のままに喋っていたくせに、全然自分の気持ちが理解できていなかった。日和ちゃんにそう言われて、俺はようやく気づく──そうか、俺は色町のことを、心から信じているんだ。俺が彼女に対する好意を自覚した時、それでも俺の気持ちを伝えるのは、色町が大人になってからにしよう、と思っていたけど……そんな必要はなかった。今の俺はもう、彼女に対してそんな気き遣づかいをする必要はないと、信じきることができていた。

　──色町はもう、俺や彼女自身を傷つけない。

　そう信じられること。それこそが俺から彼女に贈おくれる、確かな愛情だった。

　そうして俺は、長い沈ちん黙もくを経て声を出す。『くーたんさんはもう、信じきってるんですね』という日和ちゃんの言葉に、自信を持って答えた。

「ああ。俺はいま、色町を信じてる」

「……恋こいって盲もう目もくだなあ……」

　苦笑いのような表情で俺を見やる日和ちゃん。……どうやら納なつ得とくしては貰もらえなかったようだけど、俺の中で一つの答えが見つかった。それだけは間ま違ちがいがなかった。

「くーたんさんがお姉ちゃんのことを、そう信じてくれてるのは、きっと素す敵てきなんですけどね。でも人間の根本って、そんなに簡単に変わらないと思うけどなあ……」

「冷めてるな日和ちゃん……ここは俺の決意をしっかり受け止めて、後押ししてくれる場面だと思うんだけど？」

「後こう輩はいが生意気にすみません。でも、生意気な後輩だからこそ、生意気なことを言わせてもらうと──くーたんさん、ちょっとお姉ちゃんのこと好きすぎだと思います」

「俺!?　色町じゃなくて俺!?　俺が好きすぎ!?」

「共依存とか、やめてくださいよ？　あ、でもそれはそれで幸せなのかな……二人だけの世界って感じで。──結けつ婚こん式とか、誰も集まらなそうだけど」

「きっつ。地味ながらすげえきついこと言うじゃん、最近の中学生……」

「ともかく、お姉ちゃんがあんな感じなんで、くーたんさんはもっとしっかりしてくださいね？　……特に、え、えっちなのとか。お姉ちゃん、たぶんそれをしたら、ヤンデレ具合が倍加しますから。くーたんさんの男気が試ためされますよ」

「肝きもに銘めいじておく……」

「ちなみに、くーたんさんが我が慢まんできずにお姉ちゃんとえ、えっちなことをしたと私が気づいたら、私はもう二度とくーたんさんとお喋りしてあげません」

「なんだと……女子中学生とお話しできる機会が、永遠に失われるだと……？」

「ふふっ。だから、頑がん張ばってくださいね？」

　日和ちゃんはそう言って、俺に微笑を向けてくる。それを受けて俺も、彼女に微笑ほほえみを返した。……姉に対する思いやりの深い、本当にいい子だった。俺にもこんな妹がいたらよかったのに、と羨うらやましくなっていると──どん、という音がした。

　いきなりの音に、少しびっくりする俺と日和ちゃん。「な、何ですかね？」と不思議そうな顔の日和ちゃんの、背後──音のした窓ガラスの方を見やると、そこに、いた。

　顔面を思いっきりコーヒーショップの窓ガラスに押し付けて、憤ふん怒ぬの形相で日和ちゃんとお茶をしている俺を睨にらみつける、ガラスで顔の潰つぶれた、長ちよう髪はつの女め鬼きが……！

「はひほしてるのはしら、ふーたん!!」

「ぎいやああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?」

　窓ガラス越ごしの鬼の形相に、つい大声を上げてしまう俺。……このあと俺と日和ちゃんは、ヤンデレる色町をあらゆる方向からなだめすかすことでなんとか、二人で勝手に出かけたことを許してもらうのだった。──いやほんと、色町のヤンデレ力が下がってて良かった。以前までの色町だったら絶対、こんなにあっさりと許してはくれなかったからな！




　　　　◆◆◆




「……あの、色町？　もう陽ひも落ちちゃったからさ、見送りはここまででいいぞ？」

　現在、時刻は午後七時過ぎ。あれから色町を説得したのち、再び色町家に戻もどってぐだぐだと時間を過ごしたあと、俺が帰ろうとすると──色町は「駅まで送るわ」と言って、帰宅する俺に無理やりついてきていた。正直、駅までの道のりはもうわかっているし、何より俺を駅まで送ったあとの色町に、一人で夜道を帰らせるのが嫌なんだけど……。

　俺はそう思いつつ、隣となりを歩く色町を見やる。すると、彼女は真しん剣けんな表情で返事をした。

「いえ、くーたんこそ遠えん慮りよしなくていいわ。私が見送りたいのだから、見送らせてくれないかしら」

「でもな色町、俺、ここからはもう一人で駅まで行けるし……というか、駅から一人で帰る色町のことが心配だから、もう家に戻って欲しいんだけど」

「その気遣いはとても嬉うれしいけれど、ごめんなさい、くーたん。それは聞けないわ」

「……もしかして、まださっきのことを怒おこってるのか？」

　強ごう情じような姿勢を崩くずさない色町に、俺はおずおずと尋たずねた。もしかして色町はいま、日和ちゃんと俺が二人で勝手に出かけたことについて、未いまだ怒っていて……それによる嫉しつ妬と心から俺と一いつ緒しよにいようとしているのだろうかと、そう思ったのだ。──しかし、彼女はゆっくりと首を横にふる。美び麗れいな色町の髪かみが、月明かりに照らされながら幽かすかに揺ゆれた。

「いえ、そういう訳ではないの。……本当よ？　私はくーたんのことが好きで、加えて日和のことも好ましく思っているから、そんな二人が私を置いて勝手にコーヒーショップに行った件については、全く怒っていないわ。──ええ、全く。これっぽっちも怒っていないのよ。嫉妬もしていないし、怒いかりの感情もないわね。二人をそれぞれ好ましいと思っているんだもの、嫉妬なんてするはずがないわ。ええそうよ、したらおかしいのよ」

「その割にさっきから、自分に言い聞かすような言い方をしてますけど……」

「…………正直な話をさせてもらえれば、ちょっとだけ嫉妬したわ」

「そ、そっか……」

　素早い前言撤てつ回かいだった。ただ俺としては、ここで色町に負の感情を溜ため込まれるよりは、素直になってくれた方がありがたいけど……俺がそう思っていると、色町は続けた。

「でもいま、こうしてあなたを見送っているのは、そういう理由じゃないの。もちろん、嫉妬心が全くないとは言い切れないけれど、それとは関係なく──私がまだ、くーたんと一緒にいられる今日が終わって欲しくないから、こうしているだけなのよ」

「────」

「ただ純じゆん粋すいに、もう少しだけでもいいからくーたんの隣にいたいと、そう思ったからあなたを送っているだけ、なのだけれど……ふふっ。乙女おとめみたいで恥はずかしいわね」

　そこまで言うと、色町は頬ほおを朱しゆに染め、照れたようにはにかんだ。──そこにあったのは愛あい憎ぞうや執しゆう着ちやくといった、歪ゆがんだ恋心の滲にじまない、どこまでも無む垢くな笑顔だった。

　それについ見み惚とれて、そのまま呆ぼう然ぜんとしてしまう俺。「くーたん？」慮おもんぱかるような色町の声に慌あわてて自分を取り戻すと、俺は改めて彼女と向き直り、一つ頷うなずいた。

「そ、そっか……そういう思いがあるんなら、わかった。駅まで、一緒に歩こう」

「……ありがとう、くーたん」

　大好きよ。

　声にはしないで、口にした。それは、色町の口元を見ていたからこそ、わかってしまった言葉。その行こう為いはいつか彼女がしたことの焼き直しで、あの夜のあれほど大きな意味がある訳ではなかったのだろうけど、それでも──彼女のことを好きだと自覚した今の俺には、刺ささり過ぎる仕草だった。……俺の好きな子が可愛かわいすぎるんだが？

　そんなことを考えつつ、並木道を歩き出す。いつの間にか雪がちらつき始めた夜道を二人、肩かたを並べて歩いていると、色町がふいに──俺の左手に、自身の右手を絡からませてきた。……い、いやいや、確かにクリスマスの日にはそうしたけど、こんななんでもない日に、まだ友人関係である俺達が手を繋つなぐのは……俺がそう思って抗こう議ぎしようとすると、色町は俺の方を悪戯いたずらっぽく見つめながら、機先を制してこう言った。

「私を置いて、妹と駆かけ落おちをした素敵な男の子はどこの誰だれかしら？」

「か、駆け落ちをした覚えはないんですけどね……」

　ずるい女の子だった。彼女はいまの一言で、言外に伝えてきたのだ──あなたは私を置いて妹といちゃついたのだから、これくらいのわがままは許されていいでしょう？　と。

　それを言われたら、もう何も言えない……俺は彼女と繋いだ手に僅わずかな力を込こめると、そこにある温かさにドギマギしながら、最も寄より駅へと向かっていくのだった。

　そうして手を繋いで歩いていると、にこにこと幸せそうな顔をした色町が、俺に囁ささやきかけてくる。何の気なしという声のトーンで、それでも、彼女は大切そうに言葉を紡いだ。

「ねえ、くーたん。私最近、少しばかりくーたんに自じ慢まんしたいと思うようなことがあったのだけれど、聞いてくれるかしら」

「ん？　自慢したいことって、なんだ？」

「これはもちろん、ただの自うぬ惚ぼれだという可能性も捨てきれてはいないのだけれど、その……どうやら私は少しずつ、ヤンデレじゃなくなってきているのかもしれないわ」

「え……？」

　色町のその発言に驚おどろき、つい彼女を見やる俺。すると色町は、どこか恥ずかしそうに頬を掻かいていた。次いで、そんな照れたような顔をしたまま、彼女は続ける。

「こんなこと、以前までの私だったら、信じられなかったのだけれどね……それでも。最近になってようやく、こんな私のことを、私自身も信じられるようになったのよ」

「い、色町、お前……！」

「……もちろん、私はちゃんと改心し終えた訳ではないし、だから心の底からとは言えないのだけれど──私が恋したあなたが、私を信じてくれたから。私もちょっとだけ、私はヤンデレじゃなくなりつつあるんじゃないかと、そう思えるようになったわ」

「そ、そっか……そっか！　それは大きな一歩だな！」

「……ふふっ。どうして、くーたんがそんな顔をしてくれるのよ？」

　色町はそう言って破顔すると、空いた左手でそっと、俺の頬を一いつ瞬しゆんだけ撫なでた。それにドキリとしつつ、俺は自覚する……確かに、自分でも驚くくらい笑顔だった。でも、それも当然だ。ヤンデレだった自分を責め、努力したけど変われなかったと自じ嘲ちようしていた色町がいま、自分でも変わり始めていると自覚した。そんなの、嬉しくない訳がなかった。

　俺はつい興奮してしまいつつ、色町に重ねて尋ねる。少し声が上ずっていた。

「で、でも、どうして急にそう思えたんだ？」

「急にではないわ、くーたん。くーたんが私でも変われると信じてくれたあの夜から、少しずつ、少しずつよ。……きっと、くーたんがそう言ってくれなかったら、私はそもそも変われなかったでしょうし、であれば『自分は変わり始めている』と自覚することもなかったでしょうね。本当に、くーたんには感謝しかないわ……」

「色町……」

　そもそもの話、俺の性格が原因で色町がヤンデレになった部分もあるので、彼女に感謝されるのは違う気もしたけど……それは口に出さぬまま、俺は色町の謝意を黙だまって受け取る。そうして俺がぎこちなく笑っていると、色町はなおも微び笑しようを湛たたえながら、続けた。

「ただ、そう思えるようになった──私がヤンデレじゃなくなり始めていると実感できた具体例としては、最近の出来事が多いかしらね……私は花屋敷さんを一生許せないけれど、くーたんが彼女を許すのは構わないと、そう思えたこと。……先ほど、日和とくーたんが勝手に出かけてしまったことについても、何とか折り合いをつけて許せたしね」

「……本当、あれに関してはごめんな？」

「謝らないでくーたん。謝罪ならもう十分過ぎるほどにもらったわ。まあ、くーたんがいなくなったことに気づいた当初は、少しばかりパニックになったけれど……どうせ日和があなたを連れ出したのでしょう？　あの子、ちょっと強引なところがあるから。きっとお母さんに似たのね。──その点、私はあまりお母さんに似なくてよかったわ」

「えーっと、色町？　たぶん、お前もめちゃくちゃ母親似だと思うんだけど……」

「ふふっ。ともかく、日和とのことを許せたのもそうだし、あとは──雪縫さんとくーたんが喧けん嘩か？　らしきものをしているとわかった時に、くーたんから無理やり事情を聞き出そうとするのではなく、いまは身を引こうと思えたのも大きいかしら」

「…………」

　色町のその発言に、俺は昨日、彼女と電話でしたやり取りを思い出す。……確かに、あれは成長と言っていい筈はずだった。雪縫とトラブっている俺に気づき、かといって何をするでもなく、そっと身を引く。あれはきっと、以前までの色町なら取れない行動だ。

「……まあ、雪縫さんとの件に関しては、本当に悩なやんだのだけれどね。こうして私が身を引いている間に、雪縫さんとくーたんがエロいことになったらどうしようと、夜中に一人、ベッドの中で懊おう悩のうしたもの……」

「え、エロいことって……」

「真ま面じ目めな話よ？　本当に、身を引くっていうのがどれだけ大変な行為なのか、身に染しみてわかったわ……くーたんに『心の底から好き』と伝えるのは簡単なのよ。そんなの、私が感情の赴おもむくままに、くーたんにアプローチすればいいだけの話なのだから」

「そうだな。それがたまに、色町は行き過ぎることがあるけどな……」

「それもまた愛あい嬌きようよね」

「自分からそうやって開き直るな」

　俺がそうツッコむと、ふふっ、と楽しそうに色町は笑う。それから、話を戻した。

「でも今回、雪縫さんとのごたごたの件で、私に対してどこか上の空といった態度を取るくーたんを見て……凄すごく考えたのよ」

「……なんというか、ごめんな、色町」

「いえ、くーたんが謝る必要はないわ。あの時のくーたんに、私の心情を察して欲しいなんて、そんなのは酷こくな話でしょうし。──ただ、ここが分ぶん岐き点てんだと思ったわ。私を相手にする余よ裕ゆうのないくーたんを見て、それでも自分勝手にくーたんへのアプローチを続けるのか。それとも……くーたんの心情を慮って、身を引くことができるのか」

「……そっか。そういう思いで、お前は……我が慢まんしてくれてたんだな？」

「ええ、そうよ──」

　色町はそこまで言うと立ち止まり、微笑ほほえみながら俺を見やる。そのまなざしはどこか、好意や恋れん慕ぼというよりは、慈いつくしみに満ちたものだった。母親が子供に向けるような、純粋なそれ。色町はそんな瞳ひとみで俺を見つめながら、柔やわらかな声こわ音ねで一言、こう言った。




「だって私は、あなたを嘘うそ偽いつわりなく愛しているんだもの」




「────」

　その瞬間、心臓が撃うち抜ぬかれる音がした。衝しよう撃げきに呼吸ができなくなる。その思いの純粋さに俺が何も言えずにいると、色町は幸せそうな微笑と共に、優やさしげな声で続けた。

「愛しているからこそ──あなたが好きだからこそ、あなたに干かん渉しようしない。くーたんが私を望んでいない時にはこの身を引くべきだと、ようやくそう思えたのよ。そして実際、雪縫さんとの件で、私はそういう行動を取ることができたわ。……そこで私は初めて、自身の変化を感じることができたのよ」

「そっか……」

　色町を信じてよかったと、彼女の思いを受け取った俺は、ただそう思った。
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　好きだから身を引く、大切だから過干渉しない──俺が色町にクリスマスプレゼントを渡わたさなかったのもそうだ。きっとそれって、抱かかえている感情を相手に伝えるより難しい筈で──それができた色町はもう、好きな男にヤンデレたりしない、ただの女の子だった。

　……ここに辿たどり着くまでに、もっと時間がかかると思っていた。ゆっくり、長い時間をかけて色町は成長し、重たい女の子じゃなくなると思っていたけど、そうか……彼女は信じる誰かがいればこんなにもちゃんと、日々変わっていけるんだな。──気の早い話だけど、これからが楽しみで仕方がなかった。ヤンデレじゃなくなった彼女は今後、どんな風に成長していけるのか。それをいつまでも見守り続けたいと、俺はそう思うのだった。

　そうして、俺達は再び歩き出す。すると、彼女は不安げな瞳を俺に向け、口にした。

「……ええと、その……そういう理由から私は、私が変わり始められていると、信じられるようになったのだけれど……これは、自惚れかしら？」

「自惚れなもんか」

　俺は感情に任せるまま、色町にそう言い切った。そしたら色町は、ほにゃ、っと頬を緩ゆるめて笑う。安心しきったようなその顔に胸を打たれ、俺の口から言葉がまろび出た。

「そう思えるようになったのなら、もう大だい丈じよう夫ぶだ。……正直、見み違ちがえたよ。そもそも俺が記き憶おく喪そう失しつになったあの夜以降、徐じよ々じよに変わり始めてはいたんだけどな。色町はそこからまた、更さらに変われたと思う。だから、お前がそうやって自分を信じるのは、間違ってない」

「くーたん……」

「そっかー……なんつーか、自分のことのように嬉うれしいぜ。俺は本当に、色町が変われると信じてたから、そう言っただけだけど──こんなにも期待に応こたえてくれるなんて、思ってもみなかった。色町はもう、ヤンデレなんて言葉が似合わなくなっちゃったな」

「あなたにそう言ってもらえると、私も嬉しいわ……ありがとう、くーたん。これからも、こうしてそばで見守っていてね」

　柔らかな笑みを向けられ、つい照れる俺。色町はそんな表情のまま、言葉を続けた。

「より具体的には、大学や就職先も一いつ緒しよのところに行って、そして最終的には老人ホームも同じところに入りましょう。そうやってずっと、一緒にいましょうね」

「……ただ、あれだな。色町はもう根底でヤンデレじゃなくなった割に、そういうことは相変わらず言っていくスタンスなんだな？」

「ええ、もちろんよくーたん。ヤンデレじゃなくなり始めているとは言っても、私がくーたんを好き過ぎる、恋れん愛あい感情がスーパーヘビー級な女子なのは変わりないから、そこは今後も考こう慮りよしてもらえるとありがたいわ」

「自己分ぶん析せきが完かん璧ぺき過ぎやしないか……」

「当然、これからもヤンデレな行動を取らないよう、自身を律する努力を怠おこたるつもりはないけれどね。ただ、私はどうやら、くーたんに対する思いを口にせずにはいられない女らしくて……だから、ヤンデレ発言に関しては大目に見てもらえると嬉しいわ」

「今でも割と大目に見てるつもりなんだけど……ああ、わかったよ」

「ふふっ。ありがとう、くーたん。──たとえ片かた想おもいなのだとしても、私が死ぬその時まであなたを想い続けられると確信できるくらい、愛してるわ」

「お、大目に見るっつっても限度があるからな!?」

　俺がそう感情のままにツッコむと、それを受けて色町はまた楽しげに笑い出す。こいつは、本当に……俺は内心で文句をたれながら、一つ息を吐はいた。それから、確かな覚かく悟ごを持って、左手に力を込こめる──自分から、繋つないでいた色町の右手を、強く握にぎり直した。

「あ……ふふっ。温かいわね」

「ああ、そうだな」

　色町の顔をちゃんと見て、そう返す。俺の中にある決意が、静かに固まっていくのを感じた。……たぶん、今まではどこか曖あい昧まいだった。彼女を好きなのは間違いないし、告白したい思いも確かにあったけど──雪縫に急せかされたから、とか。そうやって他人に理由を与あたえられたら、それに甘えようとしてしまうくらいには、不確かだった気がする。

　でも俺はいま、色町の成長を目まの当たりにして、ちゃんと覚悟を決められた。俺は色町を信じているから、彼女にそれを言えるんだと思っていたけど、それだけじゃない。それだけじゃなくて──ただ、色町のことが好きだから。それを彼女に伝えたいだけだった。

　そうして出たシンプルな結論に、俺はつい苦く笑しようする。色町を信じる、信じないよりも、すげー好きだから告白したくなったってなんだよ……青春かよ。そう自分にツッコんだが、そういえば俺は思春期真まっ盛さかりの高校生だった。なんだ、じゃあしょうがないな。

「なあ、色町──」

　そうして、俺は声を出す。──雪縫に言われたことは関係ない。日和ちゃんに告げた思いも、それは前提としてあるだけで……結局、俺はどこまでも単純な感情で、それを口にしようとして──けれど、次の瞬しゆん間かん。

　俺の脳のう裏りに、ある情景がフラッシュバックした。

『うん。……また』

　それは、俺が渡した髪かみ留どめをつけた、彼女の後ろ姿。

　それを思い出すと同時、俺は何も言えなくなる。……な、なんでだ？　俺はどうして色町に告白しようとしてるのに、雪縫を気にかけた？　だって雪縫とのことは一応、既すでに解決してる訳で……だから俺は俺のために、色町に手を伸のばしてもいい筈なのに──。

「ん？　くーたん？　何か言いたいことがあるのではないの？」

「あ、ああ、いや……やっぱ何でもない」

「そう？　……ふふっ。言葉を濁にごすなんて、珍めずらしいくーたんが見れて嬉しいわ」

「色町はそんなどうでもいいことにまで、幸せを感じないでくれよ……」

　結局、俺は決まりきった覚悟を口にしないまま、その場を誤ご魔ま化かした。……まあ、焦あせる必要はないか。俺が色町に抱いだく感情は、少し時間が空いたくらいのことで冷めるものじゃないし。いつかまた、近いうちに。この思いを彼女に伝えたいとは、思っているけど。

　そうして俺達はついに、最も寄より駅へと到とう着ちやくする。……どちらからともなく、繋いでいた手と手をそっと離はなした。「…………」でも、色町は寂さびしそうな顔をしない。そういう感情を飲み込んだ上で微び笑しようを浮うかべていて、俺はそんな彼女に笑みを返しながら、言った。

「それじゃあまたな、色町」

「ええ。またね、くーたん」

　そうやって別れの挨あい拶さつを交かわしたのち、俺は彼女から離れて一人、改札をくぐって駅の中へと入っていく。──雪もちらつく一月のこの時期だから、吹ふきさらしの駅構内は寒かったけれど、彼女がくれた首元のマフラーが寒さを忘れさせてくれたし、それに。

　色町と繋いでいた左手には未いまだ、ほのかに温かさが残っているのだった。




　　　　◆◆◆




「よう、雪縫」

「うお……く、くーさん。押お忍す」

「何でそんな体育会系の挨拶を？」

　色町家に遊びに行った翌日の、放課後。俺が帰宅するために校舎の階段を下りていると、踊おどり場ばで雪縫に会った。なので彼女に挨拶したら、雪縫はどこか驚おどろいたような顔で俺を見てくる。いや、ここは学校なんだから、俺と会うぐらい普ふ通つうだと思うんだけど……。

　ちなみに、彼女は今日も俺がクリスマスにプレゼントした青い花の髪留めを使ってくれていた。……それを見て、つい昨日のことを思い出す。どうして俺は色町に告白しようとしたあの時、これをつけた雪縫のことを思い出したんだろうか──俺がそう考え込んでいると、雪縫は、んん、と軽く咳せき払ばらいをしたのち、言葉を続けた。

「くーさん、いま帰り？」

「ああ、これから帰るところだ」

「一人で帰り？　他のみんなは友達と遊ぶ予定があったりするから、誰だれかと一緒に帰ったりしてる中、くーさんは一人で帰り？」

「……何で一度確かく認にんしたことを嫌いやな感じで聞き直すんだよ。そうだよ」

「ぷふー！　くーさん、一人でぷふー！」

「人差し指を俺に向けながら、馬ば鹿かにした感じで笑うな。お前、以前はそんな子じゃなかっただろ……」

「私をフッた男に対する接し方なんて、これくらいでいい」

「割り切りが早すぎるだろ！」

「私、これまでは多少、猫ねこ被かぶってきたところがある。だから今後はくーさんにも、私の地の部分を見せていくからよろしく」

「……雪縫って別に、地の部分を隠かくしてるっぽい感じはなかったんだけど、あれで猫被ってたのか？」

「うん。本来の私は、もっと毒どく舌ぜつ」

「嘘うそだろ!?　雪縫がこれ以上毒舌になったら、俺の心壊こわれちゃうんだけど……!?」

「ところでくーさん、口臭くさい」

「きっつ！　本気出した雪縫の毒舌きっつ！」

　ツッコミというよりは心の声を漏もらす俺。それに対して雪縫は楽しげに笑ったのち、「冗じよう談だん。ちょっとしか臭くない」と言った。え、ちょっとは臭いんですか!?

　そう焦る俺を見て、雪縫はまた笑い出す。それから、彼女は笑い過ぎることで出てしまった涙なみだを指の腹でそっと拭ぬぐった。……どうやらそれも冗談だったらしい。そのことにマジでほっとした俺は、改めて彼女に尋たずねた。

「こうして偶ぐう然ぜん会えたんだし、一緒に帰らないか？」

「……別に？　くーさんがそうして欲しいなら？　構わない」

「ちょっとツンデレっぽくオッケーするのやめろって……若じやつ干かん面めん倒どうだぞ？」

「でも、今の私は本当にそう思ってる。くーさんが頭を下げるなら、しょうがないから一緒に帰ってやるかって気分」

「この間のことがあって以降、雪縫の性格がちょっとずつ歪ゆがんでいるような……」

「で、どうする？　安い頭、下げる？」

「…………一緒に帰ってください」

「くるしゅうない」

　満足そうにそう言って、うんうん頷うなずく雪縫。割と腹が立ったが、そもそも俺のせいで彼女を傷つけてしまったので、頭を下げるくらいは全然平気だった。雪縫と一緒に帰れるのなら、俺の安いプライドを捨てるのなんて簡単だぜ！

　それから、雪縫も帰り支じ度たくはバッチリ終わっていたので、そのまま二人で下げ駄た箱ばこに向かった。そこで靴くつに履はき替かえ、校舎を出る。校門までの道を、彼女と並んで歩きだした。

　いやしかし、あんなことがあったっていうのに、またこうして雪縫と自然な感じで一緒にいられるのが、本当に嬉しいな……俺がそう思っていると、雪縫が会話を続けた。

「帰りに、何か食べ物屋さんに寄っていい？　私、お腹なか空すいた」

「ああ、いいよ。雪縫はいま何が食べたいんだ？」

「食べられるもの」

「何この不毛な一ターン……」

「別に、ふざけて言った訳じゃない。いま私、本当にお腹がぐーぺこだから、食べられるものなら何でも食べたい。いまなら、ハンバーグに付いてくる草だって食べられる」

「ハンバーグに付いてくるあの色どり野菜のことを『草』って言ってやるなよ……あれにだって生産者さんがいるんだぞ」

「というかあれって、何て名前だっけ。く、クル……クレ……駄だ目め、草しか出てこない」

「ハンバーグの付け合わせとして出され、ほとんど食われることなく、しかも名前すら憶おぼえてもらえない野菜……哀あわれだ……」

「どことなく、くーさんに似てる」

「確かに！　俺ってクラスでは色町の添そえ物ものみたいな立ち位置だし、しかも名前も覚えてもらえてないもんな！　──やかましわ！」

「……こんなに、ツッコミ頑がん張ばってるのに……ノリツッコミだってするのに……」

「やめろ、哀れんだ目で俺を見るな。哀れまれるべき立場の人間は、誰かに哀れまれるのが一番辛つらいんだからな……!?」

「大だい丈じよう夫ぶ、くーさん。焦る必要はない。いつかくーさんが楽しい人だって、クラスの人達もわかってくれる筈はず。二年くらい我が慢まんすれば、きっとくーさんはクラスの人気者」

「もうその頃ころにはみんな卒業生ですけどね！」

「……というかあの草って、本当に何て名前だっけ……く、く……クルトン？」

「もうほぼ正解」

　雪縫を甘やかしてそう言った。ちなみに、正解はクレソンです。クルトンは大人気漫まん画が『ワン〇ース』でサー・クロ〇ダイルさんが探してたやつな。──いやそれプルトン。

　ともかく、俺が雪縫に正解を伝えると、彼女は「ああ、そうそう」と納なつ得とくしたように手を叩たたいた。次いで彼女は「さすが、クレソンと同類のくーさん。今度からくーさんのこと、クレさんって呼んでもいい？」と半笑いで言ってきた。なめとんのか。

　そんな会話をしたのち、「ふふっ」と楽しげに笑う雪縫。それから彼女は眠ねむたそうに「ふわああ……」とあくびをした。潤うるんだ目元を指の腹で拭いつつ、彼女は続ける。

「食べ物の話をしてたら、余計お腹が空いた。早く何か食べに行きたい」

「そうだな。帰る途と中ちゆうにファミレスとかもあるし、そこでも……──え？」

「ん？　どうしたの、くーさん」

「ゆ、雪縫、お前……お前こそどうしたんだ……!?　大丈夫か!?」

「？？？　……なに、くーさん。何を心配してるの？」

「い、いや、だってお前──突とつ然ぜん、めちゃくちゃ泣きだしたから……」

「え？」

　雪縫は不思議そうな顔でそう言って、首を傾かしげる。──その瞳ひとみからはとめどなく、大おお粒つぶの涙が零こぼれていた。ぽろぽろ、ぽろぽろと。雫しずくは彼女の目から次々に溢あふれて、白い頬ほおに線を作る。それは顎あごの方まで到とう達たつしたのち、そのまま地面に落下した。そうしてグラウンド上には彼女の涙が作ったシミができる。それは、尋じん常じようじゃない量だった。

　しかも、何が問題って……雪縫はそうして号ごう泣きゆうをしているのに、それに全く気づいていないのだ。涙の量が多いことに、じゃない。涙が出ていること、それ自体にも気づいていない。彼女の体はこれだけぼろぼろと泣いているのに、それは異常と言えた。

「と、とにかく一度、保健室に……！」

「くーさん、何言ってるの？　私別に、泣いてなんて──え？」

　目元に手を当てると同時、雪縫は驚いたような声を出す。手で触ふれることでようやく、自分が泣いていると気づいたらしい。雪縫は「え……あれ、なんで……我慢、できてる筈だったのに……」と呟つぶやきながら、両手の指先で何度も目元を拭う。それでも、涙は溢れて止まらない。拭っても拭っても、両目から零れる雫は彼女の頬を濡ぬらし続けていた。

「だ、大丈夫、くーさん……ちょっと、目にゴミが入っただけ……う……大丈夫。くーさんに心配してもらうようなことじゃ、ない……」

「い、いやでも雪縫！　お前、本当に様子が……！」

「平気。目が……ううっ……ちょっと、あれなだけだから……すぐ、止まる……だ、大丈夫、だから……もう、止まって……！」

　次し第だいに、雪縫の声にも嗚お咽えつが混じり始める。「うっ、ううっ……ひっく……！」何度も何度も、両手のひらで目元を拭った。それでも、涙は止まる気配を見せない。そのうち、手だけじゃ物足りなくなって、雪縫は制服の袖そで口ぐちで顔をぐしぐし擦こすり始める。そうすることで零れた涙は拭ふきとれたが、結局はすぐに新しい涙が彼女の瞳から溢れるので、同じことだった。「ううっ……ああっ、うくっ……うわあああ……！」それから、雪縫は泣いている事実を自分でも認めるように、泣き始める。……俺は、どうすることもできなかった。

「止まって、止まって……！　私が、こうするって決めたんだから……！　私の邪じや魔ま、しないで……！」

「雪、縫……」

「大丈夫くーさん！　こ、こんなの、嘘！　きょ、今日はちょっと生理で、気持ちがぐちゃぐちゃになってるだけ……！　だから、違ちがう……くーさんに急に話しかけられて、準備ができてなかったからとかじゃなくて……私は、だから……！　ううううっ……！」

「────」

　ああ、なんて俺は馬鹿だったんだと、ようやく気付いた。

　雪縫はもう、俺のことなんて吹っ切れたと言っていた。俺を男として好きじゃなくなったからこそ、これからも友人として一いつ緒しよにいれると……そう言っていた。だから俺はそれを鵜う吞のみにしたけど、違う。──それこそが、彼女の嘘だった。

　吹っ切れてなんかいない。整理なんかついていない。

　それでも彼女は無理をして、俺と一緒にいようとしてくれただけだ。

「……ごめんなさい、くーさん。私、ううっ……今日は、先に帰る……」

「ゆ、雪縫……待ってくれ！　お前が泣き止やむまで待つから、待って──」

「さよなら、くーさん……」

　雪縫はそう言って、勢いよく駆かけ出した。彼女の目から零れ落ちる涙が、グラウンドに跡あとを作る。俺のあげた青い花の髪かみ留どめが、逃にげ去る雪縫の後ろ髪と共に揺ゆれていた。

「…………」

　後こう悔かいが俺の身を切る。──俺だって、わかっていた筈だった。花か蓮れんにフラれて、それでも彼女と幼おさな馴な染じみでいようとして、破は綻たんしたことがあるんだから……自分の想おもいを押し殺して、それでも好きな人といる辛つらさが、わかっている筈だった。

　だというのに、わかってやれなかった自分に、心底腹が立つ。

　雪縫からのサインなら幾いくつかあった。それは小さかったかもしれないけど、それを真しん剣けんに受け止めることで、雪縫の感情に気づけたサインが。──それこそ、好きでもない筈の男から貰もらった髪留めを未いまだに付けていたのなんか、最たるものだろう。それなのに、俺は……また、雪縫を泣かした。雪縫が泣いていることに、気づいてやれなかった……。

「最低だ、俺……」

　地面に残った涙の跡を見つめながら、俺はそう零す。そう零すことしかできない。

　彼女のことが、大好きなのに。

　だっていうのに、どうして俺は大好きな彼女を、いつも傷つけてしまうのか……それを考えて泣きそうになりながら、俺はただ、その場に立ち尽つくしていた──。








最終章　それは、本物よりも尊い嘘うそ






　グラウンドの上で一人、彼女は小さく深呼吸をした。

　それから、置かれているボールに向かって、威い勢せいよく駆け出す。勢いそのまま、自じ慢まんの右足でボールを蹴けり込んだ。……しかし、それはゴールポストを大きく外れて、あらぬ方向へと飛んでいく。彼女らしからぬ、あまりにも無様なシュートだった。

「……ちょっとちょっと花か蓮れんー、あんた、いまの何よー。私が取ったフリーキック、せっかくあんたに蹴らしてあげたのにさー。まだ私が蹴った方がよかったじゃん」

「あははー、ごめんねリンリン。ちょっとしくった」

「最近、あんたほんと練習に身が入ってないよね……何かあったんじゃない？」

「何か？　別にないよー。ないない」

「そう？　ならいいんだけどさ……」

　誤ご魔ま化かすような物言いの花蓮に、リンリンと呼ばれた少女は訝いぶかしげな視線を向ける。だが、それを受けても花蓮はどこ吹ふく風といった様子。きっと、友人の視線に気づいていない訳じゃない。気づいた上で、気づいていないフリをしているのだった。

　そうして彼女は、苛いらついて小さくグラウンドを蹴り上げる。──土つち埃ぼこりが舞まい、やがて消えた。そんなことをしたところで、彼女の心中が穏おだやかになる訳ではないのに。

　花蓮はいま、幾人かの部員と共に部活の最中だった。女子サッカー部。しかし、いま彼女の頭を占しめているのは、部活動のことではなく……この間のこと。久しぶりに幼馴染と邂かい逅こうした、あの屋上での出来事だった。

　後悔が脳のう裏りにこびりついて離はなれない──もっと、表面上だけでもいじらしい女でいるべきだった。彼から呼び出された事実に舞い上がってしまい、飾かざらない自分で彼の前に出てしまった。もしかしたら、もっと嘘で塗ぬり固めておけば、優やさしい彼を丸め込めたかもしれないのに……花蓮はそう考える。

　そう、花蓮はそう考えていた──彼が望んだ通り、彼に謝るべきだったとは考えない。あくまでも、悪いのは彼の方。自分は悪くない。だから謝る必要はない。……彼女は根っからの悪人ではないけど、それだけは彼女の核かくとなる考え方だった。

　ただ、それでも……自分が悪かったとは思っていなくとも、この間の一件は彼女にもこたえた。──だって、仲直りができると思ったのだ。てっきり、大好きな彼とまた一緒にいられると思った彼女は、せっかく彼と再会できたのに、何の進展もなかったどころか、また彼との距きよ離りが空いてしまったことに、酷ひどく落ち込んだ。自室で泣きもしたし、現に部活動での調子も上がっていない。……彼女は未だ、決別の夜から進めていなかった。

「はあ……」

　どうして人の気持ちはままならないのだろうと、彼女は考える。

　重ねて──簡単に諦あきらめられてしまったらいいのにと、そうも考えた。しかし、それが荒こう唐とう無む稽けいなことだと気づき、彼女はため息を吐つく。そんな風に捨て去れるのなら、こんなにも苦労などしていない。彼女は既すでに気づいていた。この恋こい心ごころは呪じゆ縛ばくにも似たものだと。

　恋とは、彼が手に入るまでこの心を蝕むしばみ続ける、煩わずらわしい呪のろいだ。無視ができず、他の方法での治ち癒ゆもできない。……大人は「時間が解決してくれる」と言うだろう。でも、あんなのは嘘だ。だって恋心は、不治の病なのだから。治らない病が、時間で解決できよう筈もない。だからこそ自分には、彼が必要なのだ──。

　そうして、花蓮が自身の結論に辟へき易えきしていると、下げ駄た箱ばこの方から彼と、雪ゆき縫ぬいが出てくるのを見つけた。どうやら仲なか睦むつまじく二人で帰宅するらしい。つい、花蓮は唇くちびるを噛かむ。

「そこは、あたしの場所なのに……」

　誰だれにも聞こえない声で、そう呟いた。──心底、気に食わなかった。嘘を用いて彼に近づいた結果、最良の結果を手に入れた彼女のことが。……しかし、花蓮は気づいていた。それは、単に気に食わないのではない。羨うらやましいから、気に食わないのだ。

　何もなかったところから、今では彼と一緒に帰れるほどに関係を構築した、彼女のことが羨ましい……そう思うのを抑おさえられなかった。いまの花蓮とは、完全に立場が真逆だった。幼馴染として構築してきた関係を、あの夜、全すべて失ってしまった花蓮とは。

　小さな、可愛かわいらしい殺意が芽生える。もう二度も我が慢まんできなかったそれが、静かに、けれど確かに浮うき上がってきたことに気づき、彼女はそれを慌あわてて飲み下した。

「…………」

　今はまだ、あの二人を見ていてもしょうがないと考えた花蓮が、部活に集中し直すために視線を切ろうとした──その時だった。ふいに雪縫が、ぽろぽろと涙なみだを零し始めた。

　喧けん嘩かをしていた様子はない。だからそれは一方的に、女の方が突然泣き出しただけなのだが、花蓮は直感で確信した。──また彼が、彼に恋した女のことを傷つけたのだ。そのまま、雪縫は涙を零しながら駆けだした。それを、彼は追いかけられなかった。

「……くーくんはまた、女の子を泣かしてるんだね」

　彼女はそう呟く。その声こわ音ねが冷たくなかったことに、彼女自身も驚おどろいた。そこにあったのは憐れん憫びん。自分と同じように傷つけられたであろう雪縫を、哀あわれむような感情だった。

　だから、彼女がそうしたのは自然な行動だったのかもしれない……花蓮はそばにいた部活仲間に「ごめん、ちょっと野や暮ぼ用ようができたから、一いつ旦たん抜ぬけるね！」と言って、泣いて逃げ出した雪縫を追いかけた。体力に自信のある彼女だから、追い付くのは容易たやすい筈はずだ。

　そうして、花蓮は彼女を見つけた。雪縫は公園のブランコに座り、未だに溢あふれ出る涙を必死に拭ぬぐっていた。……不思議と、ざまあみろ、といった思いは抱いだけない。それは、彼に拒きよ絶ぜつされたあの夜に泣いていた自分と、どこか同じに見えたからかもしれなかった。

「くーくんに、何されたの？」

「っ…………花はな屋や敷しき、さん……？」

「おひさ！　元気してた？」

「……この様子を見てそう尋たずねるあなたの神経を疑う」

「あははー。確かに、元気じゃないっぽいね」

　そう言って、花蓮は雪縫に近づいた。そのまま、少しばかり距離を置いて立ち止まる。決して、もう片方のブランコに座ろうとはしなかった。

「よくわかんないけど、くーくんに傷つけられたんでしょ」

「……違う。私が、勝手に傷ついた……それだけ……」

　雪縫はそう言って、未だ止まる気配のない涙を制服の袖そで口ぐちで拭う。見やれば、もう彼女の袖はぐしょぐしょに濡ぬれていた。それに気づいた花蓮は冷れい笑しようしつつ、こう告げる。

「違うよ、雪縫さん。──あなたは、くーくんに傷つけられたんだよ」

「…………」

「くーくんは本当に、女の子を傷つけるのが上手うまいからねー。しかも、大たい概がいが無自覚だし？　酷いだけの男ならこの世にいっぱいいるけど、あんなにタチの悪い男の子、なかなかいないよね。はぁーあ……あたしも、とんでもないのと幼馴染になっちゃったなあ……」

「っ──違うって言ってる！　私はくーさんに傷つけられた訳じゃない！」

「じゃあ、どうして泣いてたのさ？」

「…………安い挑ちよう発はつ……」

　どうやら花蓮は、わざと彼を悪あしざまに言って、そうして雪縫を逆上させることで、彼女が泣いている理由を聞き出そうとしたらしい。しかし、その思おも惑わくに気づいた雪縫は花蓮を見やると、それでも──敵意の込こもったまなざしを彼女に向けながら、質問に答えた。

「くーさん、いま色いろ町まちさんが好きだって」

「…………」

「だから私、ショックで泣いてる……正確には、もっと色々あるけど……そんなの、あなたに話す義理もない。──どう、花屋敷さん？　ショック？」

　それは、雪縫にとって攻こう撃げきの言葉だった。未だに彼を好いているであろう花蓮にとって、ショックな事実に違いないと思ったからこそ、雪縫はその情報を開示したのだ。──彼女は、泣いている自分にちょっかいをかけに来た花蓮に、一発お見み舞まいしたのである。

　しかし、それを聞いた花蓮はわざとらしく肩かたを竦すくめるのみ。軽かろやかな声音で続けた。

「んー、別に？　やっぱそっか、って思っただけだよ？」

「……くーさんの気持ちに、気づいてたの？」

「まーね。くーくんはそもそも、記き憶おくを失う前から色町のことが好きだったしね」

「え……そ、そうなの？」

「うん、そうだよ。だからあたし、くーくんがまた色町を好きになり直したことにも、何となく気づいてたんだよねー。というか、だからこそ──あの時。あたしは色町さんを殺そうとしたんだもん」

「────」

　花蓮がさらっと漏もらした動機に、息を吞のむ雪縫。……彼はあの時、『あなたを殺した』と自供した色町を、それでも許した。それだけのことで、彼が色町に惚ほれ直していると、どうしてわかったのか──雪縫が考えていると、花蓮は少し笑いながら、こう続けた。

「だって、幼おさな馴な染じみだからねー。くーくんの考えてることは、あたしが一番わかるんだよ。これだけは、誰にも譲ゆずれない」

「…………」

「もちろん、確信は持ってなかったけどね。……でも、そういうことじゃないじゃん？　あの時はとにかく、くーくんに許された色町が許せなくって、もしかしたらくーくんはまだ色町を好きかもしれない、って考えただけでもう、止まれなかったんだよねー」

　反省していない様子で花蓮はそう告げる。それに対して雪縫が嫌けん悪お感かんを抱くと、そんな彼女を見て花蓮はまた、どこか明るいだけではない笑えみを浮かべるのだった。

「というか、あたしの話じゃなくてさ、雪縫さんの話でしょ？　──色町が好きってくーくんに言われて、くーくんに傷つけられた雪縫さんのことだよ」

「……私が、勝手にくーさんを好きになって、勝手にフラれただけ。くーさんが私を傷つけた訳じゃない。私が、一人で傷ついた……」

「そうかなー？　結局はそれも、くーくんが雪縫さんを傷つけたんだと思うけど。──だって、ちょっと考えてみてよ。くーくんがあんなに優しくなかったら、雪縫さんはもっと傷つかずに済んでたと思わない？」

「…………」

「くーくんは、そういうところが悪いんだよねー……変なところで鈍どん感かんだし。変なところで敏びん感かんだし。基本的には優しくしてくれるけど、それはただ単に甘い性格をしてるってだけだしね！　もうほんと、ふざけんなよって感じ」

「そんな、こと……」

「断言してもいいけど、雪縫さんが好きになった相手がくーくんじゃなかったら、こんなに傷ついてないよ」

「…………」

　何も言えなくなる雪縫。そんな彼女を見て、花蓮は少し罪悪感を覚える。……花蓮は心根の部分では、他人を傷つけて喜ぶ、悪い女ではなかった。ただ彼のことになると、歯止めが利きかなくなるだけ。なので、雪縫を言葉でいたぶろうとする意図はなかったが──それでも。花蓮は彼に対する苛いら立だちから、雪縫に対して言葉を続けた。

「もっとそこら辺の、つまんない男のことを好きになってたら、雪縫さんは絶対いまより傷ついてない。成じよう就じゆしたにせよ、しなかったにせよ──雪縫さんがそんなに泣くことはなかったんじゃないかな。……そういう男の子なんだよくーくんは。どこまでも夢中にさせられるの。他ほかには何も見えなくなるくらい、恋に落とされちゃう。だから、悪いんだよ」

「……それは、くーさんが悪いんじゃない。そんなにハマった、私が……」

「どうなんだろうねー。あたしはもちろん、あたしは悪くないと思ってるよ？　だから、雪縫さんも悪くないんじゃないかなーって思うけど、それは雪縫さん次し第だいじゃん？」

「…………」

「だって、雪縫さんも思わない？　優やさしいくせに報むくいてくれない男の子って、それだけで最悪でしょ」

　花蓮の言葉に、びくり、と肩を震ふるわせる雪縫。先日、雪縫も同じような思いを彼に吐と露ろし、彼を傷つけたばかりだった。──花蓮は、つまらなそうな表情になって続けた。

「くーくんはね、切り捨ててくれないんだよ。……口では『お前みたいな女のことなんか、どうでもいい』って言ってたけど、あれ、全然そんなこと思ってないし。嘘うそ下手過ぎでしょ、くーくん……そうやって、あたし達の手から、希望を取り上げてくれないの。自分からは離はなれてくれない。だから、いつまでも諦められないんだよ」

「…………」

「これでわかったでしょ、雪縫さん。──くーくんが悪いんだよ。全部くーくんが悪い。あたしは悪くないの。ついでに、あなたも悪くない。だから、その気持ちは……くーくんを殺したいって思うあなたの気持ちは、間ま違ちがってないんだよ」

「────!!　馬ば鹿かにしないでっ！」

　雪縫はそう叫さけびながら、ブランコから立ち上がる。そのまま、涙で潤うるんだ美しい瞳ひとみで、花蓮を睨にらみつけた。……それを受け、花蓮は肩を竦める。「わかってくんないなら、それでもいーんだけどね。別に、あなたを救ってあげたい訳じゃないし」と、そう呟つぶやいた。

　そうして、雪縫が花蓮を睨み、それを花蓮が涼すずしげな表情で受け流す時間がしばし続いたのち……雪縫は確かな足取りで公園を出る。花蓮の横を通る際、彼女は告げた。

「あとで連れん絡らくする」

「え……？　あとで連絡するって、何でするのさ？」

「私とくーさんが、ちゃんと話をする場所を……花屋敷さんにも連絡する。だから、来て。そこで、私の覚かく悟ごを見せる」

「覚悟……？　覚悟って、どういう覚悟なの？」

「うるさい。その時までにはしておくから、黙だまって待ってろ」

　雪縫はそう言って、未いまだに少しずつ溢れてしまう涙を拭いつつ、帰路につく。そんな彼女の背を見つめながら、花蓮は息を吐はいた。……少し喋しやべり過ぎたかもしれないと、今いま更さらながら考える。雪縫は色町と違い、彼に異性として好かれている訳ではなく──厳密にはライバルと呼べない相手だからこそ、口が軽くなってしまったのかもしれなかった。

　それに、どこか今の彼女は、彼の背中を押す前の──彼と幼馴染を解消したのち、彼への思いを醸じよう造ぞうしていた頃ころの花蓮に、少し似ていたから。だから、余計なおせっかいを焼きたくなったのかもしれないと、花蓮はそう自己分ぶん析せきする。……傷ついている彼女にちょっかいを出したところで、自分に得がある訳でもないだろうに。

「まあ、お互たがい頑がん張ばろうね、雪縫さん」

　もちろん、くーくんが雪縫さんを好きになっちゃったら、その時は容よう赦しやしないけど。

　そんなことを内心で呟いたのち、花蓮は学校へと戻もどる。──いつしか、自分のこんな攻撃的な感情も、ちゃんと大人になってくれるのだろうか。いまは全く想像ができない未来の話につい苦笑しつつ、花蓮は来た道を引き返すのだった。




　　　　◆◆◆




「…………」

　一人自室に戻った俺は、手の中にあるスマホをじっと見つめる。そこに表示されているのは、雪縫霙みぞれの電話番号。それを見ているだけの時間が、もう十五分は経過していた。

　……何もしないのは、あり得ない。俺は、雪縫の本心──俺にまだ未練があるのに、それでも友達でいようとしてくれた彼女に、気づけなかった。……もしかしたら、あえて気づこうとしなかったのかもしれない。それに気づくのが怖こわくて、無意識のうちに、それを意識しないようにしていたのかも。……俺ってやつは、本当に──。

　また、雪縫とこうなったいまになって、昨日、色町に告白できなかった理由にも思い至る。……俺は心のどこかで、雪縫との問題は未だ解決していないと、わかっていたのだ。だから、あそこで色町に告白できなかった。そんな状じよう況きようで告白していいと、思わなかったのである。……内心でそこまでわかっていたなら、もう少し考えるだけで、雪縫の感情にも気づけた筈はずなのに。なんで俺はあそこで、考えることから逃にげてしまったのか……。

　ただ、それに対する後こう悔かいはもういい。心の中では未だ自責の念が後を絶たないけど、それで気持ちよく自己嫌けん悪おに浸ひたって、時間を空費する方が最悪だ。だから俺は、雪縫と、ちゃんと話をしないと──。

「…………っ」

　そこまでわかっているのに、俺はまだ、スマホの通話ボタンを押せないでいた。

　俺自身、やりたいことは明確だ。──彼女に謝りたい。それだけ。……もうこうなってしまえば、友人に戻りたい、なんてわがままは言えない。彼女を傷つけてしまうとわかっていて、それでも……これからも友人でいたいと望むなんて、俺にはできなかった。

　それがどういうことなのか、もちろんわかっている。──雪縫と築いてきた関係を、諦あきらめるということだ。もう一いつ緒しよにはいられず、俺と彼女は無関係の他人に戻る。そうなってしまうのはわかっているけど、でも……これ以上彼女に、無理はさせられないから。

　それが、雪縫を傷つけた俺が彼女に渡わたせる、精せい一いつ杯ぱいの誠意だった。

「……よし」

　思考を重ね続けているうちに、ようやく決心がついた。……もしかしたら、あんなことがあった今日、彼女に対してすぐに電話をするべきじゃないのかもしれないけど……それを理由に逃げてはいけないと思った俺はついに、通話ボタンを押した──。

　スマホを耳にあて、鳴り響ひびくコール音を聞く。緊きん張ちようから唾つばを飲んだ。まず謝罪。そのあと、二人で会う約束をして、そこで友人関係を解消する──今後の行動をまとめることで気を落ち着けていると、しばらくして『おかけになった電話番号は──』というアナウンスが入った。それを受け、俺は一つ息を吐きながら通話を切る。……このまま、何の連絡も取れずに終わってしまうのだけは、嫌いやだな……。

　そんなことを思っていると、ぴろん、と軽快な音がした。スマホを確かく認にんすると、ラインのメッセージが届いたらしい。差出人は雪縫で、そこにはこんな文章が表示されていた。

『明日の放課後、月つき吉よし公園に来て』

　それに、俺は了りよう解かいした旨むねを返信する。……どうやら彼女、連絡を取れる状況ではあったらしい。だというのに、俺の電話を無視したのは、俺の声が聞きたくなかったからだろうか。それとも、ラインならできるけど、会話はできない状態にあったのか……。

　考えつつ、俺はスマホを脇わきに置くと、ベッドに寝ね転ころんだ。……明日、どうなるのかはわからない。わからないけど──散々、雪縫を傷つけてしまった俺だから。もう二度と彼女を傷つけたりはしないと、それだけは心に固く誓ちかいながら、俺は目を閉じるのだった。




　そうして、時間はあっという間に過ぎて、翌日の放課後。

　どうしてまたこの場所なのだろう、という一いち抹まつの疑問を抱いだきつつ、俺は……俺が記き憶おくを失なくした公園に、足を踏ふみ入れた。午後四時半過ぎだというのに、もう外が暗い。一月の日の短さを改めて感じつつ、寒さに手を擦こすった。今日は昨日より一段と冷えていた。

　公園のベンチまで歩みを進めると、そこには既すでに彼女が待っていた。うなだれるように地面を見ていた彼女は、足音に気づき俺を見やる。──これまで通り、俺のあげた青い花の髪かみ留どめが、彼女の頭の後ろで、その綺き麗れいな白い髪をまとめていた。

「……くーさん」

「横、座ってもいいか？」

「うん……」

　ベンチに座っていた雪縫に許可を取り、俺は彼女の隣となりに座る。──一人分、距きよ離りを空けて腰こしかけた。本当はこんなに距離を取りたくはなかったけど、それを埋うめてはいけないと思った俺はだから、少しだけ雪縫と距離を空けてベンチに座った。

「…………」

　それに気づき、雪縫はほのかに寂さみしげな顔をする。……また、彼女を傷つけてしまっただろうか。そう不安にかられつつも、俺は静かに切り出した。

「昨日のこと──というか、これまでのことは、本当にごめん……」

「…………」

「俺は、お前が無理してるって気づかなかった。気づく努力さえすれば、気づけた筈だったのに……俺に都合がいいからって、雪縫は俺と一緒にいるのが平気になったんだって、そう思い込んでたんだ……ごめん、雪縫」

「……ううん。くーさんが謝らなくていい。あれは、私が望んでやったこと。くーさんを騙だまそうとしてやったことだから、騙されたくーさんが謝る必要はない……」

　雪縫はそう言って、再び地面を見つめる。俺の方は見てくれない。彼女はただ寂しげな横顔と共に、俺の会話に付き合ってくれているだけだった。

　ずきり、と胸の奥が原因不明の痛みにうずく。それを堪こらえつつ、俺は話を続けた。

「でも、お前が無理してるのに気づけてたら、昨日みたいなことにはなってなかっただろ？　俺がちゃんと距離を取ってたら、雪縫があんなに傷つくこともなかったのに──」

「……まったく、くーさんは優しい。あれは私が望んでしたことなのに、それでも自分のせいで私を傷つけたと思ってるなんて、優し過ぎる。──そんなに、優しくしないで……」

　雪縫はそう言って、俺の方を見た。それは、絞しぼり出すような微び笑しよう。雪縫の中にある種々様々な感情を飲み込んで、押し殺して、それでも何とか浮うかべたような微笑ほほえみだった。

　それから、彼女はまた地面に視線をやると、静かに本音を語り始めた。

「もう、くーさんも気づいてると思うけど──私、あなたが大好き」

「…………」

「過去形じゃない。過去にできてない。私はまだ、くーさんのことが好き……くーさんが色町さんのことを好きだってわかった、あの時に──失しつ恋れんした時に、この気持ちもなくなると思ってたけど、そうじゃなかった。失恋じゃ、この恋こいは失えなかった……」

「そっか……」

「知らなかった……恋が、こんな……こんな……しぶとくて、きつくて、痛々しいものだったなんて。私はそれを、甘いショートケーキみたいな、素す敵てきで、可愛かわいらしいものだと思ってた。──違ちがった。心臓に刺ささった針みたいなものだった。……ずっと痛い。ずっと痛いの、くーさん……そんなんじゃないと思ってたのに……くーさんを遠くから見てるだけの時は、こんなんじゃなかったのに。私の心にあった甘いそれは、いつの間にか、太くて大きな針になってた……私の心臓をぱあん、って割ろうとする、針に……」

　雪縫は今にも泣き出しそうな顔をする。しかしその度たびに、彼女は頭を勢いよく左右に振ふったり、頬ほおを両手でぱちん、と軽く叩たたいたりして、涙なみだを出すまいとしていた。……そのうち、少し落ち着いた彼女は、それでも俺の方は見ないまま、続けた。

「最初に針になったのは、くーさんが色町さんのことを好きかもしれないって疑いだした、クリスマスの夜だった。……それを考える度に、胸の奥がちくちくした。お風ふ呂ろに入ってる時も、ご飯を食べてる時も、授業を受けてる時も──ことあるごとにちくちくして、凄すごくムカついた……」

「…………」

「だから、その真しん偽ぎを確かめたくなった。くーさん達が二人でお昼を食べてるところに突とつ撃げきしたのは、そういう理由。……まさかそれをきっかけに、くーさんが本当に色町を好きだってわかるとは、思ってなかったけど……」

　……ごめん、雪縫。

　本当はそう言いたかった。そう言いたかったけど、それを言うべきじゃないことは俺でもわかっていた。だから、俺は何も返事をできずに、ただ雪縫の言葉を聞き届ける。何も言わない俺に、何な故ぜか雪縫は少し笑いかけてくれると、再び語り始めた。

「くーさんにフラれて、それでもあなたと無理やり一緒にいた時──くーさんに言ったことは、本当。なんで好きでもないくせに私に優やさしくするんだって、本当に思った。でも、本当じゃないのは……それで、くーさんを好きじゃなくなったって部分」

「…………」

「くーさんのこと、そんなに好きじゃなかったのかも、なんて──全然そんなことなかった。むしろ、そうだったらもっと楽だった……くーさんを好きになって、だけど失恋して、だから今度はくーさんより素敵な男の子を好きになろうって、そんな風に割り切れたら楽だった。……振り向いてもらえないんだから、好きでいるのをやめろって、何回も自分に言い聞かせた。失恋したのに、まだ好きっておかしい。恋を失うって書いて失恋なのに、なんで好きなの？　そんなの間違ってる。私を好きになってくれないくーさんのことなんか、もう好きでいるべきじゃない──そう、何度も何度も考えた。そうやって何回も、心臓に刺さった針を抜ぬこうとした。でも、できなかった……」

「……そっか。だから、雪縫は──」

「くーさんに、友達のフリをして、もう一度近づいた……」

　雪縫はそう告げたあと、ふいに瞼まぶたを閉じた。……未いまだ、彼女は泣いていない。さっきから何度も泣きそうになっているけど、雪縫は確かに泣いていなかった。

　そうして、雪縫は再び目を開けると、俺に体を向けつつ、小さく頭を下げた。

「ごめんなさい、くーさん……私、また嘘うそをついてた……」

「いや、謝らなくていいよ雪縫。元々は、俺が悪いんだし……」

「でも私、大きな嘘をついてた……それは、くーさんにじゃない……」

「え……？」

　俺がつい尋たずね返すと、雪縫はゆっくり頭を上げたのち、少しだけ顔を逸そらす。──彼女の儚はかなげな横顔を、公園の街灯が照らした。憂うれいを帯びた表情と共に、雪縫は続けた。

「自分に、嘘をついてた。──くーさんのことが、本当は好きなのに。もうくーさんなんか好きじゃない、私にとっては過去の男って、そう思い込むようにしてた。……くーさんへの恋心を、無理やり棚たな上あげしてた」

「ああ……だから雪縫はあんな風に、俺と一緒にいてくれたのか……」

　昨日の件を受けて、これまでの彼女は頑がん張ばって演技をしてくれていたのだと、俺はそう思っていたけど、そうじゃなかった──雪縫は自分の嘘で、自分をも騙していたのだ。私は彼のことが好きじゃない、好きじゃない、好きじゃない……そう思い込みながら俺の前に立つことで、彼女は自身の本音を隠かくした。心と裏腹な行動を自然に取れていたのだ。

　それはやっぱり、演技じゃない。──優しい欺ぎ瞞まんだ。俺を諦あきらめられなかった彼女がついた、微笑ましい嘘。雪縫は俺への好意を偽にせ物ものとすることで、俺と一緒にいてくれたのだ。

　……でも、それがついに破は綻たんしてしまったのが、昨日のことだった。

　それから雪縫は、悲しそうに顔を歪ゆがめる。それでも、語る声は止まらなかった。

「これは、自分からくーさんに会いに行くぶんには、なかなか上手うまくいった。自分に嘘をつくのは、くーさんに嘘をつくより、簡単だった。……でも、やっぱり綻ほころびがあった。自分を騙すのは簡単だったけど、騙し続けるのはやっぱり、難しかった。──そのうち、胸の針が大きくなってるのに気づいた。ちくちくが、止まらなくなってた……くーさんと一緒にいるだけで、もう、死にそうだった……」

「雪縫……」

「こんなに大好きなのに。こんなに近くにいるのに。でもくーさんは、色町さんのことが好きで……もう、隣にいるのが幸せなのかもわからない。私はただ、くーさんがまだ好きだから、こうして無理やり一緒にいるけど……こんなに痛いのに、彼の隣にいるのが幸せ？　私のことを好きじゃない、大好きな人と一緒にいるのは、幸福って呼べる？」

「…………」

　何と答えていいのかわからない。どんな言葉をかければ、俺が傷つけた彼女に報むくいることができるのか、俺にはわからなかった。……そうして、無言の俺を横目でちら、と見た雪縫は、その顔に寂しげな笑みを浮かべながら、続けた。

「そんなことを考えてたから、昨日……涙が止まらなくなった」

「…………」

「泣き虫な自分が嫌いやになる……それで、くーさんに気づかれて、いまこうなってる。私が私に嘘をついてたって、くーさんにバレた。……私と友達でいたかったくーさんに、くーさんのことがまだ好きだって、バレた……」

　そこまで話して、雪縫は黙だまり込んだ。……嫌な沈ちん黙もくが俺と彼女の間に落ちる。今日はマフラーをしていないので、吹ふきすさぶ風が冷たかった。──と、その時。俺の頬に冷たい何かが触ふれる。それはすぐさま水に変わったけど、何かが俺の頬に落ちたのはわかった。

　それは、雪だった。街灯に照らされながら、にわかに雪が降り始めたのだ。……そんなにロマンチックな雰ふん囲い気きでもないだろうに。俺はそんな冷めた気持ちで、降り始めた雪を見やる。雪縫は顔を俯うつむけたままで、雪が降っていることにも気づいていない様子だった。

　雪縫はもう、何も言わない。俺も、何も言えない。……するべき話があると、わかってはいるのに。お互たがいにそれを言いたくないから、黙っているのかもしれなかった。

　そうして、雪が舞まい始めて数分が経たったのち、俺は緊きん張ちようから唇くちびるを舐なめた。……本心では、こんなこと言いたくない。言いたくないけど、でも──本当に、雪縫のことを思うなら。彼女をこれ以上傷つけないために、言うしかない。

　俺はそこまで考え終えると、昨日のうちにしていた決意を、確かに口にした。

「なあ、雪縫……俺達、他人に戻もどろうか……」

「────」

　俺の言葉を聞いた瞬しゆん間かん、くしゃ、と。雪縫は酷ひどく辛つらそうに、顔を歪めた。まるで泣き出す前の赤子のような表情。けれど、彼女は涙を堪えると、静かに俺を見た。……寂しげな顔をする雪縫を見ても、俺は言葉を止めなかった。

「お前との関係を、こんな風に終わらすのは、嫌だけどさ……でも、雪縫が傷つかないためには、そうするのが一番だと思うんだ。だから、もう……」

「……たぶん、くーさんは優しさから、そう言ってくれてるんだと思う……」

　雪縫は悲しげな顔を俯けつつ、そう言った。それから、彼女は静かに俺を見やる。

　そこには、少しばかり敵意のようなものが滲にじんでいて、俺はついたじろいでしまった。

「でも、もしかしてだけど、くーさん……それだけが理由じゃないってことは、ない？」

「え？　そ、それは、どういう──」

「くーさんはいま、私を傷つけないために、離はなれようとしてるだけじゃなくて……私も、花屋敷や色町みたいになると思ってるから──私を、捨てようとしてない……？」

「…………え？」

　予想外の言葉を返され、呆ほうけたような声が出てしまう。一方の雪縫は、酷く真しん剣けんな顔で俺を見つめていた。鋭するどいまなざし。こわばった表情。それは、憎にくい敵かたきを見るような目つきで……ちょ、ちょっと待ってくれ。もしかして彼女、俺が雪縫から離れようとしている理由を、悪い方に解かい釈しやくしてるんじゃないか……!?

「ち、違うぞ雪縫！　そうじゃない！　そうじゃなくて、俺はこのまま一いつ緒しよにいたら、雪縫が辛いんじゃないかって──」

「口だけなら何とでも言える。……もしくは、くーさんも思い込んでるのかもしれない。自分は雪縫に対する優しさから、彼女と決別するんだ、って思い込んでるだけで、心の奥底では──これ以上、恋に壊こわれそうな女とは一いつ緒しよにいれないと思ってる。違う？」

「そ、そんな訳ない！　俺は本当に、雪縫のことを思って──」

「本当に私のことを思うなら、それこそ、自分から離れようとはしない筈はず。……それでも一緒にいたいって、そう望んでくれる筈」

　冷たい目、冷たい表情のまま、雪縫はそう告げた。……軽い既き視し感かんに苛さいなまれる。確か過去にも、いま雪縫が言ったようなことを、誰だれかから言われたような……そう考えた次の瞬間、俺の脳のう裏りに、その声が鮮せん明めいに蘇よみがえった──。

「私のためを思うのなら、どうして離れたりなんかするのよっ！」

　それは、ヤンデレだった頃ころの色町の発言。俺が距きよ離りを置こうとしたら、彼女が激高した時の言葉だ。……ということはいま、雪縫も、あの時の色町と同じような精神状態になってるってことか……？

　俺はそんな不安を抱いだきつつ、雪縫を見やる──彼女は、静かに正面を見つめていた。その横顔に映るのは、諦めのような、呆あきれのような……そんな、俺に対して失望したかのような表情。雪縫はそんな顔をしたまま、寒々しい声を俺に投げてきた。

「ねえ、くーさん。──あそこ、立って」

「え……あそこって……」

　雪縫が言いながら指さしたのは、公園の入り口付近。過去、俺が花蓮に背中を押されることで車にはねられ、記き憶おくを失った──嫌な思い出のある道どう路ろ脇わきだった。……どうしてあそこに立てなんて、そんな酷いことを……？

　俺が言葉の意図を理解できずに、雪縫をもう一度見てしまうと、彼女は……なおも冷たい表情で、俺を見返してきた。それは、これまで俺が見てきた雪縫とは、似ても似つかない顔で──ゆ、雪縫にこんな表情ができるなんて、知らなかった……それから、彼女は催さい促そくするように再度道路脇を指さす。冷たい表情のまま、可愛かわいらしく小首を傾かしげた。

「あそこ、立って。できない？」

「で、できなくはない、けど……でも……」

「くーさん、私のこと信じてない？　信じてないから、あそこに立てないの？」

「い、いや、信じてない訳じゃない！　そうじゃないけど──」

「じゃあ、立って。私を信じてるなら」

「…………」

　雪縫の剣けん幕まくに圧おされ、俺はつい立ち上がる。それからゆっくり、道路脇へと……俺が以前、花蓮に殺されかけた──色町が以前、花蓮に殺されかけた場所へと、歩みを進めた。

　心臓がバクバクと早はや鐘がねを打つ。彼女を信じていない訳じゃない。当然、そんな訳はないけど……それでも。車にはねられた痛みを覚えている体が、警けい鐘しようを鳴らしていた。その先は危ない。そこに行ってはいけない！　また記憶を失うぞ!!　潜せん在ざい意識か何かが、そんなことを俺の脳内で叫さけぶ。こんなにも寒い冬の日に、俺は脂あぶら汗あせを額に滲ませていた。

　それでも、なんとか目的地まで歩いた俺は、彼女が望んだ通りそこに立った。……情けないことに足が震ふるえている。車道から少し離れた場所に立っていると、背後から「もっと前行って」と雪縫に言われた。……なので俺は道路脇、そのきわきわの場所まで足を進める。背中を押されたらその瞬間、いつかの再現ができる場所に、俺は立っていた。

「そ、それで？　お、俺はこれから、どうすれば……」

「信じて」

　柔やわらかな声が耳じ朶だに響ひびく。そして……そして。

　俺の背中にゆっくりと、誰かの小さな手が、愛いとおしげに触れるのだった──。




　　　　◆◆◆




「私は、くーさんを殺さない」

　そんな優やさしい声が聞こえた、次の瞬間──。

　俺は雪縫に、背後から抱だき締しめられていた。

　それから、彼女はそっと引き戻すように、俺の体を引っ張って後退させる。歩道の安全なところまで戻ると、俺の体をいっそう、強く、きつく抱きしめた。──彼女の顔は見えない。ただ、その声は涙なみだ声ごえではなく、温かな声こわ音ねだった。

「私を、好きになってくれない……色町さんのことが好きなくーさんを、私は絶対に殺さない。嫉しつ妬とに壊れない。ヤンデレたりしない。……たまに、ちょっと泣いたりはする。でも、くーさんは壊さない。私だけは絶対に、くーさんを傷つけない」

「ゆ、雪縫……」

「くーさんに傷つけられたのは、確かにそう……色町さんが好きだって、正直に言わないで欲しかった。私が無理してるのに気づいて欲しかった。……友達としてしか愛してくれないなら、優しくなんかしないで欲しかった。──でも、それだけ傷つけられても、私は絶対にくーさんを傷つけない。色町さんや花屋敷さんができなかったことを、私だけはできる。くーさんは、それを信じて欲しい……」
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「……ど、どうして、そんなことを言えるんだ……」

　それは、疑っているから出た言葉じゃない。……俺は、酷いのに。雪縫に対して酷いのに、どうしてそんなに俺に優しくしてくれるんだと、そういう意味の言葉だった。

　それを正しく受け取ってくれたらしい雪縫は、「ふふっ」と小さく笑う。それから、ぎゅっ、と。そのか細い小さな腕うでで、俺の体を更さらに強く抱き締めると、告げた。

　それは、雪縫霙という女の子の真ん中にある、嘘うそ偽いつわりのない本物だった。




「だって私は、くーさんの味方だから」




「────」

　つい、泣きそうになる。どうして泣きそうになるのか、自分でもわからなかったけど、たぶん……どうしようもなく嬉うれしかったのだ。俺が傷つけてしまった雪縫が、まだ、俺の味方でいてくれるという、その事実に救われた。きっと、それが全すべてだった。

「だから、くーさん……『他人に戻ろう』なんて、寂さびしいこと言わないで……私は確かに、上手うまく自分を騙だませなかった。くーさんを騙せなかった。……もしかしたら、これからも。くーさんと一緒にいたら、また急に泣き出したりするかもしれない。でも、めんどいのはそこだけ。色町さんや花屋敷さんのように、自分を好きでいてくれなくても、くーさんを傷つけたりはしない。だから……そばに、置いて欲しい……」

「雪縫……」

　まさか、雪縫の方からそう望んでくれるとは思わなかった。彼女からの嬉し過ぎる申し出に、俺はまた一段と喜びに包まれる。……ただ、雪縫を思うからこそ、心配はした。野や暮ぼだとわかっているのに、それでも俺は、余計なことを口にした。

「お前は、それでいいのか……？」

「…………」

「俺はもちろん嬉しいよ。これからも雪縫と一緒にいられるなんて、最高に嬉しい。願ったりかなったりだ。でも、色町の好きな俺といることで、雪縫は傷つかない訳がない……それでいいのか？　俺と一緒にいたら、お前はこれからも、傷ついてしまうのに──」

「傷ついてもいい。それでも、くーさんと一緒にいたい」

「────」

　雪縫の覚かく悟ごに、俺は何も言えなくなる。……どこまでも強い女の子だった。もうふっきれたと、そう言っていた時の彼女の言葉は嘘だったけど、その時受けた印象は間ま違ちがっていなかったらしい。──雪縫は強かった。恋こいをして、失しつ恋れんをしたのに、それで壊れることもなく、こうして自分の答えを見つけ出した。それが、あまりにも眩まぶしかった。

「私にとって一番辛いのは、くーさんと一緒にもいられなくなること。……昨日、ちゃんと考えて、気づけた。くーさんと無関係にならないためなら、傷ついたっていい。自分に嘘をついてもいい。私はあらゆる嘘を駆く使しして、くーさんと一緒にいる。そう決めた」

「……なんだか、雪縫らしい言葉だな……」

「ふふっ。でしょ？」

　彼女はそう言うと、抱きついていた俺の体からそっと離れた。そうして、俺は後ろを振ふり向く。──彼女は泣いていなかった。何かある度たびに泣いて、悲しげに顔を歪ゆがめていた雪縫だったけど、彼女は泣いていなかった。それこそが、雪縫が強くなった証あかしだった。

「たぶん、私はこれで、めんどくさくなくなった訳じゃない」

「……い、いきなり凄すごい宣言だな……？」

「私はこれからも、折に触ふれてくーさんに嫉妬するし、早く私のダンナになれ、って思ってることを言うと思う」

「そ、そっか……」

「でも、それくらいは我が慢まんして。私も、私を好きになってくれないくーさんを、我慢するから。……色んなことを我慢して、努力して、飲み込んで──それでも、くーさんと一緒にいたい。だから、一緒にいて」

「…………」

　爽さわやかな微び笑しようと共に、雪縫は俺に手を差し出してきた。……俺はそれを見て、少し考えてしまいそうになる。本当にこの手を取っていいのかとか、そういう面めん倒どうなことを。

　でも、やっぱり考えるまでもない。ここまで嘘偽りのない雪縫の覚悟を、言葉と行動で見せられた俺に取れる選せん択たく肢しは、一つしかなかった。

　雪縫の小さな手を、俺は握にぎり返した。──握あく手しゆ。こうして、俺と雪縫はもう一度、大切な関係を繋つなぎ直すことができたのだった。

「これからもよろしくな、雪縫」

「うん。結けつ婚こんを前提によろしく」

「…………」

「ふふっ、困った顔しなくていい。冗じよう談だん」

　雪縫は少しだけ目元を潤うるませつつ、それでも涙の流れていない瞳ひとみを俺に向けて、そう笑った。……本当に、嬉し過ぎて俺の方が泣きそうだった。今日、俺はもう雪縫との関係が終わってしまうとそう予想して、ここに来たけど……こんなにも最良の結果を手に入れられて、嬉しくない訳がなかった。

　そうして、握手をしつつ笑い合っていると、ふいに雪縫が握手をしている手を握り込み始める。ん？　……あ、あの、雪縫さん？　握手をしてる手がちょっと痛いんですけど？

「ところでくーさん。色町さんとの関係はどうなった？」

「ど、どうなった、とは……？」

「告白した？」

「そ、それは、まだ……」

「…………私、言った筈はず。付き合ってもいないのにイチャイチャしてるのが気に食わないって。私はこうして、くーさんとの関係をスッキリさせた。だからくーさんも、色町さんとの関係をスッキリさせるべき。わかる？」

「い、いた、痛、痛い！　わ、わかりますですはい！」

「くーさんが色町と付き合ってくれないと、私としてももやもやする……まだチャンスがあるのかもって思う。だから、そこははっきりして欲しい。……私のためにも」

「……ああ、わかってる」

　俺は雪縫に対して力強く頷うなずく。それは彼女に言われなくとも、望むところという感じだった。日和ひよりちゃんとの話し合いで、俺が色町を信じきっていることは既すでに確かく認にんしているし、何より──この気持ちを、彼女に伝えたくてたまらないから。俺は雪縫に理由を与あたえられなくても、色町にそう言う準備はできてしまっているのだった。

　そうして、雪縫は強く握っていた手をようやく離はなしてくれると、ふいに悪戯いたずらっぽい笑えみを見せた。──それから、彼女はくるり、とその場で楽しげに半回転すると、後頭部を俺の方に向けながら、子供っぽい笑顔と共に尋たずねてくる。

「そういえば、聞いてなかったけど……どう、くーさん。くーさんから貰もらった髪かみ留どめ、似合ってる？」

「……ああ、めちゃくちゃ似合ってる。可愛かわいらしいと思うぞ」

「か、可愛らし──だ、だから、そういうのは……こいつに言っても無む駄だか……」

　そう言って、諦あきらめたように肩かたを落とす雪縫。……怒おこられたら反省するので、できれば怒って欲しいんですけど。俺がそう思っていると、雪縫はまた微笑ほほえみながら、続けた。

「もう、この髪留めは使わない」

「……そっか」

「私も、似合ってると思った。私に似合ってるのが、本当に嬉しかった。だから、大好きだけど──使わない」

「ああ、わかった……」

「……でも、いつか使える時が来るって、信じてる」

　雪縫はそう言うと、寂さみしげに笑ったあとで──満面の笑みを浮うかべた。それは、色んな感情を飲み下した後に残った、純じゆん粋すいな笑顔。その可愛らしい笑みに、俺はつい心を奪うばわれる。……俺の友人は本当に、油断ならないくらい、魅み力りよく的な女の子だった。

「それじゃあ、くーさん。先に帰って」

「先に帰ってって……もう遅おそい時間だし、家まで送ってくぞ？」

「いい。私、このあとちょっと約束があるから。だから、くーさんはさっさと帰って。とっとと帰って」

「何か急に扱あつかいがぞんざいなんだけど……わかった。じゃあまたな、雪縫」

「うん。またね、くーさん」

　さっさと俺を帰らすために背中を押してくる雪縫に急せかされ、俺は公園をあとにする。……振り返ると、雪縫が小さく手を振ってくれていた。それに手を振り返して、俺は一人で道どう路ろ脇わきを歩き始める。雪が降っているので、気温的には寒かったけれど──代わりに、心が温かかったから。俺はさして辛つらさを感じないまま、泡雪に頬ほおをうたれる。

　雪縫と築いた関係を、失うことなく、この手に残すことができた。

　その温かな事実につい顔を綻ほころばせながら、俺は雪の降る帰路を歩いていくのだった。




　　　　◆◆◆




　雪縫は一人、去り行く彼の背中を見続けていた。

　もしかしたら、いつ彼が振り向くとも限らないので、小さく手を振りながら……そうして、その姿がようやく見えなくなると、彼女は安あん堵どしたように嘆たん息そくする。それから、おぼつかない足取りで公園のベンチまで戻もどり始めた。ゆっくり歩みを進めていると、その最中に──「うっ……」それまで彼女が我慢していたものが、次し第だいに溢あふれ出した。

「うっ……ううっ……うわあああああああああああっ……！」

　堰せきを切ったように、涙なみだが両目からぽろぽろと溢れ出す。あまり大声で泣き喚わめいたら彼に聞こえてしまう可能性があったため、彼女は口元を両手で押さえ、声を押し殺すようにして泣いた。無理やり堰せき止めていたものを、一気に溢れさせた。

「ううっ……ああっ……うわああああああん……！」

　彼女は泣き濡ぬれながら、公園のベンチにまで戻る。そこに腰こしかけ、両手で顔を覆おおった。もう我慢しなくていいと思った途と端たん、本当に我慢が利きかなくなったのだ。

　果たして自分はこれからも、こんな有様で、彼と一いつ緒しよにいられるのだろうか──。

　そんな不安を抱いだいたが、両手で涙を拭ふきとりつつ、彼女は考える……不安に思ってもしょうがない。──だって自分は、彼と一緒にいたいのだから。痛みを伴ともなってでも、一緒にいたい。そう決意した以上、可能か不可能かなんて考える必要はなかった。

　それこそが、誰だれに恥はじることのない、彼女の──。

「……本当にいじらしいね、雪縫さんは」

　そうして雪縫が泣いていると、どこからか花蓮が現れた。彼女はそう声をかけると、雪縫が座るベンチに自身も腰かける。隣となりにやって来た花蓮を、雪縫は涙目で睨にらみつけた。

「ううっ……うる、さい……今は、泣かせろ……」

「うん、いいよ。待っててあげる。……本当なら、恋こい敵がたきに優しくするほど、あたしも甘くないんだけどね。でも今回に関しては、待っててあげるよ」

　彼女は軽い声こわ音ねでそう言うと、次いで「よしよし」と呟つぶやきながら、雪縫の頭を撫なでようとした。──ぱんっ、と乾かわいた音。花蓮の手が勢いよく払はらいのけられる。おふざけが過ぎたらしいことに気づき、花蓮は少し笑うのだった。

　ちなみに、何な故ぜ花蓮がいまこうして、この場所にいるのかというと、それは──昨日のうちに雪縫から、今日この時間にここに来るようにという連れん絡らくが入っていたためだった。彼が病院のベッドの上で昏こん睡すい状態だった際、連絡先を交こう換かんしていた二人はそういう理由で、久しぶりに連絡を取り合ったのである。

　それから、花蓮が時間通りに、この場所に来ると……そこで雪縫と彼が話し合いをしていた。それを受け草木の陰かげに隠かくれた花蓮は、二人のやり取りを見終えて、現在──自分でも意外なことに、雪縫に対して、憧どう憬けいにも似た念を抱いていた。

　そうして雪縫が泣いているのを、花蓮が黙だまって見守る時間が過ぎて……数十分後。ようやく雪縫が泣き止やんだと気づいた花蓮は、小さく声をかけた。

「さっきくーくんに言ってたこと、全部嘘うそだったりしない？」

「何を見てたの、あなた……嘘なんて一つもない。あれが、嘘をついていい場面かどうかぐらい、わからない？」

「あははっ、そっか。じゃあ雪縫さん、本気であんなこと言ってたんだ……」

　そう言って、少し寂しげな顔をする花蓮。その意味がわからなくて、雪縫がつい首を傾かしげると──それを受け、花蓮は気を取り直したように微笑したのち、はっきりと告げた。

「すごいね、雪縫さんは」

「…………」

「こんな気持ちになるなんて、思ってもみなかったよ。あたし雪縫さんのことも、ムカつくから殺したいなーとか、そんな風に考えてた時だってあったんだよ？　それが、こんなに素す直なおにすごいって言えるようになるとは思わなかったなー」

「……あなた、相当壊こわれてる」

「そうかな？　自分が大好きな男の子に近寄ってくる女って、例外なく殺したくならない？　──って、そうか。雪縫さんはそうならないんだもんね？　そうならないくらい、綺き麗れいな片かた想おもいをできてるんだもん。……羨うらやましいよ」

　花蓮はそう言葉にすることで、自覚する。──それは、彼女が求めていたものだった。彼を好き過ぎるが故ゆえに彼を壊そうとするのではなく、彼に傷つけられてもなお、決して彼を傷つけない、純粋な片想い……それは、花蓮が喉のどから手が出るほど欲ほしくて、だけど手に入れられなかった、無む垢くで美しい感情だった。

　しかし、そんな花蓮の言葉に、雪縫は顔を歪ゆがめる。彼女は目元の涙を拭ぬぐいながら、こわばった声音で返事をした。

「別に私も、綺麗な片想いができてる訳じゃない……」

「え、そうなの？　でもさっき話を聞いてたら、雪縫さんは嫉しつ妬と心とか独どく占せん欲よくとかが全然ないんだろうなーって思ったけど」

「違ちがう。嫉妬心がないんじゃない。それを、我が慢まんするって話」

「……えー？　そんなの無理じゃない？」

「無理じゃない。私には自信がある」

「……そっか。そういうのがない訳じゃないんだ。そうじゃなくて──あるとわかった上で、そうやって意地を張ってくつもりなんだね」

　花蓮はそう呟いたのち、考える──彼女は否定したけど、そうやって決意できることこそ、綺麗な片想いができている証しよう拠こではないかと。

　嫉妬心はある。独占欲もある。でも、それらを飲み込んだ上で、自分を好きじゃない、大好きな男の傍そばにいることを──恋心と共に生きていくことを、彼女は決めた。その覚かく悟ごを持てている時点で、彼女の想いは完成しているのだ。

　花蓮には、それができなかった。我慢など、とてもとても。

「これからが地じ獄ごくになるって、わかってるんだよね？」

「…………」

「たぶん、くーくんはこれで、雪縫さんとの関係はちゃんと形になったとか、そんなことを思ってるよ。──だって、くーくん視点ではそうだもん。今回、雪縫さんと二度目の仲直りをしたことで、自分たちの関係はもう大だい丈じよう夫ぶだって、そんな都合のいい勘かん違ちがいをしてるんじゃないかな」

「…………」

「つまりくーくんはもう、雪縫さんの心配をしてくれないんだよ？　──雪縫さんが辛つらいのは、これからなのに。自分に振ふり向いてくれない大好きな人と、一番近い距きよ離りにいなくちゃいけない、これからなのに……確か雪縫さんは、恋心を針にたとえてたよね？　それで言うと、いつ、雪縫さんの心が破は裂れつしちゃうかわからないと思うけどなー」

「……そんなこと、わかってる」

「だったら──」

「あなた、話聞いてなかった？　──そんな全部を飲み込んだ上で、私はくーさんと一緒にいる。そう決めた。それだけ」

「……ちょっとだけ、眩まぶし過ぎるかも」

　花蓮はそう言って苦く笑しようする。……彼女にとって雪縫は、あまりにも違う人間だった。もし自分が、彼女と同じ考え方を持てていたら──きっと、あの夜に彼の背中を押しはしなかっただろうし、色町の体を押すこともなかった。そうであれば、花蓮は今も、彼のそばにいられたかもしれない──花蓮はそこまで考えて、たらればには意味がないことに気づいた。もし自分が雪縫だったら、なんて馬ば鹿かげた仮定だ。だって自分は、花屋敷花蓮で。だからこそ彼女はいま、大好きな彼と決別してしまっているのだから……。

　花蓮がそんな感傷にふける一方で、雪縫は残った涙なみだを拭いつつ、立ち上がった。どうやら涙は完全に止まったらしい。その立ち直りの速さも、彼女が成長した証あかしだった。

　そうして、雪縫は花蓮に体を向けると、大きく胸を張りながら、こう告げた。

「──私の覚悟、見たか」

「……ん、まーねー……もしかしたら、また時間が経たったら、雪縫さんもヤンデレたりしちゃうのかもしんないけど、言葉としては一応見せてもらったよ」

「いちいち余計なこと言うな」

「あははっ。……でも本当に、尊敬はしたかな。たとえ言葉だけなんだとしても、くーくんを傷つけないって宣言してる時の雪縫さんは、眩しかったから。──それは、あたしにはできなかったことだもん」

「ふふん、そうだろ」

「わかりやすいドヤ顔が腹立つね」

　花蓮のそんな言葉にも、雪縫は涼すずしげな顔をする。そうしたのち、彼女は真しん剣けんな表情になって花蓮を見つめた。──その目には確かに、敵意のような鋭するどさが宿っていた。

「結局、今夜あなたをここに呼んで、言いたかったのは一つだけ。──くーさんは悪くない」

「…………」

「私は確かに、くーさんに傷つけられた。くーさんが私を愛してくれないから、私は傷ついた。でもそれは、私が悪かった。……私に、くーさんを振り向かせられるだけのものがなかったのが、悪い。くーさんのせいじゃない……」

「えー？　その考え方はさすがに、達観し過ぎじゃないの？」

「達観じゃない。フラットな事実。だから私は、くーさんを傷つけない。くーさんに傷つけられても、くーさんを傷つけない。──そうあるべき。私だけじゃない。色町さんも、もちろんあなたも、そうあるべきだった」

「…………」

　雪縫は綺麗な瞳ひとみをじっと、花蓮に向けていた。真剣な表情。真剣な声音。その目の奥にあるのは敵意ではなかった。──あるのは、強い意志。自分の出した結論は間違っていないという、確かな自信だけだ。

「だから、悪いのはあなた」

「……随ずい分ぶんと軽々しく言ってくれるんだね？」

「軽々しく言ってない。だって私はいま、たぶん世界で一番、花屋敷さんの気持ちがわかってる。……あなたの気持ちがわかるほど、素敵な男の子に振り回された。そんな私が、あなたに断言する。──あなたが悪い。くーさんは悪くない」

「…………」

　何か言葉を返そうと、花蓮は口を開きかけた。しかし、何も返せない。──自分と同じように彼に傷つけられてもなお、自分とは同じ結論に至らなかった雪縫にそう言われるからこそ、その言葉は花蓮の胸の奥に、棘とげとして深く突つき刺ささるのだった。

「嫉妬するのはしょうがない。女ってそういう生き物。色恋が絡からむと怖こわい。だけど……だからってくーさんを殺そうとしたのは、絶対にやり過ぎ。色町さんを殺そうとしたのもそう。あなたはおかしい。×ってる」

「あはは……酷ひどいことを言うんだね、雪縫さんは」

「……たぶん、くーさんはまだ、諦あきらめてない。でも、私個人の思いとしては──もうあなたは、くーさんに関わらないで欲しい」

　雪縫は静かに、真剣な表情でそう言った。そこに怒いかりや蔑さげすみ、そういったマイナスな感情は乗っていない。彼女はどこまでも真しん摯しに、希こいねがうように、そう告げていた。

「さっき、くーさんに道路の前に立ってもらって、私もあの時の花屋敷さんと同じ状じよう況きようになることで、わかった──あそこで嫉妬心が出るようじゃ、あなたは壊れてる。……あそこに立ってもらうだけで、怖かった。その時の勢いで押すとか、あり得ない。くーさんを好きであればあるだけ、大好きなくーさんを失えるあの状況が、怖かった……」

「……なに？　その言い方だと雪縫さんは、あたしが全然くーくんのことを好きじゃないって言ってるみたいに聞こえるけど？」

「違う。たぶん、花屋敷さんがくーさんを好きなのは本当なんだろうけど……あなたが本当に好きなのは、くーさんに好かれてた自分」

「────」

　雪縫がそう言った次の瞬しゆん間かん、花蓮は立ち上がって雪縫の胸むなぐらを掴つかんだ。「ぐっ……」苦しそうな声をあげる雪縫。しかし、その顔に焦あせりはなく、彼女はただ冷笑していた。

「図星過ぎた？」

「違うよ雪縫さん。あたしの想いをバカにしたから、それですっごいムカついたんだよ。あーあ、せっかく雪縫さんのこと、見直してたのになー。それなのに、そんなふざけたこと言うんだ？　ふざけんなよ」

「私は今回のことがあって、あなたという女を更さらに見み損そこなった。──あなたは、恋こいする乙女おとめなんかじゃない。くーさんに好かれていたかっただけの、つまらない小こ娘むすめ」

「何であたしのことをわかったように言うのさっ！」

「ぐ……だ、だから、何度でも言うけど──くーさんは悪くない。悪いのはあなた！　私は別に、あなたに変わって欲しい訳じゃないけど、ちょっとは考えた方がいい！」

「このっ──！」

　逆上して手を上げそうになる花蓮。それを確かく認にんした雪縫は目を瞑つむり、何らかの攻こう撃げきが来るのを覚悟した。大好きな彼を殺そうとした、壊れた彼女だから。こんな場面で自分を殴なぐらないほど、彼女は甘くないと考えたのだ。……しかし、雪縫がしばらく歯を食いしばっていても、攻撃はやってこない。なので、恐おそる恐る彼女が目を開けると、そこには──悔くやしげに唇くちびるを噛かみ、その綺き麗れいな瞳から静かに涙を零こぼし始めた、花蓮の姿があった。

「嘘うそじゃ、ないもん……」

「────」

「あたしのこの気持ちは、絶対に嘘なんかじゃないっ！　雪縫さんはそう思ったのかもしれないけど、あたしだけはわかるんだから！　──あたしは、くーくんがあたしを好きじゃなくなったから、殺そうとしたんじゃない！　くーくんがあたしを好きじゃないっていう事実が、ショック過ぎて……そうしちゃった、だけなんだよ……」

「…………」

「好きだもん……あたしはちゃんと、くーくんのことが好き！　それだけはわかってるんだよ！　それだけはわかってて、でも……それだけじゃ、駄だ目めなの……？　好きだから殺そうとしたって、そんなにわかってもらえないのかな……？　好きなのに……あたしは、好きなだけだったのに……どうして、こうなっちゃったんだろ……」

「……花屋敷さん、あなた──」

「あたしも、くーくんのこと、ちゃんと愛せたらよかったのにな──」

　花蓮はそう力なく言うと、雪縫の胸ぐらを掴んでいた手を離はなし、目元を乱暴に擦こすった。「ごほっ、ごほっ！」拘こう束そくされていた喉が解放され、雪縫が軽くむせる。それを寂さみしげな表情のまま見つめると、花蓮は気が抜ぬけたような声を出した。

「じゃあ、あたしもう行くから。──ばいばい、雪縫さん」

「……う、うん……」

「あなたの覚悟、ちゃんと受け取ったよ。見てて楽しいもんじゃなかったけどね」

　それだけ告げると、花蓮は雪縫に背を向けて、公園を立ち去る。それを見届けて、雪縫は静かに息を吐はいた。……彼女は花蓮のことを、自己中心的な、好きな男に好かれている自分が好きな、わがままな女だと思っていたが……いまの様子を見る限り、どうやらそう単純な話でもないらしい。雪縫は去り行く背中を見つめながら、ぽつりと漏もらした。

「めんどくさい……」

　──彼女が、ただの嫌いやな女だったらよかったのに。

　内心でそう呟つぶやきつつ、雪縫も帰路へとつく。──夜空を見上げれば、いつの間にか雪が降っていた。どうせなら、もっと素す敵てきな夜に降って欲しかったのに……雪縫はそんなことを考えながら、一人で歩き続ける。

　花蓮が言った通り、これからが大変なことは、彼女もわかっていた。でも、花蓮と話をしているうちに、自分の覚悟も更に固まった気がして、雪縫は力強く歩き始める。

　そのうち、その頬ほおを、つう、と──一筋の雫しずくが伝っていった。それは涙ではなく、彼女の頬に雪が落ち、それが溶とけて水となった、雪解けの一ひと滴しずくだった。

「ううっ、ぐすっ……」

　そうして、彼女は夜道をゆく。いま自分の頬に流れる雫は、みんな雪解けの雫で。だから決して涙などではないのだと、そんな可愛かわいらしい嘘を、自分自身につきながら──。




　　　　◆◆◆




「くそ……くそっ、くそっ……！」

　花蓮はそう悪態をつきながら、一人、雪縫とは反対方向の夜道を歩いていた。

　雪縫との対話によって、自身の感情が激しくかき乱されたのがわかる……彼女の言葉は確実に、花蓮の心に強い痛みとして残っていた。それは抜こうとすれば、さらに深く刺さる棘。その棘を罪悪感と名付けるのは簡単だけど、でもきっと、それだけではなかった。

「なんでみんな、あたしのことわかってくんないのさ……！」

　──あたしはただ、くーくんが好きなだけなのに。

　彼女はずっと、そう悩なやまされ続けてきた。……確かに、重ねた罪は重いかもしれない。それでも、花屋敷花蓮にはそれしかなかった。彼女の取った行動、口にした言葉の根本の原因は、全すべて可愛らしい恋心だった。……ただ問題だったのは、その可愛らしい恋心が犯おかした罪というのが、全く可愛らしくなかったということと──。

　その罪の重さを、花蓮が自覚しなかったこと。彼女自身が自らの行いに対して、罪悪感を抱いだけなかったことこそが、彼女の抱かかえる問題だった。

「……こんなんなら、全然いらないのに……くーくんのことなんか、好きじゃなくなっていいのにっ……！」

　もう何百回と抱いた感情が言葉になる。……きっと、それは一つの真実だった。花蓮が彼に対する思いを失えれば、それはお互たがいにとって幸福に違ちがいない。もし花蓮が彼への興味を失ったら、それに気づいた彼は自分から花蓮と離れる決意をしたのち、努力を重ねることで花蓮を過去にするだろう。一方の花蓮は、彼を忘れて恋という呪じゆ縛ばくから逃のがれることで、新しい毎日を始められるに違いない。──人生には、愉ゆ快かいな事こと柄がらが他ほかにもいっぱいあるから。彼女は面めん倒どうな恋などせずとも、幸せに生きることができるはずだった。

　それなのに──それなのにと、花蓮は考える。

　こんなにもいらないのに、どうして自分は彼のことが、まだ好きなんだろうか。

　それから、花蓮は降る雪に打たれながら歩いた。新雪が髪かみを濡ぬらし、彼女の頬を雫となって伝う。それを乱暴に拭ぬぐいつつ「……のど、渇かわいた……」と彼女は呟いた。涙なみだで水分を排はい出しゆつしてしまったせいだろうか。そうして彼女はコンビニを見つけると、そこに入る。

　何でもいい。何か喉のどを潤うるおせるどうでもいい飲み物を買って、家に帰ったらまた泣こう。そんなことを考えつつ、花蓮がコンビニの中を歩いていると──商品棚だなの中に一つ、あるものを見つけた。それは駄だ菓が子しが陳ちん列れつされている棚に目立たぬ形で置かれており……どこか古めかしい、全体的に黄色っぽいパッケージの、小さな四角い箱だった。

「……キャラメル……」

　花蓮と彼が幼い頃ころから、このパッケージだった。喧けん嘩かした時、仲直りするために、お互いが渡わたし合ったそれ。……記き憶おくを失った彼と幼おさな馴な染じみに戻もどれたあと、酷く打算的な理由で彼に渡したことを思い出す。あの時は、この思い出を利用しただけだった。彼を安心させるために渡しただけで、そこに種々様々な思いが、あったわけではないと──。

「…………」

　そこまで考えて、花蓮は自身の考えを否定する。……あれは、打算的な理由じゃなかった。あの日、彼に渡したキャラメルこそ、彼女の純じゆん粋すいな思いだった。ただあげたいから、あげただけのキャラメル。きっとあれこそが、花屋敷花蓮が唯ゆい一いつ彼に渡せた、どこまでも純粋で悪意のない、甘くて美しい恋心だったのだ──。

　花蓮の指先がそっと、四角い箱に触ふれる。彼女はどこか愛いとおしげに、そのパッケージをつんつん、と二回ほど指でつついた。彼が失った、彼女が覚えている記憶が、たくさん詰つまった小さな箱。中に入っているのは、子供の舌にちょうどいい、高校生にはちょっとだけ甘すぎるお菓子で、でも、それが花蓮は好きだった。

「……また、買ってもいいのかな……」

　きっと自分は、簡単には折れることができないと、わかっていた。

　雪縫が口にした言葉はちゃんと、棘とげとして心の奥に刺ささっている。でもだからといって、彼女の言葉を鵜う吞のみにすることは、やっぱり花蓮にはできなかった。……誰だれが正しくて誰が間違っていたのか、頭では当然わかっている。それでも、自分ではない誰かに言われた言葉をきっかけに、頑がん固こで意固地な自分を曲げるのは、花蓮には難しかった。

　しかし、それでも──この胸が痛むのを、花蓮は感じることができた。

　本当に心から自分は悪くないと思っているのなら、誰に何を言われても揺ゆるがない筈はずの花蓮の心は、少しだけ、だけど確かに傷ついたのだ。
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　……もしかしたら自分は、あたしは悪くない、と。そう言って責任転てん嫁かをし続けることで、自身の心を罪悪感から守っているのかもしれない──そんな、普ふ段だんなら思わないようなことまで、花蓮はさらりと考える。確かにあたしは悪くないけど、でも……本当に、悪くないだけだったんだろうか、と。

　花蓮はそう熟考しつつ、だから、その四角い小さな箱を、手に取った。そもそも飲み物を買いに来たことも忘れて、それだけを買った彼女はコンビニを出る。──雪は降り続けていた。加えて言えば、花蓮と彼の関係は進展していないし、むしろ彼に好きな女がいると確定してしまった以上、状じよう況きようは悪くなるばかりだ。

　けれど、それでも──花蓮は箱からお菓子を一つ取り出すと、それを口に含ふくんだ。

「……あははっ。この味、大好きだ……あたし、いまでも大好きだよ、くーくん」

　もしかしたら、いつかの未来で──大好きな人のためならば。

　こんな自分を曲げることもできるのかもしれないなんて、そんな愉快な可能性を考えながら、花蓮は泣きそうな顔になって、それでも、小さく笑うのだった。








エピローグ






　雪ゆき縫ぬいと再び関係を修復することができた日から数日後の、放課後。

「すぅー、はぁー……すぅー、はぁー……」

　俺は今日、色いろ町まちに自分の思いを告白するために、彼女を屋上に呼び出していた。……学校の屋上で告白なんて、一昔前のベタって感じですげー恥はずかしいんだけど、他にいい場所も思いつかなかった俺は結局、ここを選んでしまった。

　ちなみに、放課後に屋上に来てくれ、と色町に告げたら、彼女は「それじゃあ、ホームルームが終わったら一いつ緒しよに行きましょうか」と言ってきたが、それは遠えん慮りよさせてもらった。確かに、わざわざ別々に行く必要もないんだけど、俺にも心の準備が必要でな……？

　そうして、俺は何度も深呼吸を繰くり返す。しかし、幾いく度ど深呼吸をしたところで緊きん張ちようは収まりそうにない。覚かく悟ごだけはとっくにできてるのに、どんだけチキンなんだよ俺……。

　そんなことを考えていると、ガチャ、と屋上の扉とびらが開いた。そして現れたのは、これから俺が愛の告白をする相手。彼女はにっこり笑いながら、俺に話しかけてくる。

「お久しぶり、くーたん」

「いや、さっきまで一緒のクラスにいたから、全然お久しぶりじゃないんだけど……」

「くーたんと三分でも離れていたら、それはお久しぶりよ」

「時間の感覚がおかしいだろお前」

　俺のそんなツッコミに、ふふっ、と楽しそうに笑う色町。彼女はそれから、動けず突つっ立っていた俺の目の前までやってくると、不思議そうに小首を傾かしげた。

「それにしても、どうしてこんな場所に、私を呼び出してくれたのかしら？　ここは、えっちな行こう為いをするには少しばかり不向きだと思うけれど……」

「色町はすぐエロに思考を寄せるのをやめろ。そういう理由じゃないから」

「……ごめんなさい、くーたん。私が浅せん慮りよだったわ」

「ん、わかってくれればいい」

「みんなに見られるかもしれないというスリルを味わうのよね？」

「わかってくれてねえじゃねえか」

「どうして私はこう、考えが浅はかなのかしら……そうよね、保健室や体育倉庫ばかりがエロいスポットではないものね。勉強不足だったわ……」

「なんでそんな真しん剣けんな表情で反省できるんだお前……エロに真ま面じ目め過ぎるだろ……」

　俺はそう言ったのち、違う違うと首を振ふる。何か色町に乗せられてるけど、俺は彼女とこんな会話がしたかった訳じゃないだろ……そう考えなおすと、俺は真しん摯しな瞳ひとみで色町を見つめた。すると彼女は「そんなに真剣な目で見られると、体の一部が熱くなってしまうわ」と言いながら、楽しげに笑いかけてくる。どうにもシリアスさに欠けるなあ……。

　そう思い、つい笑ってしまう俺。……そうして、今いま更さらになって気づいた。先さき程ほどまでガチガチに緊張していた俺は、色町が屋上に来てからというもの、随ずい分ぶんと肩かたの力を抜いて喋しやべれていることに。そうか……俺にとって色町はもう、そういう存在になってるんだな。

　それを自覚すると、俺はあの夜手に入れた覚悟を、もう一度だけ確かめる。──雪縫に催さい促そくされたのを理由にする必要はない。日和ひよりちゃんとの会話がきっかけだった、とするべきでもない。俺はただ、告白を我が慢まんできないくらい色町が好きだから、言うだけだった。

　たぶん、この思いを取り返した時には、わかっていたんだ。この溢あふれんばかりの気持ちは、俺達が大人になるまで言わずにいられるようなものじゃ、なかったことに──。

　そこまで考え終えると、俺は色町に体ごと向き直り、話し始めた。

「改めていいか、色町。話があるんだ」

「……くーたんに真面目な顔でそう言われると、その……辛つらい話なのかと、疑ってしまうのだけれど……」

「そういう話じゃない。でも、話がある」

「……ええ、いいわ。何の話かしら？」

　色町はそう言って、未いまだ不安そうな瞳を俺に向けてくる。どうやらまた『距きよ離りを置いて欲しい』みたいな話をされると思っているらしい。そんなに心配しなくてもいいんだけど、彼女の性格上、無理からぬことかな……俺はそう思いつつ、口を開いた。

　それは、特別な感情の筈なのに、さして特別でもないように。頭の中で声にしようと考えた次の瞬しゆん間かんにははっきりと、彼女に手て渡わたすための言葉になっていた。

「俺は、色町のことが好きだ。──だから、付き合ってくれ」

「…………え？」

　ぽかん、と口を開けたまま、色町は呆ほうけたような表情で俺を見やる。それから、彼女は何かを不安がるように、自身の耳たぶを引っ張った。そんな行動を取ったのち、色町は戸と惑まどいを隠かくせないといった様子で尋たずねてくる。

「ご、ごめんなさい、くーたん。私、ちょっと耳がおかしくなってしまったみたい……くーたんの発言を、私の聞きたい言葉に脳が勝手に変へん換かんしているのかしら……あ、あの、くーたん？　申し訳ないのだけれど、いまの言葉、もう一度言ってもらってもいい？」

「色町が望むなら、何度でも言ってやる。──俺は、色町が好きだ。だから、付き合ってください」

「────」

　俺が再度そう告げると、色町は自身の口元を両手で覆おおって、大きく息を吞のんだ。そのまま、何度も目をしばたたかせる。脳の処理が追い付かない、と主張するかのようだった。

　次いで、色町はゆっくり両手を口元から離はなすと、自身をかき抱いだくようにした。未だ信じられないといった表情のまま、それでも、ぽつぽつと言葉を返してくる。

「ええと、くーたん……私って、その……結構、ヤバイ女よ？」

「ああ、知ってる」

「軽犯罪になりかねないことを何度もしたわ……くーたんの髪を勝手に抜ぬいたり、授業中にくーたんを勝手に盗とう撮さつしたり、一度くーたんの家に盗とう聴ちよう器きを仕し掛かけようとして、あなたにガンギレされたこともあったわ……」

「それは知らなかったけど……」

「う……で、でも、そんな女なのよ、私は……くーたんが大好きで、でも大好き過ぎるあまり、あなたを傷つけた。そんな女で……だから──」

「それでも、俺は色町のことが好きだ」

「…………うっ……」

　じわりと、色町の瞳に涙なみだが滲にじむ。次いで、彼女はふらふらと俺の方に近づいてくると、俺の目前に立って上うわ目め遣づかいをした。「く、くーたん……」どこか俺を気遣うような、不安げなまなざし。俺はそんな彼女に対して、内心ではかなり照れつつも、両手を広げる。自分自身の発言に嘘うそ偽いつわりがないことを、ちゃんと行動でも示した。

「おいで、色町」

「うっ、うっ、うわあああああああああああああ！」

　勢いよく、色町は俺の胸に飛び込んできた。体をきつく抱だき締しめられる。そのまま、彼女は俺の胸に顔を埋うずめて泣き始めた。「くーたん、くーたん、くーたあああん！」……可愛かわいいと言うよりは、ちょっと怖こわいけど。色町はただ感情の赴おもむくままに、俺の名前を叫さけんだ。叫びながら嗚お咽えつを漏もらし、俺を縋すがるように抱き締めた。

　俺はそれに、ゆっくりと応こたえる。──彼女の体を、抱き締め返した。肉付きがいいと思っていた彼女の体は意外と細くて、力を入れれば折れてしまいそうで、だから俺は優やさしく抱き締めた。……こうして、彼女を抱き締め返せること。俺の中にあった愛情を、彼女にちゃんと伝えられること。それが何よりも嬉うれしかった。

「くーたん、くーたん！　言葉では足りないくらい、嬉しいわ……私はまだ、変わりきれてはいないのに……くーたんの望むような私に、なれた訳ではないのに……こんなに幸せになってもいいの？　こんなに報むくわれてしまって、いいのかしら……」

「いいんだよ、色町。それに、一つ言わせてもらうと──もう、色町は変わった。俺がそれを信じられたから、お前にこの気持ちを伝えようと思ったんだ。もちろん、全部の問題が解決したって言い切れる訳じゃないけどさ。でも……お前はもう、大だい丈じよう夫ぶだ」

「く、くーたん……！　うわああああああん……！」

　それから色町はしばらくの間、俺の胸に顔を埋めて泣き続けた。……次し第だいに、俺の制服が彼女の涙や鼻水でえらいことになりつつあるのはわかっていたけど、それでも、俺は幸せに身を委ゆだねる。自分の思いを、色町に伝えられたこと。思いを伝えることで、色町の思いに応えてやれたこと……それが嬉しくて、俺もつい、頬ほおを緩ゆるめてしまうのだった。

　そうして、しばしの時間が経過したのち──ようやく色町が泣き止やんだところで、心残りはありつつも、俺は彼女からそっと離れる。「あ……」離れると同時、酷ひどく寂さびしげな顔をする色町。すると次の瞬間、彼女は「ごめんなさい」と謝りながら、もう一度、俺に抱き着いてきた。……それは、なんだか彼女らしい、どうにも可愛らしい行動だった。

　そんな風に数十秒ほど再びハグをしたのち、色町は名残なごり惜おしそうに俺から離れる。次いで彼女は、困ったような笑え顔がおと共に言葉を紡つむいだ。

「幸せ過ぎて怖い、という言葉があるけれど、まさに今の私がそうね……くーたんと出会ってからは毎日がそういう日々だったけれど、今日ほど幸せ過ぎて怖い日はないわ」

「そっか……」

「もし、今日これから帰宅する際に、隕いん石せきが私の頭に落ちてきて死んだとしても、一いつ切さい驚おどろきはしないでしょうね。だって、それほどの不幸が起きなければ、釣つり合いが取れないほどの出来事だもの……くーたんに、好きになってもらえるなんて、そんな……むしろ、隕石で死ぬ程度の不幸で、釣り合いがとれていいのかしら？　私の家族ごとまるまる死ぬくらいでないと、この幸福には釣り合えないのではないかしら……」

「よくわかんない謎なぞ理論を展開しなくていいから……お前、ちょっと混乱してるか？」

「それほど嬉しいのよ！」

　色町はそう言って、わかりやすく表情を華はなやがせた。……それを目まの当たりにした俺は、つい照れてそっぽを向く。それを確かく認にんしてまたちょっと笑うと、色町は続けた。

「私も大好きよ、くーたん」

「……ああ、ありがとう」

「ふふっ。こうしてあなたに『大好き』と口に出して伝えられるのが、心の底から嬉しいわ……最近ではくーたんの迷めい惑わくになると思って、それを言葉にするのはできるだけ自重していたから。──大好き。大好きよくーたん。本当に大好き。私のあげられるもの、全部あげたいくらい大好きよ。あなたが持っているもの、全部独どく占せんしてしまいたいくらい大好き。目、鼻、口、髪かみ、耳、足、腰こし、腕うで──その全すべてが大好きよ。もちろん、見た目だけじゃないわ。性格、考え方、価値観、思想、心根……あなたを形成する全てが、大好きよ」

「…………ええと、その、ありがとう……」

「将来は、二人で一緒のお墓に入りましょうね」

「………………あ、はい……」

　色町の屈くつ託たくのない笑顔を見ながら、俺は引きつった顔でそう答えた。……も、もしかしてこれ、俺、早まった？　色町はもうヤンデレじゃなくなったと確信したから彼女に思いを打ち明けた訳だけど、実は色町って、まだ現げん役えきバリバリのヤンデレだったりする？

　そう思った俺は苦く笑しようしつつも、ポケットからあるものを取り出した。恥はずかしさから、少し乱暴な手つきでそれを彼女に手渡すと、それを受け取った色町は小首を傾かしげた。

「？？？　これは、何かしら……」

「開けてみてくれ」

「……あら素す敵てき！　とても可愛らしいハートのネックレスね」

「遅おそくなったけど、俺からのクリスマスプレゼントだ」

「え……くーたんも用意してくれていたの？」

「ああ。あの時は渡せなかったけどな……」

　いま考えると、クリスマスイブにこれを彼女に渡すのを我慢する必要は、なかったんだと思う。──だって俺は、色町は変わったと、そう信じているから。気づくのが遅おくれたけど、俺はとっくの昔から色町のことを、もう大丈夫だと信じられていた。だからたぶん、これを渡さずにいる意味はあまりなかったんだけど……こうしていま、あの日渡せなかったプレゼントをちゃんと色町の手に渡せたことが、ただただ俺は嬉しかった。

　色町はそんな俺の心情を知ってか知らずか、笑顔と共に「ありがとう、くーたん。大好きよ」と言った。それから、早さつ速そくネックレスを取り出すと、「つけてくれるかしら」と、それを俺に手渡してきた。……ネックレスを受け取った俺は若じやつ干かん手を震ふるわせつつも、髪を上げてうなじを晒さらしてくれた色町にそれをつける。そののち、色町は俺に向き直った。

　そうして色町の胸むな元もとで光るのは、小さなピンク色のハートがあしらわれたネックレス。少し愛が重たい、だからこそ魅み力りよく的な彼女に、そのハートはよく似合っていた。

「どう？　似合うかしら？」

「……ああ、似合ってる。可愛いよ」

「ふふっ。ありがとう、くーたん。私も、くーたんが私のためにクリスマスプレゼントを用意していてくれたこと、それ自体が嬉しいわ。──それでも、今日まで渡してくれなかった理由も、何となくわかるの。本当にあなたは、素敵な男の子ね……大好きよ」

「あの……さっきから、愛の言葉を使い過ぎでは……？」

「ごめんなさい、くーたん。私いま少しばかり、感情のバルブがおかしくなっているかもしれないわ……あなたへの思いが溢れて止まらないのよ。あまり言い過ぎても、言葉が軽くなってしまうし、何より重い女を卒業できていないとくーたんに思われてしまうのが嫌いやなのだけれど──大好きよ」

「そこまでわかってても、我慢できないのがお前らしいなー」

「このネックレスも、本当に嬉しいわ……重ねてありがとう、くーたん。一生大切にするわね」

　色町は言いながら、じわり、とまた目元に滲み始めた涙を、照れくさそうにはにかみつつ、指の腹で拭ぬぐった。──どうやら、本当に喜んでくれているらしい。何を渡しても喜んでくれるであろう彼女のために、それでも……彼女が心から喜べるものを必死に考えてよかったと、心底嬉しそうな顔をする色町を見て、俺はそう思うのだった。

　しかし、あんまり喜ばせてばかりもいられない。こうして付き合うことになった以上、一つ言っておかなきゃならないことがあったので、俺は彼女に告げた。

「ただな、色町……付き合うとは言っても、俺達は今後、依い然ぜんプラトニックな関係でいたいとは思っててな？」

「…………」

　わかりやすくしょんぼりした顔をする色町。なんでお前はこういう時、そういう可愛い顔するの？　可愛いなあまったく……。

　俺がそう思っていると、色町は気を取り直したように微び笑しようを浮うかべたのち、続けた。

「それに関しては、あとで話し合いましょう」

「いや。これに関しては、決定事じ項こうでお願いしたいんだが……」

「あとで。ベッドの中で話し合いましょう」

「いやそれ、もう淫みだらなことになってないか？」

　俺がそうツッコむと、ふいに、色町は両手を胸の前で絡からめてもじもじし始めた。少しばかり頬を赤らめ、上目遣いで俺を見やる。……いつも飄ひよう々ひようとしている彼女の、珍めずらしい仕草にどきりとしていると、色町は照れたように顔を逸そらしつつ、小さく尋たずねてきた。

「き、キスをするだけなら、大丈夫なのよね？」

「……ええと、その……それなら大丈夫、かな……？」

「そうよね。愚ぐ問もんだったわ。ということで──はい、くーたん」

　色町は若干の早口でそう言い切ると、目を瞑つむって唇くちびるを差し出してきた。……これまでとは桁けた違ちがいなほど、心臓が早はや鐘がねを打ち始める。何もおかしいことじゃない。両りよう想おもいになった男と女がキスをするのは、何もおかしくはないんだけど……な、何この緊きん張ちよう感かん。世の男女はこんな緊張感を抱かかえながら、恋こい人びとと何度もキスしてるっていうのか？

　俺がそう戦せん慄りつしていると、片目だけ開けた色町が焦じれたように、小声を漏らした。

「待たされている方は、酷く心が痛いのだけれど……」

「だよな！　ご、ごめん色町。覚かく悟ご決めるから！」

「ええ……以前は、私が勝手に奪うばってしまったから。今回はちゃんと、くーたんがそうしてくれるのを待つわ」

　色町はそう言って、強く目を瞑り直す。……待ってくれている色町のためにも、俺は覚悟を決めた。一度大きく深呼吸をしたのち、顔を近づける。近づけば近づくほど、速さを増す心音がやかましい。それでも、俺はそれを努めて意識しないようにしつつ、彼女の両りよう肩かたを抱き──そっと、唇と唇を重ねた。

「────」「…………」

　よくわからない痺しびれが全身を駆かけ巡めぐる。ただ彼女に口付けをしているだけなのに、この行こう為いをたまらなく愛いとしいものに感じた──色町を好きだという感情が溢あふれ出す。もしかしたらキスというのは、互たがいの好意を確認するための行為なのかもしれなかった。

　そうして、どれくらい時間が経たっただろうか……俺の体感では一分ぐらいの時間が過ぎた頃ころ、俺達はお互いに顔を離はなして、息を漏もらした。──俺はつい、赤らんだ顔を逸らす。

　一方、色町はというと……彼女は頬を上気させながら、驚いたような表情で呟つぶやいた。

「……もしかしてキスって、セックスより気持ちいいんじゃないかしら……」

「最初の感想がそれかよ！」

「い、いえ、確かに下品だけれど、でも、本当にそう思ったのよ……くーたんに以前、無理やりしてしまった時には、こんな風に感じる余よ裕ゆうはなかったけれど……そう。大好きな人にしてもらえるキスは、こんなにも気持ちがいいものなのね──」

　色町はそう言って、名残惜しそうに自分の唇に触ふれる。その仕草がなんだかなまめかしくて、俺は思わず視線を逸らした。……日和ちゃんにはああ言ったけど、色町とプラトニックな関係でいられる自信が早速なくなってきました！

　思いつつ、俺は呆ほうけながら色町を見やる。色町も、俺に見られていることに気づき、俺を見つめ返してきた。──目と目が合う。それが照れくさかったから視線を逸らそうとしたけど、彼女から目を離せない。そのうち、どちらからともなく、自然と笑っていた。

「大好きよ、くーたん」

「ああ。俺も大好きだ、色町」

「ふふっ……私達、両想いね」
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「ああ、そうみたいだ」

　そんな会話を交かわしながら、俺と色町はもう一度、お互いを抱だき締しめ合う。……わかっている。これで終わりではないことは、もちろんわかっていた。

　むしろ、これもまた始まりなんだろう。色町とこういう関係になれたのは嬉うれしいけど、これから彼女と付き合っていく中で、何の問題も生まれない筈はずはないだろうから。俺達は今後も悩なやみながら、離れたりくっついたりを繰くり返しつつ、生きていくに違ちがいない。

　でも、それでいいと思った。それがいいと思った。

　平へい凡ぼんな関係なんてつまらない。俺達はきっと、これからも山積みの問題を崩くずしながら、それでも一いつ緒しよにいる……そうできるだけの愛情がお互いにあると、信じられるんだ。

　彼女のことが、大好きだから──そんな単純な理由でこれからも一緒にいられると、俺は高校生らしい若くて青あお臭くさい考え方で、そう思うのだった。

「それではくーたん。早速なのだけれど、このゼ〇シィの付録としてついてきたピンクの婚こん姻いん届とどけに、捺なつ印いんをお願いできるかしら」

「……そ、それは、おいおいな……？」

　こうして、周りがどう思おうがどう感じようが、俺は──色町と恋人になった。

　まだ先の見えないハッピーエンドを、彼女と二人で手に入れたのだった。




　　　　◆◆◆




　そうして俺は、彼女達とまた一緒に日々を過ごした結果、色町と──そして雪縫と、以前よりもまた一歩、関係を進展させることができた。

　……正直、雪縫との関係については、俺がどうこうした訳ではなく、彼女が一人で成長しただけであり、俺は雪縫を傷つけることしかできなかったけど……色町との関係については、ちゃんと。俺が結論を出した上で、新たな一歩を踏ふみ出せたように思う。

　ただ、二人とは関係を進展させられたけど──もう一人。俺の幼おさな馴な染じみである花か蓮れんとの関係が未いまだどうにもなっていないことだけが、俺には気がかりだった。

　時間が経てば、簡単に許せてしまうと思っていた……あの夜の決意をあっさり台無しにして、もう一度彼女と一緒にいられると思っていた。しかし、どうやらそれは甘い見立てだったらしい──俺が再度花蓮と話し合ってみたら、俺は彼女を許せないことがわかってしまった。……馬ば鹿かなフリをして、彼女の人間性を肯こう定ていして、考えなしに許してしまえばよかったのだろうか。でもそんなのは、花蓮のためにもならない。俺が一緒にいたいから、という理由で彼女を許してしまってはいけないと、それはわかってるけど……そんな風に、俺が自室で頭を悩ませていた──色町と付き合ってから数日後の、午後九時過ぎ。

　ぴんこん、という軽快な音がスマホから響ひびいて、ラインのメッセージが来たことを知らせた。それを受けて、俺はプレイしていた『あつまれ　どう〇つの森』を一時中断し、スマホを手に取る。どうでもいいけど、俺ヒマな時はいつもどう〇つの森やってんな。

　そうしてスマホを確かく認にんしたら、そこにはこんなメッセージが届いていた。

『お久しぶり、くーくん！　元気？』

「────」

　突とつ然ぜんの事態に心臓が早鐘を打つ。こうして彼女からメッセージが来て嬉しい、という感情もあったが、それよりも俺は、再び彼女と会話をする機会がふいに訪おとずれたことに、緊きん張ちようしてしまった。──ゆっくりと文字を入力する。スマホで文字を打つのは得意じゃないから、できれば電話とかの方がいいんだけど……花蓮に電話をかける勇気もない俺は、ラインで返事を出した。

『元気というか、まあ、達者でやってるよ』

『そっか　それは良かった[image: かおもじ]』

『花蓮の方は？　元気か？』

『元気じゃないよ！　くーくんと一緒にいられないから！』

「ビックリマークの使い方がおかしいだろ……」

　つい口頭でツッコんでいると、重ねてメッセージが届く。花蓮はスマホをいじるのが得意らしく、だから彼女からの返信はかなり早かった。

『そういえばくーくん、色町さんと付き合ったんだってね！』

『……なんでそれを』

　俺がそう返信すると、少しばかりの間を置いて、花蓮から返事が返ってきた。

『あははー　あんま女の子ネットワークを舐なめない方がいいよ？　学校内の恋れん愛あい事情なんて、まる抜ぬけなんだから！』

『……筒つつ抜ぬけとまる見えがごっちゃになってないか？』

『まる抜けなんだから！　[image: かおもじ]』

『あくまでも押し通すつもりなんだな』

　そうツッコミの言葉を打だ鍵けんしつつ、俺は思う……何というか、こういうメッセージアプリでなら、花蓮とも自然に会話できるんだな。以前のような楽しいやり取りができていることにちょっと感動を覚えていると、新たなメッセージが来た。──それは、彼女の顔が見えていなくとも、強い感情が込こめられているのが察せてしまうメッセージだった。

『くーくんは、色んな女の子を不幸にして、自分だけ幸せになるんだね』

　……それに対して、俺が何の返事も出せないでいると、メッセージが重ねられる。

『知ってるよ　雪縫さんとのことも、、、雪縫さんとはちょっと、関わる機会があったからね　だから、くーくんが雪縫さんを傷つけたのも知ってるよ！』

『くーくんが、いつかの私みたいに　あの子のことも傷つけたって、知ってるんだよ』

『酷ひどい男の子だね、くーくんは、、、女の子の天敵みたいな男の子だ』

『本当に酷いよ　あたしとは、仲直りしてくれなかったのに』

『自分ばっかり、自分のことを好きな女を適当に選んで、えっちするんだ？』

『あたしが今でも泣いてるって、わかってるんだよね？』

『わかってて、放置してるんだよね？』

『大だい嫌きらい』

『、、、、、、大嫌いに、なれたらいいのに』

「…………」

　少しだけ、これが電話じゃなくてよかったと、そう思ってしまった自分を嫌けん悪おした。だって、これだけの感情を、電話で──声でぶつけられていたら、俺はきっと、また花蓮を許したくなっていた。確実に今より冷静じゃいられなかっただろう。

　思いつつ、俺はメッセージを入力する。精せい一いつ杯ぱいの感情を、スマホに表示される文字列に込めた。一つの間違いもなく、俺の言葉が彼女に届くよう祈いのりながら、返信する。

『俺はお前のこと、放置し続けるつもりはないよ』

『、、、そう言ってくれるなら、どうしてあの時、許してくれなかったのさ』

『そう簡単に、お前を許しちゃいけないって、わかったからだ……だから、花蓮のことをどうしてやったらいいのか、今もまだわかってない。俺個人の感情はあるけど、でもそれを叶かなえるためにどうすればいいのか、わかってないんだ……』

　俺がそうメッセージを送信すると、既き読どくにはなったが返事はない。なので俺は、フリック入力に手間取りながらも、懸けん命めいにメッセージを重ねた。……それは、文字にしてしまえば、たった十文字の言葉。でも、俺はそれを大きな決意と共に、彼女へと送信した。

『それでも、諦あきらめないから』

　そのメッセージがスマホの画面に表示されたのを見て、改めて覚悟が決まる。こうして言葉にすることでちゃんと、自分の感情を自覚できたような、そんな気もしていた。

『花蓮と、このままで終わらないよう、頑がん張ばるから……お前も、少しで良いから頑張ってくれ。ちょっとで良いから、自分が何をしたのか、考えてくれないか？　そのあとで、話をしよう。楽しくなくても、また気まずくなってもいいからさ。会って、話がしたいんだ』

　メッセージは再び既読になる。でも、花蓮からの返信は来ない。……もしかしたら、もうこれ以上のやり取りをする気はないのかもしれないな。俺はそう思いつつ、最後の言葉を送った。──甘くてもいい。これが、以前花蓮に対して、もうお前のことなんかどうでもいい、と一度は言った俺の、偽いつわらざる本心だった。

『それじゃあ、またな』

　それを送ってから、しばらくの間、返信がないか確かく認にんしていたが……花蓮から返事はない。それを受けて俺は一つため息をつくと、どう〇つの森をやめて、風ふ呂ろ場ばへと向かう。明日の学校のために、寝ねる準備を始めた。

　そうして、数時間が経たった頃。俺がもう寝ようとしていると、スマホが軽快な音を立てた。それは、ラインの新着メッセージの音。それを聞いた俺がスマホを手に取ると、そこには……たった一言。彼女の複雑な感情が乗った一文が、表示されているのだった。




『うそつき』




「…………あははっ」

　彼女らしい毒のあるメッセージを見て、俺はつい愉ゆ快かいな気持ちになる。……彼女がどういう思いでこれを送信したのか、それを推おし量はかることは俺にはできなかったけど、そう言いながら舌を出している彼女の姿だけは、何となく想像できてしまったから。

「お前は本当に、難しい女の子だな……」

　俺はそんな独り言を、ラインでもめんどくさい彼女に、口頭で言ってやる。

　でも、そんな彼女だとわかっているのに、それでも──やっぱり花蓮のことを諦める気にはなれない自分に気づいて、俺はつい、顔を綻ほころばせてしまうのだった。




　　　　◆◆◆




『お久しぶり、くーくん！　元気？』

「……ふう……」

　花蓮は震ふるえる手で何とか、ラインのメッセージ送信ボタンに触ふれた。ばくばくと心臓が高鳴る。……昔は、こんなことはなかった。彼と彼女が幼馴染として一いつ緒しよにいた頃ころは、お互たがいどこまでもリラックスしていたのに──今ではラインのメッセージ一つ送るのに、緊張してしまう彼女がいる。それを寂さびしく思っていると、すぐに返信が返ってきた。

『元気というか、まあ、達者でやってるよ』

「あはは……くーくんがどんな顔でこれを打ったのか、何となくわかるなー」

　きっと苦く笑しようや微び笑しようが入り混じった、どこまでも優やさしい、彼らしい表情に違ちがいなかった。そのことが──彼が変わっていないことが何だか嬉うれしくて、彼女はつい微笑ほほえみながら返事を入力する。……彼女が女友達からそれを聞いた時、どうしても言わずには、いられなかったから。何度か他愛たわいもないやり取りをしたのち、花蓮は早さつ速そく、本題を突つきつけた。

『そういえばくーくん、色町さんと付き合ったんだってね！』

『……なんでそれを』

　先さき程ほどまでと同じ速さで、そんな返信が来る。「否定、しないんだ……」花蓮の口から小さく呟つぶやきが漏もれた。──否定などされないと、わかっていた筈はずなのに。彼女は今いま更さらながら、気づいてしまった。自分は、彼が否定してくれる可能性を捨てきれていなかったことに。

　胸に強い痛みが走る。したくもない嫌いやな想像が、脳のう裏りに浮うかび上がった……それは、色町と彼が互いの体を愛いとおしげに触さわりつつ、服を脱ぬがせ合うイメージ。そのまま、二人はベッドに入り、熱ねつ烈れつなキスをして、それから──気分が悪くなって、花蓮は自身の体を掻かき抱いだいた。……あの女が、彼の全部を奪うばい去っていく。そう考えたら、彼女は大声で泣き叫さけびたくなった。「ううっ……」そして、そんな感情を抱いてしまった花蓮はそれからも、彼と（表面上は）楽しいやり取りを数度したのち、その勢いのままに、文章を作った。

『くーくんは、色んな女の子を不幸にして、自分だけ幸せになるんだね』

　まずい。まずい。まずい。そう冷静に考える彼女も、頭のどこかにいた。花蓮はあくまでも『自分は悪くない』と思っているけど、だからと言って彼に嫌きらわれて構わない訳ではないから。彼に好かれる女に上手うまくなれない彼女だけど、それだけは間違いがなくて、だから自身の中にある醜みにくい本心は、今度こそ出すまいと思っていたのに──それでも。

「な、なんでくーくんは、あたしを幸せにしてくれないのさ……！」

　花蓮は感情をテキストに落とし込み、それで彼を殴なぐりつけようとしてしまった。

『知ってるよ　雪縫さんとのことも、、、雪縫さんとはちょっと、関わる機会があったからね　だから、くーくんが雪縫さんを傷つけたのも知ってるよ！』

『くーくんが、いつかの私みたいに　あの子のことも傷つけたって、知ってるんだよ』

『酷い男の子だね、くーくんは、、、女の子の天敵みたいな男の子だ』

『本当に酷いよ　あたしとは、仲直りしてくれなかったのに』

『自分ばっかり、自分のことを好きな女を適当に選んで、えっちするんだ？』

『あたしが今でも泣いてるって、わかってるんだよね？』

『わかってて、放置してるんだよね？』

『大嫌い』

　そこまで文章を書き上げ、送りつけを繰くり返すと、花蓮はスマホを額にあてながら少しだけ泣いた。「こんなことが言いたかったんじゃ、なかったのに……」彼女はただ、色町と付き合いだしたという彼に、自分のことを思い出して欲しかっただけだった。それについて咎とがめるつもりは──残念ながら、ないとは言い切れないけれど。でも、そこが本題ではなかった。花蓮は、色町を本格的に愛し始めた彼が自分の存在を忘れてしまうのではないかと怖こわくなったから、勇気を振ふり絞しぼって彼にラインをしたのだ。

　そうして花蓮は続きを入力する。文章としては『大嫌い』で終わっていたけど、それが嘘うそだと自覚していた彼女は、だから……希こいねがうように、本音をメッセージにしたためた。

『、、、、、、大嫌いに、なれたらいいのに』

　そこまで送りつけると、花蓮は自身の部屋のベッドにうつ伏ぶせの状態でダイブする。ラインでなら感情的にならずに済むと、そう考えたのが甘かったらしい……花蓮はまたしても嘘をつけないまま、生の感情を彼にぶつけてしまっていた。

「また、くーくんに嫌われちゃうじゃん……何してんだろ、あたし……」

　こんな自分を変えようと、そう決意したばかりなのに。

　これではいつまで経っても、彼に許されぬまま、自分と彼は仲直りできないままじゃないかと思った彼女は「ああああああ！」と頭を掻きむしる。何に対して苛いら立だっているのか判然としないが、彼女は苛立っていた。きっと彼女自身、本当はわかっていたけど。

　そのうち、ぴんころ、とあのライン特有の音が聞こえてきた。すぐさまスマホに手を伸のばし、メッセージを見る。拙つたない、けれど懸命な彼からの言葉が、そこに表示されていた。

『俺はお前のこと、放置し続けるつもりはないよ』

「……あはは」

　あまり嬉しくはなかった。それは、優しい彼がくれた、優しいだけの言葉だったから。彼女は冷めた目でそれを見て、適当な返事をする。……もう、これから彼は、色町の男になって、自分のことを見てはくれないのかもしれない。そんな諦てい観かんが花蓮の全身を包む。

　けれど、そのあとの言葉は……優しいだけの言葉と切って捨てるには、真しん剣けんさが含ふくまれ過ぎていて──それを言うための前まえ振ふりのように弱気なメッセージが連なったのち、彼が送ってくれたのは、こんな言葉だった。




『それでも、諦めないから』




「────」

　それを見た瞬しゆん間かん、花蓮は口元を手で押さえた。「うっ、ううっ、うわああああ……あああああ……！」嗚お咽えつを漏らしながら、感情が涙なみだとなって零こぼれ落ちる。もしかしたらその言葉は、彼が適当についているだけの嘘かもしれない。当然その可能性だって捨てきれないのに、その文章を見ると同時、花蓮はぼろぼろと泣いた。それを信じて泣き出した。

　だって彼は、こういう場面で、嘘をつく人間ではないから。

　彼女は彼の幼おさな馴な染じみで、彼が実直な男であるのを子供の頃から知っているからこそ、それを信じきることができたのだった。

「うううっ、そっか……諦めて、くれないんだ……」

　──もう、捨てられたんだと思っていた。

　色町を自分の女にして、雪縫を女友達としてそばに置いた彼には、もう幼馴染の自分なんていらないんだと思っていた。けれど、「もうあたしのことなんかいらないんでしょ」と怒おこった結果、彼が懸命に送ってくれた言葉達は、どこまでも温かいものだった。

　そうして、花蓮が続く彼のメッセージも何度も何度も読み返していると、彼から最後の文章が送られてきた。それは何も諦めない、彼らしい別れの挨あい拶さつだった。

『それじゃあ、またな』

「あはっ。またな、なんだ……またが、あるんだね……」

　久しぶりに。本当に久しぶりに満たされた気分になって、彼女はそう呟いた。

　それから、花蓮はそれに早速返信をするため、メッセージ入力の部分に触れる。けれどそこから、思うように指先が動かなかった。……先程までさんざんラインで怒ってしまった手前、今更どんな返事をすればいいのかわからなくなってしまったのだ。

「あたしも『またね』って言っちゃっていいのかな……でも、前くーくんと会った時に、そんな風に調子に乗って、嫌きらわれちゃったし……で、でも、くーくんから言ってくれてるんだよ!?　くーくんから言ってくれてるのなら、それに返す形で『またね』って言っていいんじゃないかな？　……だ、だけど、やっぱり厚かましい？　うーん……」

　そうして悩なやむこと、数時間。彼女はその間、ずっとスマホとにらめっこをしていた。だらしなく頬ほおを緩ゆるめてにやにやしたり、むむむ、となんだか難しい顔になったり、ふと何かを思い出して悲しげな表情を浮かべたり、かと思えばやっぱりにやにやしたり。

　それはまるで、初はつ恋こいをした少女が、大好きな男にラブレターを書いている時のような初うい々ういしさで──これこそが、可愛かわいらしくないことをした彼女の、可愛らしい一面だった。

　そうして、何度も色んな言葉を書いたり消したりしたのち、彼女はメッセージを送信する。それは彼女らしい、少しばかり毒の帯びた、でも実はとびっきり甘い一言だった。

『うそつき』

「あたしみたいな女のことなんか、どうでもいいって言ったくせに……えへへ」

　たぶん、ラインの文面として見たら、その一言は冷たく感じられるだろう。でも、彼女にはそんなこと、どうでもよかった。……彼にバレないように、そこにたっぷりの愛情を仕し掛かけられれば、それで。

　そうして、花蓮は自己満足みたいなメッセージを彼に送りつけたのち、ベッドに潜もぐり込んだ。……別段、花蓮にとって悲しい事実が消えた訳ではない。色町と彼が付き合ったのもそうだし、結局のところ花蓮と彼の仲も、順調とは言えない。ただ、それでも──。

　彼と仲直りできるいつかが訪おとずれるのを、ちゃんと信じながら。

　その病的で純真な恋心と共に、彼女は眠ねむりにつくのだった。




　　　　◆◆◆




「おはよう、くーさん。一度くーさんに弱いところを見せたけど、でも最終的には──『傷つきながらでもくーさんと一緒にいる』という結論を自ら選び取った、更に強くていい女になった私、雪縫霙みぞれバージョン３が来た。おはよう」

「お、おう、おはよう……」

「でも、一言だけ言わせて。──ジゴロ滅ほろびろ」

「そこは変わってないんですね……」

　花蓮とラインでやり取りをした、翌朝。俺がいつも通り玄げん関かんを出ると、そこに彼女が立っていた。……その姿を見つけると同時、俺は少しだけ泣きそうになる。それくらい、嬉しいと思う自分を抑おさえられなかった。

　いま雪縫は俺に向かって微び笑しようしてくれているけど、実際は色んなものを抱かかえているんだと思う。その表情からは推おし量はかれないほど、彼女は種々様々な感情を飲み込んだ上で、俺のそばにいてくれてるんだろう。……それを考えると、本当に言葉が出なかった。何と言えば彼女に報むくいることができるかわからなくて、それでも──俺は、声を絞り出した。

「今朝も待っててくれて、ありがとうな」

「別に。私がしたいことだから、いい……」

　雪縫はそう言いながら頬を少しだけ赤らめると、照れたようにそっぽを向いた。それは、まさしくツンデレといった様子で……少しばかり、俺の女友達は魅み力りよく的過ぎるな。

　思いつつ、俺と雪縫はこれまでのように、二人並んで通学路を歩く。俺が歩道側、雪縫が車道側になってしまっていたので、俺が車道側に移動しようとすると──「いい。くーさんがまた記き憶おく喪そう失しつになったら嫌だから、そっちでいい」と断られてしまった。

　そうして、いつかのように二人で登校していると、ふと気づいたことがあった。なので俺は深刻になり過ぎないように、軽い声こわ音ねで彼女に尋たずねてみる。

「髪かみ留どめ、リボンに戻もどしたんだな？」

「うん、そう。前に言った通り、リボンに戻した」

「そっか……」

「別に、大したことじゃない。いつものリボンに戻っただけ。──でも、これが私の覚かく悟ご。くーさんに伝わらなくてもいい。理由をわかってもらう必要もない。ただ、私がそう決めたから。私は、リボンに戻した。……どう、似合ってる？」

「ああ……やっぱ雪縫にはそれが似合ってるよ。それが一番可愛い」

「か、かわ──本当にこいつは本当に！」

　そうぶつぶつ呟つぶやきながら、雪縫は制服の上から俺の腕うでをつねる。これ、見た目の割に攻こう撃げき力エグいから、ほんとやめてくんねえかな!?　俺がそう思っていると、雪縫はいつもより早く攻撃を切り上げたのち、赤らんだ顔を横に逸そらしつつ、こう言った。

「で、でも、いまのは……そう言って欲しいから聞いたとこもある……」

「────」

　めちゃくちゃ素す直なお、かつ可愛らしい発言だった。雪縫ってこういう、すげーパンチのある発言をたまにするんだよな……そうして、変な沈ちん黙もくが雪縫と俺の間に落ちる。どうにも甘い静寂をむずがゆく感じた俺は、少しばかりぶっちゃけたことを彼女に尋ねてみた。

「ええと、雪縫？　一つ質問なんだけどさ……俺ってこれからは、こういう発言は控ひかえた方がいいのか？」

「こういう発言って？」

「だから……雪縫を『可愛い』って褒ほめたりとかだよ。俺はいま、本当に雪縫のことを可愛いと思ったから、可愛いって言っちゃったけどさ……雪縫的には、たとえ本当に可愛いって思われてるんだとしても、友人である俺から可愛いって言われるのは、乙女おとめ心ごころ的に微び妙みようなのかもと思って……」

「か、可愛い可愛い連呼するなこのやろー」

　だらしなくえへえへ笑いながらそう言う雪縫。何というか、某ぼう有名漫まん画がのチョッ〇ーさんみたいな照れ方だった。もうそれが可愛いんだけど……何この可愛い地じ獄ごく……。

　それから、雪縫はだらしなくなった頬をぺちん、と両手で叩たたき──それでもにへらっとする。未いまだに自分の頬が緩みっぱなしなことに気づいた彼女は、俺を見て「こいつは天然ジゴロ。優やさしいだけのクソ男。甘い言葉に要注意」と呪じゆ文もんっぽく唱え始めた。なんか凄すごい失礼なこと言われてんなおい。

　そんなこんなで、ようやく緩んだ頬を引き締しめると、雪縫は顎あごに手をやりつつ言った。

「その問題については、難しい……正直な話、あんまりくーさんにそういう思わせぶりなことを言って欲しくないのは、本当。私には友人として接してくれるのでいい」

「そっか。じゃあ俺はこれから雪縫のことを可愛いと思っても、それを言うべきじゃないんだな？」

「…………でも、可愛いって言われたい」

「女心むじぃー！」

　心からの声が漏もれ出た。それ、感情がおもっくそ矛む盾じゆんしてません？

「む、矛盾じゃない。どっちも正しい感情。くーさんに褒められるのはもちろん嬉うれしいけど、いまの私のポジションとして、褒められて嬉しいで終われない……だから、塩あん梅ばい。くーさんは今後、私の乙女心を傷つけない程度に、褒めて欲しい」

「これが、会社の上司に無理難題を押し付けられる部下の気持ちか……」

「た、試ためしにやってみて、くーさん。──私を傷つけない程度に褒めろ」

「あ、あの、それって拒きよ否ひ権とかは……」

「あるまじき」

　何な故ぜか古めかしい言い方で断られる俺。雪縫を傷つかない程度に褒めろって、一体どうすれば……俺は考えつつ、雪縫の全身を舐なめるように見た。見られていることに気づいた雪縫が恥はずかしげに身をよじる。それについ微笑ほほえみつつ、俺は何とか声を出した。

「ええと、まず……雪縫は容姿が整ってるよな。肌はだは透すき通るような白だし、顔立ちも端たん整せいで可愛らしい。小こ柄がらな体型もキュートだし、コンプレックスに思ってる胸だって、貧ひん乳にゆうって一つの個性だしな。性格に関しては言わずもがな、お前は本当によくできてるよ。今回の一件で改めて知った。──雪縫霙みぞれは強くて素敵な女の子だ。俺がお前を傷つけたのに、それを怒るどころか、許して一いつ緒しよにいようとしてくれてる。本当にお前は、得え難がたい──」

「ば、ばかばかばか！　馬ば鹿かなのくーさん!?　なんでそんなに褒める!?　いい塩梅で褒めろって言ったのが聞こえてなかったのか！　……えへへえ」

　雪縫はそう激げき怒どしたのち、顔を逸らしてだらしなく笑った。いい塩梅っていうのがわからなくてとりあえず褒めたけど、どうやら間ま違ちがいだったらしい。一応、褒めたあとに彼女の欠点とかも言おうと思ってたんだけど、そういうことじゃないっぽいな……。

「く、くーさん、私のこと好き過ぎる……も、もしかしてくーさん、本当は色町さんじゃなくて私が好き？」

「いや、俺はいま色町と付き合ってる」

「ふざけるなこの腐くされクソ野や郎ろう！」

「ゆ、雪縫さん!?　さすがに言こと葉ば遣づかいが乱れすぎでは!?　つか痛い！　スネ痛い！」

　怒いかりに任せて俺のスネに蹴けりを入れ始める雪縫。本当にやめて欲しいけど、これに関しては全面的に俺が悪いので止めることもできなかった。……というか今いま更さらだけど、雪縫と知り合ってからの俺、徐じよ々じよにスネが打たれ強くなってきてる気がするな……。

　そうして、雪縫が俺のスネを蹴り終え、一いつ旦たん落ち着くと……俺達は再び学校に向かって歩き始める。それなりにストレスを発散できたからか、雪縫の声音は柔やわらかだった。

「本当に、色町さんと付き合い始めた？」

「うん……それについては、お前にも急せかされてたしな。何より──もう進んでも大だい丈じよう夫ぶだって、そう確信できたから。俺はつい先日から、色町と付き合い始めたんだ」

「そう……」

　不安になって雪縫の顔色を窺うかがう。……彼女は別段、辛つらそうな顔はしていない。少し儚はかなさが滲にじんでいるような表情だったけど、辛そうではなかった。でもやっぱり、内心では我が慢まんしてるんだよな……俺がそう思っていると、雪縫は俺の心情を察したように、微笑した。

「心配しなくていい。わかってたこと」

「……謝らない方が、いいんだよな？」

「うん。謝られても余計惨みじめなだけ。我慢して」

「わかった……」

　俺がそう頷うなずくと、雪縫は嬉しそうに笑った。それから、彼女は正面を見て歩きだす。辛そうな顔は、俺には見せてくれない。ただ笑みを浮うかべながら、前だけを見ていた。

「どう？　付き合ってみて、何か変わった？」

「変わったというか、何というか……」

「色町さん、ちょっと面めん倒どうになってない？」

「…………」

「くーさんはわかりやすい」

　俺の反応を見て、にやり、と意地悪く雪縫は笑う。……いやいや、色町と付き合ってから数日が経たったいまでも、交際自体は順調なんだけどな？　確かに、教室でも隙すきあらば手を繋つなごうとしてくるし、早くエロいことさせろって催さい促そくは常にしてくるし、雪縫や花蓮を話に出すと以前より少し不ふ機き嫌げんそうにしてるけど……あ、あれ？　言われてみれば、付き合う前と比べると若じやつ干かん面倒になってるかも？　俺がそう考えていると、雪縫は軽い声音で続けた。心なしか、彼女の足取りは軽くなっていた。

「どうやら、作戦通り」

「え？　作戦通りって、何の話だ？」

「決まってる。──私とくーさんが結けつ婚こんするまでの作戦」

「な……なん、だと……？」

「隠かくしておくのも面倒だから、言っちゃうけど──私がくーさんに『色町と付き合え』って言ってたのは、このため。私はくーさんを諦あきらめたんじゃない。くーさんと色町を別れさせるために、付き合わせた」

「────」

　驚おどろきのあまり、雪縫の方を見てしまう俺。すると彼女は「てへぺろ」と言いながら自分の頭をこつんと殴なぐり、舌を出す。あら、あざと可愛かわいい。──いや可愛いじゃなくて！

　視線で続きを促うながすと、雪縫は上じよう機き嫌げんに語り始める。一いつ切さい悪びれた様子はなかった。

「あの女は絶対、くーさんと付き合ったら更に面倒になるって、わかってた。だから私は、くーさんに彼女と早く付き合うよう迫せまった。だって、早く付き合えば早く付き合うだけ、二人が別れる時期も早い。……ふふ、楽しみ……」

「ゆ、雪縫、お前……そんなこと考えてたんか!?」

　俺がそうリアクションすると、雪縫は足を止めて俺を見た。──そうして彼女は、俺がこれまで見たことがないほどの、大人びた笑みを浮かべる。そんな表情のまま雪縫は、耳にかかった髪を妖よう艶えんにかき上げつつ、こう告げた。

「覚えておいて、くーさん。──この世に、可愛いだけの女はいない」

「いまのお前が言うとめちゃくちゃ説得力あるなあああああ!?」

　驚きからすげーでかい声で叫さけんでしまう俺。……ああ、忘れてた！　そういえば雪縫って以前、俺が彼女の嘘うそを許した翌日には、それを平然と利用して俺と付き合おうとしたことがあったよな!?　そうだそうだ、雪縫って別に、愚ぐ直ちよくで素敵なだけの女の子でもなかったわ……そんなところも人間っぽいというか、女の子らしいけど！

　騙だまされたことに関する怒りよりも、しれっと狡こう猾かつな思おも惑わくも抱いだいていた雪縫に、俺はつい感心してしまう。そんな俺の視線を受けて、彼女は心底楽しそうに「えへへ」と子供っぽく笑った。……可愛いだけの女の子じゃないから、その笑顔は本当に可愛かった。

「本音を言えば、くーさんには色町と付き合って欲しくなんかない」

「お、おお……わかりやすい本音だ……」

「でも、私が将来、くーさんと結婚するために、今は我慢する。どうせ色町とくーさんが付き合ってる期間なんて、そう長くない。もって高校卒業まで。……だから、高校時代のくーさんはあの女にくれてやる」

「さりげ、俺と色町が別れる前提で話が進んでやがるぜ……」

「ただ、それだけ。青春時代のくーさんを、あの女に奪うばわれるのは、癪しやくに障さわるけど……別にいい。──私は、くーさんの最後の女になる。くーさんの童どう貞ていなんかいらない。くーさんが老ろう衰すいで死ぬ時に、くーさんに愛された、くーさんを愛した、最後の女になる。くーさんがよぼよぼのじいさんになった時、隣となりで笑うのは私。そう決まった」

　そこまで言うと、雪縫は満足そうに息を吐はいた。……それを受けて、俺はつい笑みを零こぼしてしまう。どうやら、雪縫は全然諦めていないようだった。色町と俺の関係が、そんなに長く続く訳がない。であれば、最後に笑うのは私だと──彼女はそう言っていた。

　何て狡猾で、それでいて素す敵てきな女友達なんだろうと、俺は思う。

　俺は、彼女を傷つけてしまったのに……それでも、俺との関係を切ろうとはせずに、色んな感情を飲み込んで、こうして一緒にいようとしてくれる──正直、恵めぐまれ過ぎだった。雪縫が一人いてくれるだけで、俺の友人関係は恵まれ過ぎていた。

　しかし、さすがに反論はあるので、俺はおずおずと口を開く。それは自然と、小さい声になってしまっていた。情けねえな俺。

「一応、俺は色町と、長く付き合っていける自信があるんだけど……」

「くーさんがそう思うのは別にいい。勝手に頑がん張ばれ」

「そんな応おう援えんがあるかよ」

「勘かん違ちがいされたら困るけど、私は別に、くーさんと色町さんの関係を横から壊こわそうとはしない。そんなことをしたらくーさんに嫌きらわれるし、それに……どうせ近いうちに勝手に別れると思ってるから、何もしない」

「今日の雪縫はもう本音が駄だ々だ漏もれだな……」

「ふふっ。でも、覚えておいてくーさん。──くーさんには次がある。もし彼女が嫌いやになったら、私がいる。それだけは覚えていて」

「……お前は、それでいいのか？」

　少し意地悪な質問だったかもしれない。でも、それをわかっていて、それでも俺はそう投げかけた。……もしかしたら、彼女を傷つけてしまったかも。言った後でそう後こう悔かいした俺は、雪縫の表情を見やる。すると、そこには──。

　涙なみだを一切見せずに強気に笑っている、俺が大好きな友人の姿があった。

「いい。そう決めた。──これが、私なりの戦い方」

「────」

　その勝ち気な笑顔に撃うち抜ぬかれる。その瞬しゆん間かん、色町のことが好きな俺でも、ぐらり、と心を揺ゆさぶられた。いま彼女が見せたのは、そんな笑顔だった。

　きっと、そう言い切れるようになるまで、長い時間がかかったに違いない……雪縫は様々な感情に押しつぶされ、揉もまれて、それでも抗あらがい──その結論を手に入れたのだ。

　それを受け、彼女は本当に強くなったのだと、そう感じる。──たぶん、それは一つの正答だった。自分が好きな異性に、別の好きな異性がいる場合の。

　それは本来、頭にちらつきはしても、こうして手に入れるのは難しい答えだ。自分のものとするには相当の覚かく悟ごがいることで、だから……様々なこれまでを経たいま、それを手に入れた雪縫霙の笑顔は、あまりにも眩まぶしかった。

「どう、くーさん？　惚ほれ直した？」

「ああ、惚れ直した。ちょっと、まずいくらいにな……頼たのむから雪縫はもうこれ以上、魅力的なことを言うのをやめてくれよ……」

「えへへ……駄だ目め。私は、くーさんが好きだから。これからも手加減はしない」

　雪縫はそう言ったのち、とんとん、と左手の指先で、俺の右手の甲こうを叩たたいた。いきなり手と手が触ふれ合いどきりとしていると、雪縫は笑えみを浮かべながらこう続けた。

「手、繋いで？」

「か、可愛らしくおねだりしても駄目だからな？　だいたい俺、もう彼女いるし……」

「大丈夫。色町には言わない。──手、繋いで」

「いや、そういう問題じゃないから。けじめの問題だからな？」

「どうせ三週間ともたないんだし手を繋げ」

「お前はホント、色町と俺の関係を信用してねえな!?」

　俺がそう言うと、雪縫はなおも楽しそうに笑った。それから、繋ごうとした左手で何度かグーとパーを繰くり返すと、彼女はあっけらかんとした声こわ音ねで告げる。

「わかってる。いまはいい。……ちょっと辛いけど、平気」

「雪縫……」

「くーさんとまた手を繋げるいつかを、楽しみにしてる」

　微び笑しようと共にそう言って、雪縫は歩き出す。俺もそのペースにならって、彼女の横に並んだ。そしたら「えへへ」と彼女が笑いかけてくる。それに笑顔を返しつつ、俺達は朝の通学路を二人で歩いた。

　もしかしたら、歪いびつな関係かもしれない……雪縫は俺を異性として好いてくれているのに、それを理解しつつも、俺は彼女と友達でいようとして──彼女は俺を、諦めていない。そうして、お互たがいの魂こん胆たんがわかった上で、それでも無理やり一いつ緒しよにいるなんて。

　でも、そんな風に歪な二人だというのに、俺達は笑い合えていた。

　それはきっと、お互いに歪であることをわかっていながら、それでも──どこかで嘘をついて、一緒にいるからだと思う。……俺はこれまで散々嘘に苦しめられてきたけど、そうか。こんな風につける嘘も、あったんだな。

　俺はそんなことを考えながら、隣にいる雪縫に歩ほ幅はばを合わせて歩く。その心は交わらなくとも、嘘で無理やり捻ねじ曲げた、俺達の進む道は同じで……そうして偽いつわりを重ねてでも、こうして彼女と一緒にいられることが、俺はどうしようもなく嬉うれしいのだった──。

「くーさん、何かそれっぽい独白で終わらせようとしないで。ちゃんと『本当はもう、俺は雪縫のことが好きだった──』とか、そういう大オチをつけて終わって」

「いや俺の心の声を読むなよ！　いつも思うけど、どうやってやってるんだそれ!?」

「言っておくけどくーさん、私は本当に諦めてない。──私は絶対、いつかくーさんと一緒に、幸せな家庭を築く。具体的には、庭付きの白い一いつ軒けん家やに住む。覚悟しろ」

「お、おう……もうそんな具体的なイメージが……」

「相場は四千万くらいらしいから、ローンとは長い付き合いになる。覚悟しろ」

「え、覚悟しろって家のローンのことだったのかよ!?　そこはとりあえず考えんでよくない!?　想定リアル過ぎない!?」

「くーさんには今から、公務員になるための勉強を始めてもらう」

「わかりやすく安定を求められている!?」

「ち、ちなみに……子供は女の子が一人、男の子が一人くらい欲ほしい……」

「……も、もうそんなとこまで考えてるんですね？」

「子供一人育て上げるのに、最高三千万かかるらしい。覚悟しろ」

「いちいち金かね勘かん定じようするのやめません!?　ほっこり可愛い夢で終わってよくない!?」

「ふふっ。頑張れ、未来の旦だん那な様」


了










あとがき






　どうも、最近音楽系のサブスクに少し触ふれて、「これ、こんだけの曲が月これだけの値段で聴きけるって、スゴ過ぎでは……？　価格設定あってるこれ？」となった川かわ田た戯ぎ曲きよくです。

　この度たびは、本書を手に取って頂き、ありがとうございます！　こうして二巻を出すことができて、本当に嬉うれしいです！

　少しだけ内情を話してしまうと、一巻を出版した時期が、コロナウイルスの影えい響きようで緊きん急きゆう事態宣言が発令されていた頃ころで……そのため臨時休業という措そ置ちを取る書店さんも多かったのですが、だというのに──いま二巻のあとがきを書けているのが、とても嬉しいです！　ああいう状じよう況きようにも拘かかわらず、一巻を手に取って下さった皆みな様さまに、心からの感謝を。

　そんな訳で、本作──『嘘うそ嘘うそ嘘うそ、でも愛してる２』は出版して頂ける運びとなったのですが、個人的な話をさせてもらうと、本作の執しつ筆ぴつ作業は、未いまだ短い自分の作家人生の中でも、なかなかにハードなものでした……まず一巻の改かい稿こうが終わった時点で、「これ続きどうすんだろ」って他人ひと事ごとみたいに思いましたからね！　書くの僕なのに。

　ただ、そうして苦心したからこそ、本作もまた愛着のある一冊になりました。こうして再び、彼と彼女達の続きを──それから彼女についてもまた新たに書くことができて、大変だったけど楽しかったです！　僕が楽しんで書けたように、本書を手に取って下さったあなたにとっても、楽しかったと思える作品になれていたなら幸いです。

　より具体的には、「女同士の口くち喧げん嘩かって最高だよな！」となってくれたら、それに勝まさる喜びはありません。……良いですよね、女の子同士が口喧嘩する展開！　自分がまだ学生だった頃、とある大好きな作品の中で、ヒロインの二人がガチ喧嘩する場面を読んで衝しよう撃げきを受けて以来──未だに好きなんですよね、女の子同士がリアルな本音をぶつけ合うって展開が。女同士の口喧嘩、最高！　……急に何の話をしてるんだ僕は。

　それでは、以下より謝辞の方を。

　イラストレーターのアシマ先生。一巻に引き続き、本作のイラストを描えがいて下さって、ありがとうございます！　二巻の表紙を見た時、先生が描いた雪ゆき縫ぬいの可愛かわいらしさに、心臓が止まるかと思いました。絵の技術うんぬんかんぬんは素人しろうとの僕にはわからないけど、僕がこの絵を大好きなことだけはわかる！　となりました。圧あつ倒とう的感謝をあなたに。

　担当編集のＩさん。改稿作業における示し唆さに富んだ指し摘てき、ありがとうございました！　僕の書いた『個人の自作小説』がこうして『商品として出版できる作品』になれたのは、ひとえに編集さんのおかげです！　今後ともよろしくお願いいたします。

　加えて、コロナ禍かであった二〇二〇年四月出版の金賞受賞作を、この時期のデビューは大変だろうからと、そのお心こころ遣づかいから率そつ先せんしてツイッターで宣伝して下さった、橘たちばな公こう司し先生。あの頃の僕には、その優やさしさが心に染しみ過ぎました……橘公司賞を下さったことも含ふくめて、先生にはもう一生頭が上がりません。本当にありがとうございました！

　それから、同期受賞者の皆みなさん──特に、ラインで一巻の熱ねつ烈れつな感想を送って下さった、織おり笠かさ先生。あれすげー嬉しかったです！　それと、同じように電話で感想をくれた、親友のスーさん。あれも超ちよう絶ぜつ嬉しかった！　そしてもちろん、じいちゃん、ばあちゃん、お父さん、お母さん、弟もありがとう。……身内に対しての『ありがとう』は、本が出る度に言ってるといい加減嘘うそっぽくなりそうだけど、こういう場でこういう風にテキストにしないと恥はずかしくて言えないので。──いつも感謝してます。

　そして改めて、ここまで付き合ってくれた読者様に、ありがとうございます。

　本シリーズは恐おそらくここで幕引きですが、またそう遠くない未来に、再度お目にかかれるよう努力していきますので、その際にはよろしくお願いします。

　ではでは、またいつか。





二〇二〇年六月下げ旬じゆん　川田戯曲
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